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桝和橋 ﾏｽﾜﾊｼ 江刺 上伊手線 1992 16.3 6.5 Ⅱ 支承部本体に腐食、舗装に土砂詰まりが見られる。 39.18000度 141.2900度

根久保橋 ﾈｸﾎﾞﾊｼ 江刺 五道ヶ辻歌読線 1987 51.5 7 Ⅱ
上部構造は床版に遊離石灰を伴うひびわれが見られる。下部構造、上下部接続部は大きな損傷はないが、現行の耐震性能を満たしていない。よって、致命的な状態となる可能性
は低いものの何らかの変状が生じる可能性がある。

39.227500度 141.179444度

天神堂橋 ﾃﾝｼﾞﾝﾄﾞｳﾊﾞｼ 江刺 下川原別当線 1981 103.5 6.5 Ⅲ 落橋防止システムに腐食、欠損が見られる。早期に措置を講ずるべき状態。 39.17980度 141.15098度

大黒橋 ﾀﾞｲｺｸﾊｼ 江刺 黒田助線 1968 22 4.5 Ⅰ 上部構造は床版に遊離石灰を伴う1方向のひびわれ、下部構造に遊離石灰が見られる。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられる。 39.119444度 141.215833度

若神子橋 ﾜｶﾐｺﾊｼ 江刺 藤里口内線 1979 39.8 7 Ⅱ P1橋脚に欠損が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.17611度 141.25101度

御簾野尾橋 ﾐｿﾉｵﾊﾞｼ 江刺 力石御免線 1968 72.7 5.5 Ⅲ 上部構造は鋼部材の軽微な腐食、床版に幅0.2mm程のひびわれ、下部構造に軽微なひびわれが見られる。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられる。 39.163333度 141.185555度

館前橋 ﾀﾃﾏｴﾊﾞｼ 江刺 原体線 1998 45.6 7 Ⅰ 上部構造は主桁の欠損、下部構造に軽微なひびわれが見られる。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられる。 39.175277度 141.211666度

白山橋 ﾊｸｻﾝﾊｼ 江刺 玉里藤里線 1969 30 5 Ⅱ
上部構造は床版の鉄筋露出が見られる。下部構造、上下部接続部は大きな損傷はないが、現行の耐震性能を満たしていない。よって、致命的な状態となる可能性は低いものの
何らかの変状が生じる可能性がある。

39.227222度 141.254166度

八幡大橋 ﾊﾁﾏﾝｵｵﾊｼ 江刺 玉里愛宕線 1976 37.6 8 Ⅱ 床版に遊離石灰が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.25021度 141.212777度

亀の子橋 ｶﾒﾉｺﾊﾞｼ 江刺 佐野線 1970 56 3 Ⅲ P1橋脚に漏水が原因と推定される遊離石灰を伴うひびわれが見られる。損傷範囲が広く、橋梁の安全性に影響をするため止水性の確保と共に速やかな補修が必要である。 39.219722度 141.165833度

平林橋 ﾋﾗﾊﾞﾔｼﾊｼ 江刺 御堂芦沢線 1996 41 5 Ⅱ
主桁G1、G3ウェブ及び下フランジに防食機能の劣化が認められる。部分的に保護性錆が形成されていない状態である。また橋台に幅0.6㎜程度のひびわれが確認され、耐荷力
の低下が懸念されるため予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.175910度 141.277920度

戸隠橋 ﾄｶﾞｸｼﾊｼ 江刺 芦沢線 1971 28.5 5 Ⅱ
主桁端部に緩やかな斜めひびわれが認められる。主桁上方は雨水や凍結防止剤等の影響で発生しやすい環境にあり、湿気がこもりがちであることから進行性は高いと考えら
れ、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.173900度 141.295090度

小迎橋 ｺﾑｶｲﾊｼ 江刺 小迎阿原田原峠線 1975 18 4 Ⅱ 下部構造のひびわれ幅、範囲も進展しており、致命的な状態となる可能性は低いものの、何らかの変状に進展する可能性がある。 39.163055度 141.310277度

下鴨ヶ崎橋 ｼﾓｶﾓｶﾞｻｷﾊｼ 江刺 梨ノ木線 1976 20.1 3.5 Ⅳ
パイルベント、コンクリート床版にひび割れが生じており、致命的な変状が生じる可能が高い。
早期に対応する必要がある。

39.250277度 141.266666度

野里橋 ﾉｻﾄﾊｼ 江刺 中沢線 1972 16.6 4 Ⅰ 上部構造、下部構造大きな損傷も見られないため、致命的な状態となる可能性は低いものの、何らかの変状に進展する可能性がある。 39.233333度 141.325833度

大内田橋 ｵｵｳﾁﾀﾞﾊｼ 江刺 老耳第二線 1972 29 4 Ⅱ
上部構造は主桁に遊離石灰を伴うひびわれが、床版につらら状の遊離石灰の析出が見られる。下部構造、上下部接続部は大きな損傷はないが、現行の耐震性能を満たしていな
い。よって、致命的な状態となる可能性は低いものの何らかの変状が生じる可能性がある。

39.223611度 141.234722度

昭和橋 ｼｮｳﾜﾊｼ 江刺 川子野線 1974 23.7 4 Ⅱ
上部構造は主桁に遊離石灰を伴うひびわれ、横桁に剥離等が見られるが、構造安全性への影響は低い。現行の耐震性能を満たしていない。よって、致命的な状態となる可能性
は低いものの何らかの変状が生じる可能性がある。

39.226388度 141.263611度

広瀬大橋 ﾋﾛｾｵｵﾊｼ 江刺 下日向大曲線 1967 37.4 4.5 Ⅲ 上部構造は床版の鉄筋露出、下部構造は橋台の剥離、支承部にピンチプレートのズレが見られる。いずれも安全性に影響する損傷であり、早期の措置が必要である。 39.250833度 141.217500度

佐名田橋 ｻﾅﾀﾞﾊｼ 江刺 藤里口内線 1977 37.7 7.5 Ⅱ 橋台に遊離石灰が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.25626度 141.21298度

新川橋 ﾆｯｶﾜﾊﾞｼ 江刺 八日市北天間線 1972 104.5 5.5 Ⅱ 上部構造は床版の鉄筋露出、下部構造は橋脚のひびわれが見られる。いずれも構造安全性への影響の低い損傷であることから経過観察でよい。 39.186666度 141.158055度

百連寺橋 ﾄﾞｳﾚﾝｼﾞﾊﾞｼ 江刺 金華山百連寺駒込線 1973 107.8 6 Ⅱ 上部構造は横桁の鉄筋露出、下部構造は橋脚のひびわれ。いずれも構造安全性への影響の低い損傷であることから経過観察でよい。 39.194722度 141.160277度

愛宕橋 ｱﾀｺﾞﾊｼ 江刺 藤里石原線 1975 26.6 5 Ⅱ 上部構造は主桁に鉄筋露出、下部構造は橋台竪壁に剥離が見られる。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから経過観察でよい。 39.171111度 141.239722度

大橋 ｵｵﾊｼ 江刺 人首街道線 1972 35.2 4 Ⅰ 上部構造は床版に遊離石灰の析出、下部構造は橋脚にうきが見られる。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから経過観察でよい。 39.215555度 141.218333度

中ノ橋 ﾅｶﾉﾊｼ 江刺 中町中ノ橋線 1993 35.8 5 Ⅰ 上部構造、下部構造大きな損傷も見られないため、致命的な状態となる可能性は低いものの、何らかの変状に進展する可能性がある。 39.190833度 141.181111度

重染寺橋 ﾁｮｳｾﾞﾝｼﾞﾊﾞｼ 江刺 重染寺橋前田線 1989 37.2 5 Ⅰ 上部構造は床版に遊離石灰、下部構造に軽微なひびわれが見られる。、いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられる。 39.193611度 141.182222度

裏町橋 ｳﾗﾏﾁﾊﾞｼ 江刺 重染寺橋前田線 1997 34.8 1.7 Ⅱ
主桁に表面的な広がりのある腐食が認められ、一部桁端部に腐食の進行による膨張が確認された。床版が木材であることから隙間からの漏水の影響により進行性が高くなると
考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.196630度 141.186300度

小名丸橋 ｺﾅﾏﾙﾊﾞｼ 江刺 小名丸線 1971 42.8 3.6 Ⅲ 支承部の沈下は地震発生時やまた、その他の災害発生時に安全性に影響する損傷であり、構造安全性の観点から速やかな補修が必要である。 39.199166度 141.188611度

上堰橋 ｳﾜｾﾞｷﾊﾞｼ 江刺 上堰線 1970 40.9 2.2 Ⅲ
上部構造は床版に幅0.2mmの遊離石灰を伴う1方向のひびわれ、下部構造に幅0.3mmのひびわれが見られる。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから経過観
察でよい。

39.202777度 141.193055度

中田橋 ﾅｶﾀﾞﾊﾞｼ 江刺 北田苗代沢線 1970 40.8 3.2 Ⅱ
上部構造は床版に幅0.2mmの遊離石灰を伴う2方向のひびわれ、下部構造に幅0.3mmのひびわれが見られる。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから経過観
察でよい。

39.204722度 141.195555度

雲南田橋 ｳﾝﾅﾝﾀﾞﾊﾞｼ 江刺 牧沢線 1982 31.9 2.7 Ⅱ
床版に一方向のひびわれが認められる。ひびわれが幅0.1㎜～0.2㎜程度で遊離石灰の析出は認められないが、輪荷重によるひびわれの拡大が懸念されるため、予防保全の観
点から措置を講ずることが望ましい。

39.210920度 141.205690度

琴平橋 ｺﾄﾋﾗﾊﾞｼ 江刺 琴平線 1971 43.8 2.7 Ⅱ
鋼部材及び床版、支承は補修済みで流木も撤去済みである。Ｐ２橋脚柱部のひびわれ及びＡ２橋台竪壁に局部的にコンクリート欠損、剥離及びひびわれが認められる。水の供給
によりコンクリート部材劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.172500度 141.152220度

宿橋 ｼｭｸﾊﾞｼ 江刺 宿線 1970 109 3 Ⅱ
上部構造は床版に幅0.1mmの遊離石灰を伴う1方向のひびわれ、下部構造に幅0.35mmのひびわれが見られる。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから経過観
察でよい。

39.183055度 141.154444度

川口橋 ｶﾜｸﾞﾁﾊﾞｼ 江刺 石関皀田線 1979 20.5 4 Ⅱ
床版に幅0.1㎜～0.2㎜程度の一方向ひびわれが認められる。また舗装面にひびわれの発生が確認された。輪荷重の繰り返しによるひびわれの拡大が懸念されるため、予防保全
の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.247030度 141.183150度

佐野向橋 ｻﾉﾑｶｲﾊﾞｼ 江刺 佐野向線 1971 110.5 3.5 Ⅱ 支承部のピンチプレートのズレは橋梁安全性に影響する損傷であり、予防保全の観点から補修が望ましい。 39.214722度 141.163888度

石田橋 ｲｼﾀﾞﾊｼ 江刺 山館山居線 1980 46 6.5 Ⅰ 上部構造は主桁に剥離、下部構造は橋脚にひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから経過観察でよい。 39.179444度 141.215555度

新田橋 ｼﾝﾃﾞﾝﾊｼ 江刺 石山馬形線 1973 74.1 4.5 Ⅱ 上部構造は主桁に幅0.2mmの遊離石灰を伴うひびわれ、下部構造は護岸の沈下が見られる。いずれも構造安全性への影響の低い損傷であることから経過観察でよい。 39.156388度 141.195555度

六栗橋 ﾑﾂｸﾘﾊｼ 江刺 持栗線 1979 18.7 4.5 Ⅱ 上部構造、下部構造大きな損傷も見られないため、致命的な状態となる可能性は低いものの、何らかの変状に進展する可能性がある。 39.116388度 141.220833度

遠江橋 ﾄｳﾄﾐﾊｼ 江刺 北風線 1976 17 4.5 Ⅱ 上部構造、下部構造大きな損傷も見られないため、致命的な状態となる可能性は低いものの、何らかの変状に進展する可能性がある。 39.116914度 141.235184度

狼沢橋 ｵｵｶﾐｻﾜﾊｼ 江刺 平橋山沢線 1973 17 3 Ⅰ 上部構造、下部構造に損傷も見られないため、、構造安全性の確保はされていると思われる。 39.118055度 141.241944度

和田橋 ﾜﾀﾞﾊﾞｼ 江刺 砂子田線 1992 28.3 3 Ⅰ
上部構造は間詰床版からの遊離石灰の析出、下部構造は橋台竪壁に幅0.2mmのひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから経過観察でよ
い。

39.185555度 141.226944度

新山橋 ｼﾝｻﾞﾝﾊｼ 江刺 前田線 1971 21.5 3.2 Ⅱ
主桁に表面的な広がりのある腐食が認められる。また橋脚壁部に流水による断面欠損が広範囲に認められ、耐荷力の低下が懸念されることから予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい。

39.169810度 141.260510度

湯坪橋 ﾕﾂﾎﾞﾊｼ 江刺 湯坪線 1971 20.5 3 Ⅰ 上部工は補修がなされている（時期不明）下部工については補修の必要はない。 39.171944度 141.242500度

松ノ木田橋 ﾏﾂﾉｷﾀﾞﾊﾞｼ 江刺 館下枝線 1992 23 3 Ⅰ 軽微な損傷は認められるが、道路橋の機能に支障が生じていない状態である。 39.172360度 141.296860度

館下橋 ﾀﾃｼﾀﾊｼ 江刺 館下線 1980 21.6 5 Ⅱ
間詰床版に部分的な遊離石灰の析出が認められ、局部的につらら状も発生している。また地覆に剥離や路面の凹凸が見られることから予防保全の観点から措置を講ずることが
望ましい。

39.169510度 141.297850度

古館橋 ﾌﾂﾀﾞﾃﾊｼ 江刺 古館線 1972 15.5 3.5 Ⅱ
主桁にひびわれ、遊離石灰、うきが見られる。致命的な状態となる可能性は低いものの、何らかの変状が生じる可能性がある。床版に遊離石灰が全体的に見られる。致命的な状
態となる可能性は低いものの、何らかの変状が生じる可能性がある。下部構造にひびわれ、剥離が見られる。致命的な状態となる可能性は低いものの、何らかの変状が生じる可
能性がある。

39.161312度 141.320236度

下川辺橋 ｼﾓｶﾜﾍﾞﾊｼ 江刺 山の林線 1969 25.2 3 Ⅱ 上部構造は主桁に遊離石灰を伴うひびわれ、下部構造に洗堀が見られた。いずれも構造安全性の観点から補修が望ましい。 39.229444度 141.286388度

杉ノ下橋 ｽｷﾞﾉｼﾀﾊｼ 江刺 杉の下線 1975 16.5 3.5 Ⅱ
上部構造は床版につらら状の遊離石灰の析出、下部構造に橋台竪壁の鉄筋露出が見られた。いずれも橋梁安全性への影響が懸念される損傷であり、予防保全の観点から補修
が望ましい。

39.227777度 141.331944度

田中橋 ﾀﾅｶﾊｼ 江刺 杉の下線 1977 20.5 5 Ⅱ
間詰床版部に遊離石灰を伴う析出が認められる。析出量は少ないが舗装面に劣化が見られることから、床版上面の劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずるこ
とが望ましい。

39.230420度 141.329110度

王行田橋 ｵｳｷﾞｮｳﾀﾞﾊｼ 江刺 荒町野里線 1982 27 3 Ⅱ
鋼部材全てに表面的で全体的に広がりのある腐食が認められる。板厚減少は認められないが、伸縮部からの漏水の影響により進展の可能性があるため、予防保全の観点から
措置を講ずることが望ましい。

39.235380度 141.317180度

鳴瀬橋 ﾅﾙｾﾊｼ 江刺 人首小学校線 1974 24 4 Ⅱ 上部構造は主桁に遊離石灰を伴うひびわれ、下部構造に剥離が見られる。いずれも橋梁安全性への影響が懸念される損傷であり、予防保全の観点から補修が望ましい。 39.233888度 141.311111度

朝日野橋 ｱｻﾋﾉﾊｼ 江刺 朝日野線 1982 28 3.8 Ⅱ 主桁に表面的で広がりのある腐食が認められる。また舗装面に段差が確認され、道路利用者の安全性の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.214530度 141.211920度

畑中橋 ﾊﾀｹﾅｶﾊｼ 江刺 中島高間ヶ岡線 2018 16.2 4.6 Ⅰ 全ての部材が健全で、道路橋の機能に支障は生じていない状態である。 39.215810度 141.221670度

熊田橋 ｸﾏﾀﾞﾊｼ 江刺 熊野線 1982 21.7 3.5 Ⅰ 舗装面に段差が認められる。道路利用者の安全性の観点から、維持工事にて対応することが望ましい。 39.215360度 141.225280度

大森橋 ｵｵﾓﾘﾊｼ 江刺 大塚線 1973 31.2 4 Ⅱ 上部構造は床版に錆汁の析出、下部構造に幅0.8mmのひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響が懸念される損傷であり、予防保全の観点から補修が望ましい。 39.220833度 141.230833度

城間橋 ｼﾞｮｳｶﾝﾊｼ 江刺 和田線 1977 24 2.7 Ⅲ
床版(木材)に局部的な腐朽が認められる。また鋼部材全体的に広がりのある腐食が認められ、腐食の進行により耐久性の低下が懸念されるため、早期に措置を講ずる事が望ま
しい。

39.227550度 141.243980度

中島橋 ﾅｶｼﾞﾏﾊｼ 江刺 中堰線 1980 26.8 5.5 Ⅱ
主桁と床版の間から漏水･遊離石灰(錆汁)が認められる。また横締め定着部の腐食は水の供給により進行性は高くなり、PC鋼材の腐食に繋がる可能性があるため、予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい。

39.228120度 141.256550度

峯ノ後橋 ﾐﾈﾉｳｼﾛﾊｼ 江刺 長倉線 1973 23.7 4 Ⅱ
上部構造は主桁に遊離石灰を伴うひびわれ、下部構造に橋台竪壁の剥離が見られた。いずれも橋梁安全性への影響が懸念される損傷であり、予防保全の観点から補修が望ま
しい。

39.225000度 141.275000度

大和田橋 ｵｵﾜﾀﾞﾊｼ 江刺 大和田線 1982 24.2 2.7 Ⅱ 舗装面にひびわれが認められ、床版に遊離石灰を伴うひびわれの発生が確認された。床版上面の劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.224440度 141.278580度

七尋石橋 ﾅﾅﾋﾛｲｼﾊｼ 江刺 七尋石線 1973 27.1 4 Ⅱ
上部構造は主桁ボルトの脱落が見られる。構造安全性に影響する損傷であり補修が望ましい。現行の耐震性能を満たしていない。よって、致命的な状態となる可能性は低いもの
の何らかの変状が生じる可能性がある。

39.225555度 141.280000度

深田橋 ﾌｶﾀﾞﾊｼ 江刺 中宿深田線 1977 17.6 5 Ⅱ
上部構造は主桁ボルトの脱落が見られる。構造安全性に影響する損傷であり補修が望ましい。現行の耐震性能を満たしていない。よって、致命的な状態となる可能性は低いもの
の何らかの変状が生じる可能性がある。

39.273055度 141.269722度

杉崎橋 ｽｷﾞｻｷﾊｼ 江刺 最中沢線 1981 19.7 4 Ⅱ 上部構造は間詰床版からのつらら状の遊離石灰の析出、下部構造に竪壁の漏水が見られる。状況に応じた対応でよい。 39.275555度 141.268611度

竹生田橋 ﾀｺｳﾀﾞﾊｼ 江刺 山影線 1979 18.6 5 Ⅱ 間詰床版に遊離石灰の析出が認められる。床版上面の劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.236230度 141.196880度

島田橋 ｼﾏﾀﾞﾊｼ 江刺 島田線 1977 15.4 2.4 Ⅱ 床版(木材)に湿りがあり部分的な腐朽が認められる。また橋脚梁部に剥離・鉄筋露出が見られることから、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.247890度 141.200510度

根岸橋 ﾈｷﾞｼﾊｼ 江刺 日渡根岸線 1976 35 3.5 Ⅰ 上部構造は間詰床版からのつらら状の遊離石灰の析出、下部構造に橋脚のひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから経過観察でよい。 39.258333度 141.209166度

軽石大橋 ｶﾙｲｼｵｵﾊｼ 江刺 柏線 1967 31.1 4 Ⅱ 上部構造は2方向の床版ひびわれ、下部構造は竪壁に幅1.0mmのひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性に影響する損傷であり補修が望ましい。 39.252777度 141.228055度

玉里大橋 ﾀﾏｻﾄｵｵﾊｼ 江刺 藤里口内線 1979 30 7 Ⅱ 床版に床版ひびわれが見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.22733度 141.24483度

金谷橋 ｶﾅﾔﾊﾞｼ 江刺 石山川島線 1973 82.9 6 Ⅱ 基礎洗堀は損傷の進行により構造安全性に影響する損傷であり補修が望ましい。 39.156111度 141.183055度

松ノ木橋 ﾏﾂﾉｷﾊﾞｼ 江刺 田中落合酉丸線 1972 71.5 6 Ⅲ 洗堀は損傷の進行により構造安全性に影響する損傷であり補修が望ましい。 39.174156度 141.184535度

砂子田橋 ｽﾅｺﾞﾀﾞﾊｼ 江刺 野砂子田線 1971 27 5 Ⅱ 上部構造は床版に幅0.15mmのひびわれ、下部構造は橋台に幅0.25mmのひびわれが見られる。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから経過観察でよい。 39.186944度 141.223888度

日照田橋 ﾋﾃﾞﾘﾀﾊｼ 江刺 原体日照田線 1971 20.5 4.5 Ⅱ 上部構造は床版に遊離石灰を伴うひびわれが見られた。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。他部材の損傷は状況に応じた対応でよい。 39.181666度 141.231666度

中宿橋 ﾅｶｼﾞｭｸﾊｼ 江刺 中宿小屋敷線 1981 20 2.7 Ⅱ 基礎洗堀は損傷の進行により構造安全性に影響する損傷であり補修が望ましい。 39.277222度 141.268333度

大名野橋 ﾀﾞｲﾐｮｳﾉﾊﾞｼ 江刺 大名野線 1975 25.7 3 Ⅰ 上部構造は主桁にうき・鉄筋露出、下部構造は竪壁に幅0.55mmのひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低く計観察でよい。 39.207500度 141.198611度

小屋敷橋 ｺﾔｼｷﾊﾞｼ 江刺 小屋敷線 1982 20.8 3.1 Ⅱ
主桁に幅0.1㎜～0.2㎜の橋軸方向のひびわれが発生している。前回点検からの進展が確認され、横桁全てに腐食が認められることから、PC鋼材の腐食が懸念されるため、予防
保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.280000度 141.268170度

令和７年３月末現在
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中野大橋 ﾅｶﾉｵｵﾊｼ 江刺 中野苗代沢線 1992 44.9 8 Ⅱ 基礎洗堀は損傷の進行により構造安全性に影響する損傷であり補修が望ましい。 39.201111度 141.192777度

滝壺橋 ﾀｷﾂﾎﾞﾊｼ 江刺 滝壺線 1981 20.4 4.5 Ⅱ 間詰床版に遊離石灰の析出及び舗装にひびわれが認められることから、床版上面の劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.220560度 141.335580度

大幡橋 ｵｵﾊﾀﾊｼ 江刺 四ッ西風線 1973 22 4.8 Ⅱ
鋼部材全て塗装塗替え済みで、床版全面に剥落防止シートが施工されている。A２橋台竪壁に幅の広いひびわれが認められ、内部鉄筋の腐食原因となり得るため、予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい。

39.296670度 141.287780度

佐野大橋 ｻﾉｵｵﾊｼ 江刺 高畑佐野線 1983 108 12.8 Ⅱ 横桁のズレ止め鉄筋の腐食は、地震発生時の構造安全性に影響するため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.210555度 141.163055度

野里向橋 ﾉｻﾞﾄﾑｶｲﾊﾞｼ 江刺 野里線 1977 17.6 3.5 Ⅱ 桁間からの遊離石灰(錆汁)析出及び舗装面に亀甲状のひびわれが発生している。床版上面の劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.235280度 141.321310度

田中橋 ﾀﾅｶﾊﾞｼ 江刺 二渡中央線 1977 15 6 Ⅱ
一部の主桁間及び間詰床版部に漏水･遊離石灰が認められる。また下部工拡幅部にうきが確認された。路面目地部からの漏水の影響により、コンクリート部材劣化が懸念される
ため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.163920度 141.324750度

本沢田橋 ﾎﾝｻﾜﾀﾞﾊﾞｼ 江刺 若神子沢田線 1982 24.3 2.5 Ⅰ 舗装面路肩に土砂堆積が認められる。橋面排水が適切に行われず、道路利用者の安全性の低下が懸念されるため、維持工事にて対応することが望ましい。 39.174680度 141.246670度

雲南田橋 ｳﾝﾅﾝﾀﾞﾊﾞｼ 江刺 寺田中央線 1972 22.7 4.1 Ⅱ
横桁に鉄筋露出が見られる。致命的な状態となる可能性は低いものの何らかの変状が生じる可能性がある。
支承部に亀裂が見られる。致命的な状態となる可能性は低いものの何らかの変状が生じる可能性がある。

39.174722度 141.260000度

高根下橋 ﾀｶﾈｼﾀﾊﾞｼ 江刺 太田線 1992 22.2 3.5 Ⅱ 端横桁に剥離が認められる。伸縮部からの漏水の影響によりコンクリート部材劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.115020度 141.231310度

小川端橋 ｵｶﾞﾜﾊﾀﾊｼ 江刺 土尾枝線 1960 17.5 3 Ⅱ
上部構造主桁にひびわれ、鉄筋露出、下部構造主桁に腐食、防食機能の劣化、上下接続部にナットの腐食、ゆるみが見られる。致命的な状態となる可能性は低いものの、何らか
の変状が生じる可能性がある。

39.225000度 141.263888度

土尾橋 ﾂﾁｵﾊｼ 江刺 土尾枝線 1982 23.7 3 Ⅱ 主桁に局部的な剥離及び錆汁が認められる。鉄筋の腐食により耐荷力の低下が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.224830度 141.262010度

竹原田橋 ﾀｹﾊﾗﾀﾞﾊｼ 江刺 向井沢竹原田線 1993 17.6 5 Ⅰ 工舗装面路肩及び排水管に土砂堆積が認められる。橋面排水が適切に行われず、道路利用者の安全性の低下が懸念されるため、維持事にて対応することが望ましい。 39.190820度 141.240820度

高間ヶ岡橋 ﾀｶﾏｶﾞｵｶﾊﾞｼ 江刺 朝日野線 1983 43.6 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.20793度 141.21978度

１号橋 ｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 江刺 中屋敷中谷木線 1995 15.9 5 Ⅰ 舗装面に段差が認められる。最大50㎜であり、道路利用者の安全性の観点から維持工事にて対応することが望ましい。 39.162380度 141.174250度

新角橋 ｼﾝｶｸﾊｼ 江刺 西部開拓線 1989 28.8 5 Ⅱ
床版に二方向のひびわれが認められる。ひびわれ幅が0.2㎜～0.3㎜程度で角落ちは認められないが、床版の桁端部では輪荷重の影響によりひびわれ拡大が懸念されるため、予
防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.261150度 141.264610度

日ノ神橋 ﾋﾉｶﾐﾊﾞｼ 江刺 八掛神明線 1995 23.7 3 Ⅱ
地覆下面に剥離・鉄筋露出が認められる。損傷個所は広範囲であり、漏水の影響により腐食の進行性は高まると考えられるため予防保全の観点から措置を講ずることが望まし
い。

39.281590度 141.267660度

藤原橋 ﾌｼﾞﾜﾗﾊﾞｼ 江刺 中堰観音堂沖線 2001 61 16 Ⅰ 上部構造は主桁に衝突による欠損、下部構造は橋台竪壁に幅0.4mmのひびわれ。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから、経過観察が望ましい。 39.182777度 141.182777度

下町橋 ｼﾓﾏﾁﾊｼ 江刺 中田線 2001 25.3 7 Ⅱ 上部構造は床版に幅0.25mmのひびわれ、下部構造は橋台竪壁に幅0.5mmのひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低く経過観察が望ましい。 39.284066度 141.263697度

瀬谷子橋 ｾﾔｺﾞﾊﾞｼ 江刺 山下田谷川線 1991 23.1 5 Ⅱ
地覆下面に剥離・鉄筋露出が認められる。雨水が滞留しやすく劣化しやすい部位であることから、内部鉄筋の腐食が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望
ましい。

39.224960度 141.132630度

夢乃橋 ﾕﾒﾉﾊｼ 江刺 館山向山線 1999 165 8.5 Ⅰ 上部構造はアーチリブにひびわれ、下部構造は橋台竪壁にひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられる。 39.196111度 141.184444度

大橋 ｵｵﾊｼ 江刺 根岸栄町線 1994 44 12.5 Ⅰ 上部構造は主桁に欠損、下部構造は橋台に遊離石灰の析出が見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられるため、経過観察でよい。 39.189722度 141.180833度

豊田橋 ﾄﾖﾀﾊﾞｼ 江刺 餅田下惣田線 1996 72.6 16 Ⅰ 橋道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.17830度 141.18413度

岩明橋 ｲﾜｷﾊﾞｼ 江刺 岩明御堂線 1996 35.2 4 Ⅱ
主桁端部に緩やかな斜めひびわれ及びウェブと床版との接合部に水平方向のひびわれが認められる。また下部工側面に広がりのあるコンクリートの劣化が認められることから、
予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.175940度 141.274080度

御堂橋 ﾐﾄﾞｳﾊｼ 江刺 沢田横断線 2000 35.3 5 Ⅰ 軽微な損傷は認められるが局部的であり、他部材への影響がなく構造機能に支障が生じていない状態である。 39.177570度 141.285060度

沢田橋 ｻﾜﾀﾞﾊｼ 江刺 岩明久田線 1972 18.7 4.6 Ⅱ 間詰床版部Ａ２側端部全てに漏水･遊離石灰が認められる。床版上面の劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.178820度 141.289190度

大橋 ｵｵﾊｼ 江刺 藤渡戸線 2002 21 5 Ⅰ
主桁及び床版は健全である。橋台に伸縮装置からの漏水による漏水・滞水が認められるが、他部材への影響は今のところ認められないことから、道路橋の機能に支障が生じてい
ない状態である。

39.286730度 141.262610度

鵜の木橋 ｳﾉｷﾊｼ 前沢 福養線 1963 40 3.6 Ⅱ 床版に鉄筋露出が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.02848度 141.12805度

五輪橋 ｺﾞﾘﾝﾊｼ 前沢 姉体線 1995 36.4 9.2 Ⅰ 上部構造は床版に幅0.1mmのひびわれ、下部構造は橋脚に幅0.4mmのひびわれ。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられる。 39.082253度 141.166898度

太郎ヶ沢６号橋 ﾀﾛｳｶﾞｻﾜ6ｺﾞｳｷｮｳ 前沢 太郎ヶ沢弥栄線 1961 17.6 7 Ⅲ
主桁にひびわれやうき、腐食を伴う鉄筋露出がみられる。径の減少もみられるため、耐荷力の低下が懸念されることからな損傷の進行が生じる可能性がある。よって、致命的な状
態となる可能性がある。

39.044053度 141.116004度

下大袋橋 ｼﾓｵｵﾌﾞｸﾛﾊｼ 前沢 簾森大袋古戸線 2010 28.8 7 Ⅰ 舗装面に局部的な陥没が認められる。道路利用者の安全性の観点から、維持工事で対応することが望ましい。 39.055950度 141.084480度

阿部舘橋 ｱﾍﾞﾀﾃﾊｼ 前沢 本杉水神野線 1983 42.1 7 Ⅱ 上部構造は横桁のひびわれ、下部構造は橋脚のひびわれ。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから、経過観察が望ましい。 39.055971度 141.138276度

阿部舘歩道橋 ｱﾍﾞﾀﾃﾎﾄﾞｳｷｮｳ 前沢 本杉水神野線 2003 41.6 3.5 Ⅱ 上部構造は床版に幅0.2mmのひびわれ、下部構造は護岸の欠損。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから、経過観察が望ましい。 39.055971度 141.138276度

前野橋 ﾏｴﾉﾊｼ 前沢 赤面照井舘線 1971 50 3.6 Ⅱ
上部構造は主桁に遊間の異常れが見られる。上部構造、下部構造ともに大きな損傷はないが現行の耐震性能を満たしていない。よって、致命的な状態となる可能性は低いもの
の何らかの変状が生じる可能性がある。

39.035151度 141.121906度

不動橋 ﾌﾄﾞｳﾊｼ 前沢 不動堤線 1990 31.1 6 Ⅰ 舗装面路肩及び伸縮装置に土砂堆積が認められ、排水不良の起因となるため維持工事にて除去することが望ましい。 39.067650度 141.121590度

目呂木橋 ﾓｸﾛｷﾞﾊｼ 前沢 北久保安久沢東線 1954 42.6 3.3 Ⅱ 上部構造は主桁に鉄筋露出、床版に遊離石灰を伴うひびわれ。下部構造にうきが見られた。状況に応じた対応でよい。 39.054824度 141.142314度

源氏ヶ崎橋 ｹﾞﾝｼﾞｶﾞｻｷﾊｼ 前沢 天王谷起前沢下谷起線 2004 51.2 3 Ⅱ
パイルベント橋脚梁部及び柱部にひびわれが認められる。ひびわれ幅が広く、雨水の影響を直接受けやすいことから、耐荷力の低下が懸念されるため、予防保全の観点から措
置を講ずることが望ましい。

39.051610度 141.147470度

谷記田橋 ﾔｷﾞﾀﾊｼ 前沢 谷記田南陣場線 1986 40 3.6 Ⅰ 上部構造は床版に遊離石灰を伴うひびわれ、下部構造は橋脚に幅0.25mmのひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いく、経過観察でよい。 39.030555度 141.125833度

沼の沢橋 ﾇﾏﾉｻﾜﾊｼ 前沢 沼ノ沢線 1975 28.1 3 Ⅱ
上部構造は主桁に遊間の異常が見られる。上部構造、下部構造ともに大きな損傷はないが現行の耐震性能を満たしていない。よって、致命的な状態となる可能性は低いものの
何らかの変状が生じる可能性がある。

39.046620度 141.096359度

内屋敷橋 ｳﾁﾔｼｷﾊｼ 前沢 内屋敷線 1970 20.4 2.5 Ⅲ 下部構造のひびわれ幅、範囲も進展しており、致命的な状態となる可能性は低いものの、何らかの変状に進展する可能性がある。 39.076711度 141.168723度

河の畑橋 ｶﾉﾊﾀﾊｼ 前沢 千刈田田畠線 1984 36.2 4 Ⅱ
耐候性鋼材の橋梁で全体的に防食機能の劣化が認められる。また床版端部に一方向ひびわれが認められ、輪荷重によるひびわれの進展が懸念されるため予防保全の観点から
措置を講ずることが望ましい。

39.062660度 141.126910度

川端橋 ｶﾜﾊﾞﾀﾊｼ 前沢 綾織合子屋敷線 1994 35 5 Ⅱ 上部構造は床版に遊離石灰の析出。下部構造は橋台護岸天端にひびわれ。いずれも橋梁安全性への影響は低い考えられるため、経過観察でよい。 39.083472度 141.165822度

箕輪橋 ﾐﾉﾜﾊｼ 前沢 苗圃線 1970 28.1 3.6 Ⅰ 上部構造は床版に剥離が見られる。致命的な状態になる可能性は低いものの、何らかの変状が生じる可能性がある。 39.052033度 141.091145度

本城寺坂橋 ﾎﾝｼﾞｮｳｼﾞｻｶﾊｼ 前沢 本城寺坂徳沢線 1973 39.1 5 Ⅰ 上部構造は床版に2方向の床版ひびわれ、下部構造は橋脚に幅0.3mmのひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから経過観察でよい。 39.037244度 141.115825度

養ヶ森跨道橋 ﾖｳｶﾞﾓﾘｺﾄﾞｳｷｮｳ 前沢 簾森陣場線 1976 41.3 4.5 Ⅱ

上部構造にひびわれ、剥離・鉄筋露出等による耐荷性の影響は少ないと考えられるものの、何らかの変状は生じるが、致命的な状態になる可能性は低くいと思われる。予防保全
の観点から補修することが望ましい。
伸縮装置部に段差が生じており、このまま放置しておくとコンクリート舗装の破損等が発生すると考えられるため、予防保全の観点から早期通行の安全性を確保することが望まし
い。

39.056518度 141.106102度

二の沢橋 ﾆﾉｻﾜﾊｼ 前沢 二ノ沢線 1970 20 3.4 Ⅲ 上部構造は主桁に鉄筋露出が見られる。下部構造柱部にひびわれ、梁部に漏水が見られる。ひびわれ幅が大きく、致命的な状態になる可能性がある。 39.060944度 141.074006度

栗生沢橋 ｸﾘｭｳｻﾜﾊｼ 前沢 下北上野横道後線 1998 23 7 Ⅱ
Ａ１及びＡ２橋台竪壁に鉛直方向のひびわれが認められる。幅が広く、伸縮部からの漏水の影響により進展の可能性が高まるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ま
しい。

39.090880度 141.125630度

上明後沢橋 ｶﾐﾐｮｳｺﾞｻﾜﾊｼ 前沢 下北上野横道後線 1999 21 7.5 Ⅰ 舗装面路肩に土砂堆積が認められる。橋面排水が適切に行われず道路利用者の安全性の低下が懸念されるため、維持工事で対応することが望ましい。 39.083120度 141.123060度

西舘跨道橋 ﾆｼﾀﾞﾃｺﾄﾞｳｷｮｳ 前沢 西舘２号線 2001 23.2 4 Ⅱ 添架物にネジのゆるみが見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.05502度 141.17560度

板子沢橋 ｲﾀｺﾞｻﾜﾊﾞｼ 前沢 下北上野前沢赤坂線 1989 30 7 Ⅰ
上部構造は主桁幅0.1mmのひびわれ、下部構造は橋台に幅0.5mmの遊離石灰を伴うひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられるため、経過観察でよ
い。

39.071388度 141.112500度

黒河橋 ｸﾛｶﾜﾊﾞｼ 前沢 真城堂田上ノ台下線 1988 16.6 6 Ⅱ
地覆下流側下面に剥離・鉄筋露出及びうきが広範囲に認められる。漏水の影響により鉄筋腐食の進行性は高くなると考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望
ましい。

39.088270度 141.145570度

養ヶ森橋 ﾖｳﾉﾞﾓﾘﾊﾞｼ 胆沢 道場下沢田線 1960 19.7 10.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.07750度 141.09306度

明神橋 ﾐﾖｳｼﾞﾝﾊﾞｼ 胆沢 明神川原北台線 1975 169 6.5 Ⅱ
上部構造は床版に遊離石灰を伴う2方向の床版ひびわれ、下部構造は土砂堆積及び植生が見られる。状況に応じた対応でよい。支承部の腐食は止水性の確保と共に補修が望
ましい。

39.134870度 141.034159度

大畑橋 ｵｵﾊﾞﾀｹﾊﾞｼ 胆沢 宇南田上中谷地線 1992 21.6 7 Ⅱ 床版に遊離石灰が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.09414度 141.09873度

鞍骨橋 ｸﾗﾎﾞﾈﾊｼ 胆沢 道場外浦線 2001 18.9 11.5 Ⅰ 舗装面(車道部)に段差が認められ、道路利用者の安全性の低下が懸念されるため、維持工事で対応することが望ましい。 39.082390度 141.079730度

下赤堰橋 ｼﾓｱｶｾﾞｷﾊﾞｼ 胆沢 下大畑平前四ツ屋線 1983 20 7 Ⅰ 上部構造、下部構造、上下部接続部は大きな損傷は見られないため、何らかの変状が生じる可能性は低い。 39.089166度 141.059722度

赤堰橋 ｱｶｾﾞｷﾊﾞｼ 胆沢 南大谷地二ノ台線 2001 16 8.3 Ⅱ
車道部舗装面に亀甲状のひびわれやポットホールが認められる。またA１橋台背面パラペット前面に40㎜の段差が認められることから予防保全の観点から措置を講ずることが望
ましい。

39.092610度 141.055660度

上鹿合橋 ｶﾐｼｼｱﾜｾﾊﾞｼ 胆沢 上愛宕北中沢線 1970 91 3.5 Ⅱ
上部構造は鋼部材に腐食・防食機能の劣化が見られる。下部構造は橋脚にひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いと判断されるため経過観察でよい。支承
部の腐食は補修が望ましい。

39.125555度 140.970555度

狼ヶ志田橋 ｵｴｶﾞｼﾀﾞﾊﾞｼ 胆沢 森小新田線 1961 18 5.7 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.08639度 141.06389度

後鞍骨２号橋 ｳｼﾛｸﾗﾎﾞﾈﾆｺﾞｳｷﾖｳ 胆沢 八幡堂下鞍骨線 1959 21 2.2 Ⅲ
主桁にひびわれ、鉄筋露出、うきが見られる。橋脚にはひびわれ、鉄筋の露出が見られる。主桁は鉄筋露出が見られ耐荷力、耐震性が低下していると推定される。よって、致命的
な状態になる可能性が高いと考えられる。

39.080833度 141.081388度

下狼ヶ志田２号橋 ｼﾓｵｴｶﾞｼﾀﾞﾆｺﾞｳｷﾖｳ 胆沢 上恩俗中嶋線 1959 17 3.2 Ⅱ 上部構造、下部構造、上下部接続部は大きな損傷はないため、何らかの変状が生じる可能性は低いと推定される。 39.084444度 141.073055度

市野々橋 ｲﾁﾉﾉﾊｼ 胆沢 市野々迎市野々線 1973 80 4 Ⅱ
上部構造は鋼部材に腐食・防食機能の劣が見られる。下部構造は橋脚に幅0.6mmのひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いと見られるため、経過観察でよ
い。支承部の腐食は状況に応じ補修が望ましい。

39.118055度 140.946111度

大橋１号橋 ｵｵﾊｼｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 胆沢 佐布大橋線 1961 17.9 2 Ⅰ
上部構造、上下部接続部は大きな損傷はないため、何らかの変状が生じる可能性は低いと推定される。下部構造橋脚柱部のひびわれは、軽微ではあるが、何らかの変状に進展
すると推定される。

39.078611度 141.086666度

大歩橋 ｵｵｱｺﾞﾊﾞｼ 胆沢 堰袋大歩線 1976 84 4.5 Ⅲ 主桁の肉厚減少を伴う腐食は構造安全性の観点から早期の措置が必要である。 39.130000度 141.006111度

北赤堰１号橋 ｷﾀｱｶｾﾞｷｲﾁｺﾞｳｷﾖｳ 胆沢 岩洞沢北赤堰線 1962 16 3 Ⅱ
主桁に橋軸方向のひびわれ、遊離石灰、うきが見られる。疲労によるものと考えられるが部分的なため、致命的な状態となる可能性は低いものの何らかの変状が生じる可能性が
ある。

39.093333度 141.051944度

朴ノ木沢橋 ﾎｳﾉｷｻﾞﾜﾊﾞｼ 胆沢 上中沢萩屋敷線 1992 15 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.10472度 141.04306度

鹿合橋 ｼｼｱﾜｾﾊﾞｼ 胆沢 下鹿合愛宕線 1966 84 4.5 Ⅱ
P２橋脚梁部に遊離石灰(錆汁)を伴うひびわれが認められる。またＡ２橋台胸壁に鉄筋膨張による断面欠損が確認された。水の供給によりコンクリート部材劣化の進行性が高まる
ため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.129280度 140.985420度

白鳥大橋 ｼﾛﾄﾘｵｵﾊｼ 胆沢 二ノ台長根大袋線 1998 125 8 Ⅰ 橋道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.06851度 141.05184度

大橋橋 ｵｵﾊｼﾊｼ 胆沢 小山田中外浦１号線 2001 16 6 Ⅱ
Ａ２橋台竪壁中央に鉛直方向のひびわれが認められる。また舗装面に亀甲状のひびわれ及び間詰床版部からの遊離石灰の析出が見られることから、床版上面の劣化が懸念さ
れるため予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.079180度 141.085120度

中嶋橋 ﾅｶｼﾞﾏﾊﾞｼ 胆沢 上恩俗中嶋線 2001 16.4 7 Ⅱ Ａ１及びＡ２橋台竪壁に鉛直方向のひびわれが認められる。幅が比較的広く、広範囲に発生していることから予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.075890度 141.097830度

大沢橋 ｵｵｻﾜﾊｼ 胆沢 尿前槻木平線 2001 60 9 Ⅱ 橋台竪壁にひびわれが見られるが、橋梁安全性への影響は低く、経過観察でよい。 39.075277度 140.861666度

小白沢橋 ｺｼﾛｻﾜﾊｼ 胆沢 尿前槻木平線 2000 38 9 Ⅲ 支承部の劣化、変形等は構造安全性に影響する損傷であり早期の措置が必要である。 39.072500度 140.863055度

西前川橋 ﾆｼﾏｴｶﾜﾊｼ 胆沢 尿前槻木平線 1999 100 9 Ⅱ スラブドレーンからの漏水は今後も続くと見られることから、導水パイプが必要である。 39.053333度 140.854444度

2/16



道路橋名 ﾌﾘｶﾞﾅ 所在 路線名
架設
年度
西暦

橋長
(m)

有効
幅員
(m)

R6 所見等 緯度 経度

令和７年３月末現在

小アキトリ沢橋 ｺｱｷﾄﾘｻﾜﾊｼ 胆沢 尿前槻木平線 1999 94 9 Ⅰ 上部構造は床版に遊離石灰を伴うひびわれ、下部構造は幅0.2mmのひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられるため、経過観察でよい。 39.045277度 140.852500度

佐布橋 ｻｿｳﾊｼ 胆沢 小山田中外浦２号線 2002 16 6 Ⅱ
床版の打継目に遊離石灰の析出が認められる。また舗装面に亀甲状のひびわれが見られることから、床版上面の劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずること
が望ましい。

39.078830度 141.089320度

狐森橋 ｷﾂﾈﾓﾘﾊｼ 胆沢 長根竹地子線 2002 16 5 Ⅰ 舗装面路肩に土砂堆積が認められ、排水不良の起因となるため維持工事にて対応することが望ましい。 39.083470度 141.075990度

関袋橋 ｾｷﾌﾞｸﾛﾊﾞｼ 衣川 古戸大森２号線 1962 50 5.6 Ⅰ 上部構造は主桁に遊離石灰の析出、下部構造は竪壁に幅0.75mmのひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから経過観察とする。 39.040277度 141.057222度

冨沢橋 ﾄﾐｻﾞﾜﾊﾞｼ 衣川 古戸大森２号線 2002 60 7 Ⅰ 上部構造は主桁に遊離石灰の析出、下部構造は橋脚にひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いとみられることから経過観察とする。 39.042777度 141.050277度

豊巻橋 ﾄﾖﾏｷﾊﾞｼ 衣川 大西岩ノ上線 1996 103 9.6 Ⅱ 上部構造は主桁に遊離石灰を伴うひびわれ、下部構造は橋脚に幅0.25mmのひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから経過観察とする。 39.030833度 141.069444度

西窪橋 ﾆｼｸﾎﾞﾊﾞｼ 衣川 西部横断１号線 1971 25 6.1 Ⅱ
橋梁全体にコンクリート部材の劣化が見られる。進行により構造安全性に影響することため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。伸縮装置の部材交換、防水層の
設置等を行う必要がある。

39.078055度 141.001944度

川西橋 ｶﾜﾆｼﾊﾞｼ 衣川 徳沢噌味２号線 1996 150 9.3 Ⅱ 上部構造は床版に遊離石灰の析出、下部構造は橋台にひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いとみられることから経過観察とする。 39.016666度 141.089722度

南股橋 ﾐﾅﾐﾏﾀﾊﾞｼ 衣川 川内噌味線 1978 74 5.5 Ⅱ 主桁の鉄筋露出は構造安全性に影響する損傷であり、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.010000度 141.026388度

増沢向橋 ﾏｽｻﾞﾜﾑｶｲﾊﾞｼ 衣川 増沢向線 1968 35 3 Ⅱ 肉厚減少を伴う主桁の腐食は構造安全性に影響する損傷であり、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.095000度 140.958333度

土屋橋 ﾂﾁﾔﾊﾞｼ 衣川 土屋線 1957 81 6.5 Ⅰ 上部構造は床版にひびわれ、下部構造は橋台に遊離石灰を伴うひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから経過観察でよい。 39.025000度 141.075833度

天土橋 ｱﾏﾂﾁﾊﾞｼ 衣川 天土線 1954 36 2.7 Ⅳ
橋台が洗堀されており、地震・豪雨・出水により致命的な変状が生じる可能が非常に高い。
早期に対応する必要がある。

39.020833度 141.039166度

苗代沢橋 ﾅﾜｼﾛｻﾞﾜﾊﾞｼ 衣川 苗代沢線 1985 41 5 Ⅱ 上部構造は横桁の遊離石灰、下部構造は橋台のひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いと見られ、経過観察でよい。 39.072500度 141.011944度

長袋橋 ﾅｶﾞﾌｸﾛﾊﾞｼ 衣川 長袋線 1992 26 7.7 Ⅱ 主桁に局部的な欠損及び錆汁が認められる。腐食の進展によりコンクリート部材の損傷原因となり得るため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.080080度 141.000080度

北沢橋 ｷﾀｻﾞﾜﾊﾞｼ 衣川 北沢線 1956 48 4.6 Ⅱ
上部構造は主桁に錆汁の析出、床版に鉄筋露出が見られる。下部構造は橋脚に基礎の露出が見られた。いずれも構造安全性に影響する損傷であり、予防保全の観点から措置
を講ずることが望ましい。

39.030000度 141.044444度

増沢橋 ﾏｽｻﾞﾜﾊﾞｼ 衣川 増沢高堂線 1959 38 3.6 Ⅲ 主桁の鉄筋露出は構造安全性に影響する損傷であり、早期の措置が必要である。 39.101388度 140.957222度

桑畑橋 ｸﾜﾊﾀﾊﾞｼ 衣川 桑畑線 1986 50 5.2 Ⅱ
上部構造は主桁に鉄筋露出、下部構造はA1カルバート部に床版ひびわれが見られた。カルバート部の床版ひびわれは進行性が見られるため、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい。

39.068055度 141.025555度

夏梨橋 ﾅﾂﾅｼﾊﾞｼ 衣川 夏梨１号線 1996 46 5 Ⅰ 舗装面に段差が認められる。道路利用者の安全性の観点から、維持工事にて対応することが望ましい。 39.025750度 141.046780度

月山橋 ｶﾞﾂｻﾝﾊﾞｼ 衣川 月山線 1975 61 5 Ⅱ
上部構造は床版に鉄筋露出、下部構造は橋台胸壁にひびわれが見られる。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから経過観察でよい。沓座モルタル下部空洞化
については処置が望ましい。

39.009166度 141.088611度

徳沢橋 ﾄｸｻﾜﾊﾞｼ 衣川 徳沢噌味１号線 1983 18 5.5 Ⅰ 上部構造、下部構造、上下部接続部に大きな損傷は見られない。道路橋の機能に支障が生じていない状態である。 39.028333度 141.103888度

青ヶ沢橋 ｱｵｶﾞｻﾜﾊﾞｼ 衣川 夏梨１号線 1978 45 5 Ⅱ 主構[脚]のボルトの脱落は構造安全性の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.021666度 141.043055度

澱河橋 ﾃﾞﾝｶﾞﾊﾞｼ 衣川 澱河線 1975 42 5 Ⅱ 上部構造は床版に遊離石灰の析出、下部構造は橋台にうきが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられるため、経過観察でよい。 39.058888度 141.034722度

辰巳沢橋 ﾀﾂﾐｻﾞﾞﾜﾊﾞｼ 衣川 中屋敷大森線 1996 66 5 Ⅱ 上部構造は主桁に漏水、下部構造は橋台竪壁に幅0.4mmのひびわれが見られた。。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから、経過観察でよい。 39.065277度 141.011944度

楢原橋 ﾅﾗﾊﾗﾊﾞｼ 衣川 楢原野崎線 1964 25 3.6 Ⅲ
上部構造、下部構造ともに軽微なひびわれ、欠損、遊離石灰が見られる。上下部接続部に支承の機能障害（傾斜、ズレ、離れ）が見られ、耐震性が低下していると推定される。
よって、致命的な状態になる可能性が高いと考えられる。

39.000555度 140.987222度

小成沢新橋 ｺﾅﾘｻﾞﾜｼﾝﾊﾞｼ 衣川 月山線 1975 15 6 Ⅱ 頂版支間中央部にひびわれが認められる。また舗装面に劣化が確認されることから、床版上面の劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.011110度 141.087330度

上島橋 ｶﾐｼﾞﾏﾊﾞｼ 水沢 台町阿久戸上島線 1968 50 4.2 Ⅲ 支承部の沈下は構造安全性に影響するため、早期の措置が必要である。 39.111111度 141.087222度

鹿野坂橋 ｶﾉｻｶﾊﾞｼ 水沢 門下熊ヶ坂線 1971 21 4 Ⅰ
上部構造は床版に幅0.15mmのひびわれ、下部構造は橋台竪壁に幅0.2mmのひびわれが見られた。。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから、経過観察が望ま
しい。

39.121111度 141.206111度

おとめばし ｵﾄﾒﾊﾞｼ 水沢 中町多賀線 1973 20.2 12 Ⅱ 主桁にひびわれ、床版に遊離石灰、排水管に土砂詰まりが見られる。 39.14500度 141.145555度

長面橋 ﾅｶﾞｵﾓﾃﾊﾞｼ 水沢 寺ノ西谷地田線 1963 15 4 Ⅱ 橋脚柱部に鉄筋露出が見られ、致命的な状態となる可能性は低いものの、何らかの変状が生じる可能性がある。 39.113611度 141.164722度

上野４号橋 ｳﾜﾉﾖﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 水沢 天神林山居線 1959 15 3.9 Ⅱ 上部構造は主桁に鉄筋露出、ひびわれが見られる。下部構造は橋脚柱部にひびわれ、梁部に漏水が見られる。ひびわれ幅が大きく、致命的な状態になる可能性がある。 39.096111度 141.174444度

向田橋 ﾑｶｲﾀﾞﾊﾞｼ 水沢 門下向田線 1999 32 5 Ⅱ
主桁端部に緩やかな斜めひびわれ及びうきが認められる。主桁上方は雨水や凍結防止剤等の影響で発生しやすい環境にあり、湿気がこもりがちであるため進行性は高いと考え
られ、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.120940度 141.211510度

一本木大橋 ｲﾂﾎﾟﾝｷﾞｵｵﾊｼ 水沢 卸町石田線 1977 24.4 7.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.16111度 141.11166度

造道橋 ﾂｸﾘﾐﾁﾊﾞｼ 水沢 卸町石田線 1975 21.7 7.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.15250度 141.11333度

姉体南橋 ｱﾈﾀｲﾐﾅﾐﾊﾞｼ 水沢 吹張土手前線 1966 101 3.4 Ⅲ 橋脚の基礎洗堀は構造安全性に影響する損傷であり早期の措置が必要である。 39.084444度 141.180000度

塔の本橋 ﾄｳﾉﾓﾄﾊﾞｼ 水沢 瀬台野高根線 1970 16 6.5 Ⅱ 間詰め床版に遊離石灰が見られる。 39.09111度 141.15833度

山の神橋 ﾔﾏﾉｶﾐﾊﾞｼ 水沢 洗田水無沢線 1985 20 5 Ⅱ 主桁下面及び下流側地覆側面に鉄筋露出が認められる。雨水の影響を受けやすく鉄筋腐食が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.134660度 141.203110度

十文字橋 ｼﾞﾕｳﾓﾝｼﾞﾊﾞｼ 水沢 和田黒田助線 1997 21 16.5 Ⅰ 上部構造は床版に剥離、下部構造は橋台にひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いとみられることから経過観察とする。 39.135000度 141.196111度

鶴城橋 ﾂﾙｷﾞﾊﾞｼ 水沢 鶴城２号線 1982 16 2.3 Ⅱ
主桁端部に板厚減少を伴う腐食が認められる。またA1橋台背面から土砂流出が確認され、雨水等の影響により木材劣化の進行性が高まるため、予防保全の観点から措置を講
ずることが望ましい。

39.090460度 141.191570度

憂野橋 ｳﾚｲﾉﾊﾞｼ 水沢 長根山内２号線 1977 16 5.2 Ⅱ
G1及びG6主桁と水切り部との境目に定着プレート下端が確認され、Ａ２橋台胸壁に剥離･鉄筋露出が広範囲に認められる。またアンカー保護管の腐食に伴い、今後アンカーバー
の腐食に繋がる可能性が考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.086910度 141.198440度

弥生橋 ﾔﾖｲﾊﾞｼ 水沢 十文字秋成線 1988 16.1 25 Ⅰ A2橋台竪壁にひびわれ、支承部本体に亀裂、排水管に腐食、変形・欠損が見られる。 39.14556度 141.1550度

嶋舘１号橋 ｼﾏﾀﾞﾃｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 水沢 嶋舘梨田川線 1988 15 6.5 Ⅱ
Ａ１及びＡ２橋台にひびわれが認められる。伸縮装置周辺及び舗装面にひびわれが多数確認され、輪荷重の影響により進行性が高まる可能性が考えられるため、予防保全の観
点から措置を講ずることが望ましい。

39.153560度 141.152480度

五反町１号橋 ｺﾞﾀﾝﾏﾁｲﾁｺﾞｳﾊｼ 水沢 鐙田多賀線 1989 15.2 15.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.15222度 141.148333度

慶徳橋 ｹｲﾄｸﾊﾞｼ 水沢 川原田東広町線 1992 29 20 Ⅰ 上部構造、下部構造、上下部接続部は大きな損傷はないため、何らかの変状が生じる可能性は低いと推定される。 39.144444度 141.151111度

中の橋 ﾅｶﾉﾊﾞｼ 水沢 洗田水無沢１号線 1987 21 5 Ⅱ
主桁に局部的な鉄筋露出及び錆汁が認められる。また間詰床版部に遊離石灰の析出が確認された。舗装面にひびわれが発生していることから、床版上面の劣化が懸念されるた
め予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.135510度 141.198690度

常盤橋 ﾄｷﾜﾊﾞｼ 水沢 十文字秋成線 1994 15.3 12.4 Ⅱ A1,A2橋台竪壁にひびわれ、舗装に路面の凹凸が見られる。 39.15389度 141.15361度

富田橋 ﾄﾐﾀﾊﾞｼ 水沢 光大寺膳性線 1995 19 2.9 Ⅱ 間詰床版部に遊離石灰の析出が認められる。舗装面にひびわれが発生していることから、床版上面の劣化が懸念されるため予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.174920度 141.120280度

川渕２号橋 ｶﾜﾌﾞﾁﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 水沢 東バイパス側道６号線 2001 16 4 Ⅰ 舗装面に局部的な段差が認められる。道路利用者の安全性の低下が懸念されるため、維持工事で対応することが望ましい。 39.145940度 141.162980度

広野橋 ﾋﾛﾉﾊﾞｼ 江刺 広野新地野線 2006 16 5.1 Ⅰ 舗装面に局部的な段差が認められる。道路利用者の安全性の低下が懸念されるため、維持工事で対応することが望ましい。 39.260850度 141.252650度

舟場橋 ﾌﾅﾊﾞﾊﾞｼ 衣川 桑畑線 1993 61.3 5 Ⅱ
上部構造は床版に遊離石灰の析出、下部構造に幅1.5mmのひびわれが見られる。損傷は局部的であり、いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから経過観察でよ
い。

39.070555度 141.016666度

下河内橋 ｼﾓｶﾜｳﾁﾊﾞｼ 衣川 夏梨２号線 1995 38 5 Ⅱ 上部構造は主桁に幅0.35mmのひびわれ、下部構造は竪壁に剥離が見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いと考えられることから、経過観察が望ましい。 39.014166度 141.034722度

羽衣橋 ﾊｺﾞﾛﾓﾊﾞｼ 衣川 長袋線 1995 30 5.6 Ⅱ 主桁に遊離石灰を伴うひびわれ、剥離・うきが見られた。損傷の進行により構造安全性への影響が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.082500度 140.991944度

金龍橋 ｷﾝﾘｭｳﾊﾞｼ 衣川 十一ケ銘滝の沢線 1997 183 8 Ⅰ 橋道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.05075度 141.04192度

本巻橋 ﾓﾄﾏｷﾊﾞｼ 衣川 十一ケ銘滝の沢線 2002 105 8 Ⅰ 橋道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.01891度 141.02318度

河内橋 ｶﾜｳﾁﾊﾞｼ 衣川 十一ケ銘滝の沢線 2000 140 8 Ⅱ 上部構造は床版に遊離石灰の析出、下部構造は漏水が見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いとみられることから経過観察とする。 39.010833度 141.027777度

重任橋 ｼｹﾞﾄｳﾊﾞｼ 衣川 平六道線 1999 104 7 Ⅰ 上部構造は床版に幅0.2mmのひびわれ、下部構造は橋台に幅0.5mmのひびわれが見られる。いずれも橋梁安全性への影響は低いと見られ、経過観察でよい。 39.027500度 141.073055度

中屋敷橋 ﾅｶﾔｼｷﾊｼ 江刺 中屋敷線 2008 18.4 5 Ⅰ 舗装面に段差及び路肩に土砂堆積が認められる。橋面排水が適切に行われず、道路利用者の安全性の低下が懸念されるため、維持工事にて対応することが望ましい。 39.207750度 141.349610度

落合橋 ｵﾁｱｲﾊｼ 江刺 松舘線 2011 18.3 5 Ⅱ 主桁下面に鉄筋露出が認められる。水の供給により内部鉄筋が発錆しコンクリート部材の劣化の進展が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.257050度 141.192170度

桝形橋 ﾏｽｶﾞﾀﾊﾞｼ 衣川 陣場線 1977 66 6 Ⅱ
主桁に補修材のうき（補修・補強材の損傷）、P2橋脚に軽微なひびわれ、防護柵内側に剥離が確認された。道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から断面修
復工、ひびわれ補修工などの措置を講ずることが望ましい。

39.019167度 141.103333度

日向橋 ﾋﾅﾀﾊﾞｼ 衣川 陣場線 1989 16 9.8 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.02436度 141.09674度

十一ヶ銘橋 ｼﾞｭｳｲｯｶﾒｲﾊﾞｼ 衣川 長根外ノ沢線 1999 67.6 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.06293度 141.04940度

板谷橋 ｲﾀﾔﾊﾞｼ 水沢 板谷線 1977 60 12.1 Ⅱ 橋面から雨水等が侵入し、主版下面にｴﾌﾛﾚｯｾﾝｽ（白華・柱状）を確認。支承の腐食も激しく、早期に措置を講ずべき状態。 39.134444度 141.119722度

見分森橋 ﾐﾜｹﾓﾘﾊﾞｼ 水沢 見分森線 1976 65 12 Ⅱ 道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態。橋面から雨水等が侵入しており、支承の腐食も激しい。 39.124444度 141.118611度

折居舘橋 ｵﾘｲﾀﾞﾃﾊﾞｼ 水沢 折居舘線 1976 63 8.4 Ⅱ
上部、下部構造のひびわれ及び上下部接続部の変状等も機能性、耐荷性の影響は少ないと考えられるものの、何らかの変状は生じるが、致命的な状態になる可能性は低くいと
思われる。予防保全の観点から補修することが望ましい。

39.106666度 141.119166度

宮沢橋 ﾐﾔｻﾞﾜﾊﾞｼ 水沢 宮沢本線 1976 63 7.5 Ⅱ
下部構造のひびわれ及び上下部接続部の変状等も機能性、耐荷性の影響は少ないと考えられるものの、何らかの変状は生じるが、致命的な状態になる可能性は低くいと思われ
る。予防保全の観点から補修することが望ましい。

39.100555度 141.116666度

多賀大橋 ﾀｶﾞｵｵﾊｼ 水沢 鐙田多賀線 1990 199 16 Ⅱ 床版に遊離石灰が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.15214度 141.14540度

真城大橋 ｼﾝｼﾞｮｳｵｵﾊｼ 水沢 山居折居町線 2004 229.7 12.5 Ⅲ 落橋防止システムに鉄筋露出が見られる。早期に措置を講ずるべき状態。 39.09886度 141.14424度

下大森橋 ｼﾓｵｵﾓﾘﾊﾞｼ 衣川 古戸大森２号線 1965 8.1 3.8 Ⅱ 橋台竪壁に漏水・遊離石灰を伴う水平方向のひびわれが見られる。錆汁が見られることから、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.046944度 141.017222度

上大森橋 ｶﾐｵｵﾓﾘﾊﾞｼ 衣川 古戸大森２号線 不明 13.6 15 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.046667度 141.015000度

かけはし ｶｹﾊｼ 衣川 陣場線 1974 5.5 10.1 Ⅱ 床版に剥離・鉄筋露出が見られる。予防保全の観点から、措置を講ずることが望ましい。 39.017169度 141.108778度

馬懸橋 ｳﾏｶﾞｹﾊﾞｼ 衣川 十一ケ銘線 不明 3.5 3.9 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.04674度 141.05481度

噌味橋 ｿｳﾐﾊﾞｼ 衣川 噌味東線 不明 4 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 38.99601度 141.02249度

滝ノ沢２号橋 ﾀｷﾉｻﾜﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 衣川 徳沢噌味２号線 1990 2.3 5.7 Ⅱ
頂版及びＡ１側壁に幅5.0㎜程度のひびわれが認められる。また1スパン(中央)の移動・傾斜が確認された。輪荷重のかからない箇所にひびわれが発生しているが、幅が広いこと
から予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.007330度 141.055060度

小成沢橋 ｺﾅﾘｻﾜﾊﾞｼ 衣川 山口線 2022 12.2 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.01154度 141.08725度
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安寺沢橋 ｱﾃﾗｻﾜﾊﾞｼ 衣川 山口線 不明 14.3 4 Ⅱ 頂版に凍害が原因と思われる剥離・鉄筋露出が見られる。進行は見られないが、損傷が進行する前に補修することが望ましい。 39.005000度 141.086944度

上川原橋 ｶﾐｶﾜﾗﾊﾞｼ 江刺 久保枝線 1974 14.5 3.6 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。部分的に錆汁の析出がみられる。予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.16089度 141.32752度

根津葉橋 ﾈﾂﾊﾞﾊﾞｼ 江刺 火石線 1980 14.5 6.5 Ⅲ 橋座から竪壁にかけて著しいコンクリート欠損、腐食した鉄筋露出がみられる。劣化の進展もみられ、早期の対策を講じるのが望ましい。 39.19092度 141.34981度

浅井橋 ｱｻｲﾊｼ 江刺 藤里口内線 1976 8.3 7 Ⅱ 間詰床版に遊離石灰の析出及び欠損が認められる。舗装の劣化も認められることから予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.192920度 141.245530度

六百刈田橋 ﾛｯﾋﾟｬｸｶﾞﾘﾀﾊｼ 江刺 藤里口内線 1977 10.4 7.1 Ⅱ
主桁に剥離･鉄筋露出が多数認められ、一部ではPC鋼線の露出が確認された。防水工の未設置により、間詰床版に遊離石灰の析出が広範囲に認められ、構造機能に支障が生
じる可能性があるため、早期に措置を行うことが望ましい。

39.212950度 141.242780度

青篠橋 ｱｵｻﾞｻﾊｼ 江刺 藤里口内線 不明 5.3 10.5 Ⅱ
車道部及び歩道部舗装面に橋軸方向ひびわれが認められる。桁間・間詰床版に漏水・滞水が認められることからコンクリート部材劣化の原因となり得るため、予防保全の観点か
ら措置を講ずることが望ましい。

39.229240度 141.244550度

谷地田橋 ﾔﾁﾀﾊｼ 江刺 藤里口内線 1977 6.3 7.6 Ⅰ 舗装面路肩に土砂堆積が認められる。橋面排水が適切に行われず、大きな滞水が生じ、道路利用者の安全性の低下が懸念されるため維持工事で対応することが望ましい。 39.245440度 141.240680度

川島橋 ｶﾜｼﾏﾊﾞｼ 江刺 石山川島線 1952 9.4 3 Ⅱ 桁間の間詰部に錆汁を伴った遊離石灰が析出している。前回点検からの進展が見られ、予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい状態である。 39.15263度 141.17202度

長倉前橋 ﾅｶﾞｸﾗﾏｴﾊｼ 江刺 白岩第２線 1973 5.3 6.5 Ⅱ
A2橋台竪壁に伸縮装置からの漏水が要因と思われる、漏水・滞水が見られる。漏水の影響により損傷の進行性は高いと考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずること
が望ましい。

39.216388度 141.274166度

宝禄排水路３号橋 ﾎｳﾛｸﾊｲｽｲﾛ3ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 百連寺皀角線 1974 6 4.2 Ⅲ A1、A2橋台竪壁に変形・欠損が見られる。 39.19638度 141.15582度

中島排水路３号橋 ﾅｶｼﾞﾏﾊｲｽｲﾛ3ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 百連寺皀角線 1979 6.3 5 Ⅲ 床版の後打ち部（隅切り部下部）に鉄筋露出がみられる。前回点検からの進展も見られ、輪荷重のかかる位置でもあるため、早期の対策が望ましい状態。 39.19711度 141.14594度

餅田堰用水路５号橋 ﾓﾁﾀｾｷﾖｳｽｲﾛ5ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 田中落合酉丸線 1972 2.2 4 Ⅱ
頂版の目地部に漏水・滞水及び目地材の欠損が認められる。目地部からの漏水は継続的で、コンクリート部材劣化の進行を高めるため、予防保全の観点から措置を講ずることが
望ましい。

39.175030度 141.192190度

鍋倉排水路２号橋 ﾅﾍﾞｸﾗﾊｲｽｲﾛ2ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 田中落合酉丸線 1998 8.1 5.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない状態。 39.17472度 141.18861度

鍋倉排水路６号橋 ﾅﾍﾞｸﾗﾊｲｽｲﾛ6ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 力石御免線 1980 7.3 6.5 Ⅱ 竪壁及び支承本体に漏水・滞水、舗装にひびわれがみられる。漏水による損傷範囲が広いことから、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.163055度 141.187777度

餅田堰用水路２号橋 ﾓﾁﾀｾｷﾖｳｽｲﾛ2ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 力石御免線 1967 2.9 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.160833度 141.196388度

町浦排水路６号橋 ﾏﾁｳﾗﾊｲｽｲﾛ6ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 金華山百連寺駒込線 1952 2.7 4 Ⅱ
頂版に剥離･鉄筋露出が認められる。また、路面に亀甲状のひびわれが発生していることから、頂版上面の劣化が懸念されるため予防保全の観点から措置を講ずることが望まし
い。

39.189200度 141.174380度

八日市排水路５号橋 ﾖｳｶｲﾁﾊｲｽｲﾛ5ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 金華山百連寺駒込線 1978 2.7 4 Ⅱ 上・下流側側面に鉄筋露出が認められる。また路面にひびわれ及び段差が見られることから予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.189840度 141.171090度

宝禄排水路２号橋 ﾎｳﾛｸﾊｲｽｲﾛ2ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 金華山百連寺駒込線 1974 6.05 6.5 Ⅱ 張出床版の端部に鉄筋露出がみられる。付近に伸縮装置からの漏水が見られ、劣化が進展しやすい。予防保全の観点から対策が望ましい状態である。 39.19451度 141.15656度

二本木用水路４号橋 ﾆﾎﾝｷﾞﾖｳｽｲﾛ4ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 八日市馬場先西下川原線 1979 3.4 8.2 Ⅲ
主桁全体的に広がりのある腐食が認められる。また橋台竪壁に鉛直方向のひびわれ及び剥離、うきが確認された。ひびわれ幅が広く、構造の機能に支障が生じる可能性があり、
早期に措置を講ずべき状態である。

39.188280度 141.163660度

二本木用水路３号橋 ﾆﾎﾝｷﾞﾖｳｽｲﾛ3ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 八日市馬場先西下川原線 1979 4.2 5.6 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出、A1,A2橋台竪壁に欠損、舗装に土砂詰まりが見られる。 39.18678度 141.16082度

二本木用水路２号橋 ﾆﾎﾝｷﾞﾖｳｽｲﾛ2ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 八日市馬場先西下川原線 1952 2.2 4.5 Ⅱ
側壁継目部に剥離が認められる。本溝橋は渇水期以外は水位が高く水に浸かっている状態である。常に水の供給があることからコンクリート部材の劣化が高まり耐荷力の低下
が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.180750度 141.154890度

苗代沢川１号橋 ﾅﾜｼﾛｻﾜｶﾜ1ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 原体線 1996 2.5 8.5 Ⅱ 頂版に0.3mm幅の一方向ひびわれが見られる。ひびわれ幅が広く、今後輪荷重による損傷の進行が懸念されるため、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.179444度 141.193055度

上戸橋 ｶﾐﾄﾊﾞｼ 江刺 桜木橋大通線 1993 6.9 7.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.180000度 141.158055度

八日市橋 ﾖｳｶｲﾁﾊﾞｼ 江刺 桜木橋大通線 1987 6.3 10.3 Ⅱ 橋台に伸縮装置からの漏水が要因と思われる遊離石灰が見られる。損傷範囲が広いため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.187222度 141.171111度

町浦排水路10号橋 ﾏﾁｳﾗﾊｲｽｲﾛ10ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 桜木橋大通線 1919 2.9 7.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.188888度 141.174166度

竹洞橋 ﾀｹﾎﾗﾊｼ 江刺 竹洞浅倉線 1980 12 4.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.19131度 141.23327度

穴沢橋 ｱﾅｻﾞﾜﾊｼ 江刺 竹洞浅倉線 1979 5.3 5.6 Ⅱ 変状の進展性が見られることから、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましいと判断し、健全度「Ⅱ」と判定した。 39.19515度 141.24924度

前村橋 ﾏｴﾑﾗﾊｼ 江刺 竹洞浅倉線 1979 5.45 5.6 Ⅱ 床版コンクリートの内部に瀝青目地材（エラスタイト）が混入し、コンクリートが剥落している。予防保全の観点から対策が望ましい状態。 39.19246度 141.25441度

中堰橋 ﾅｶｾﾞｷﾊｼ 江刺 玉里藤里線 1980 2.9 6 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出、舗装に土砂詰まりが見られる。 39.22672度 141.25463度

下中島橋 ｼﾓﾅｶｼﾞﾏﾊｼ 江刺 人首街道線 1980 3.6 6 Ⅱ
頂版に局部的な剥離・鉄筋露出が認められる。また舗装面に亀甲状のひびわれが認められることから頂版上面の劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずること
が望ましい。

39.216180度 141.216080度

信行寺橋 ｼﾝｷﾞｮｳｼﾞﾊｼ 江刺 人首街道線 1982 5.5 7.1 Ⅱ 桁橋部の床版に遊離石灰を伴ったひびわれがみられる。新規変状も生じており、今後の劣化進展に注意が必要である。予防保全対策が望ましい。 39.21512度 141.22549度

箒坂橋 ﾎｳｷｻﾞｶﾊｼ 江刺 人首街道線 1972 12.2 3 Ⅱ 橋台竪壁の角部にコンクリート欠損が見られる。桁かかり長にも影響が生じる可能性があり、予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい状態。 39.21709度 141.27651度

宇南橋 ｳﾅﾝﾊｼ 江刺 菅生大谷地線 1980 3.2 5 Ⅱ
側壁に後埋めコンクリート部に鉄筋露出及びうき、局部的な遊離石灰の析出が認められる。漏水による鉄筋腐食の進行が懸念されるため予防保全の観点から措置を講ずること
が望ましい。

39.248830度 141.270970度

菅生橋 ｽｺﾞｳﾊｼ 江刺 菅生砂子沢線 1975 6.3 6.5 Ⅲ 桁間の間詰部の広範囲に遊離石灰、錆汁の析出が見られる。PC桁に影響を及ぼす可能性があるため、早期に措置を講じるべき状態。 39.24751度 141.26618度

樽和川第４号橋 ﾀﾙﾜｶﾜﾀﾞｲ4ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 宮田牛沢線 1983 4 7.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない状態。 39.23965度 141.20535度

樽和川第３号橋 ﾀﾙﾜｶﾜﾀﾞｲ3ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 宮田牛沢線 1983 4 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない状態。 39.23958度 141.20718度

樽和川第２号橋 ﾀﾙﾜｶﾜﾀﾞｲ2ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 宮田牛沢線 1983 4 6.9 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない状態。 39.23844度 141.21031度

樽和川第１号橋 ﾀﾙﾜｶﾜﾀﾞｲ1ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 宮田牛沢線 1983 4 8.2 Ⅱ A2橋台竪壁にひびわれ、舗装に土砂詰まりが見られる。 39.23751度 141.21052度

下谷地田橋 ｼﾓﾔﾁﾀﾊｼ 江刺 大尻鴨ケ崎線 1976 11 5.6 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。つらら状に進展している箇所もあるため、予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい状態。 39.24867度 141.22843度

宝禄排水路１号橋 ﾎｳﾛｸﾊｲｽｲﾛ1ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 関根百連寺樋渡線 不明 6 4.3 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出、A1橋台基礎部(パイルベント)に移動・傾斜が見られる。 39.19293度 141.15761度

江刺幹線用水路18号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ18ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 百連寺瀬谷子線 1975 6 3.9 Ⅱ 主桁、床版に腐食が見えられる。 39.218056度 141.13472度

江刺幹線用水路19号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ19ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 百連寺瀬谷子線 1975 3.5 2.6 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.22056度 141.13222度

宇津良橋 ｳﾂﾞﾗﾊﾞｼ 江刺 火石線 1976 7.3 7.5 Ⅱ 橋台の角部に凍害によるコンクリート欠損が見られる。構造上重要な箇所であり、予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい状態。 39.18663度 141.30388度

上根津葉橋 ｶﾐﾈﾂﾊﾞﾊﾞｼ 江刺 火石線 不明 2.3 6.5 Ⅱ
頂版の1スパンのみに幅0.05㎜程度のひびわれが認められる。ボックス全体が湿地状態であることから進行性は高いと考えられ、予防保全の観点から措置を講ずることが望まし
い。

39.190440度 141.347890度

小高橋 ｺﾀﾞｶﾊｼ 江刺 反町前広田線 1995 3.9 4.2 Ⅱ 頂版に局部的な鉄筋露出及び滞水が認められる。雨水の影響により腐食の進行が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.159330度 141.186270度

鍋倉排水路４号橋 ﾅﾍﾞｸﾗﾊｲｽｲﾛ4ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 反町前広田線 1996 5.5 7 Ⅱ 頂版に幅0.1㎜～0.2㎜程度のひびわれが認められる。漏水の影響は見られないが、ひびわれが広範囲に見られることから予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.166430度 141.190230度

餅田堰用水路６号橋 ﾓﾁﾀｾｷﾖｳｽｲﾛ6ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 餅田下惣田線 1996 3.2 17.7 Ⅰ 歩道路面に路面の凹凸及びひびわれが認められる。最大60㎜程度の段差があり、道路利用者の安全性の観点から維持工事にて対応することが望ましい。 39.179170度 141.190560度

栄町下水路４号橋 ｻｶｴﾁｮｳｹﾞｽｲﾛ4ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 餅田下惣田線 1999 2.3 16 Ⅰ 頂版に局部的な漏水･遊離石灰及び側壁に軽微な遊離石灰を伴うひびわれが認められる。軽微であり構造機能に支障が生じていない状態である。 39.178890度 141.188060度

八日市排水路７号橋 ﾖｳｶｲﾁﾊｲｽｲﾛ7ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 中町小境線 1978 3.2 16 Ⅱ 頂版に剝離・鉄筋露出、舗装に段差120㎜の路面の凹凸がみられる。予防保全の観点から速やかに補修等を行うことが望ましい。 39.192500度 141.171111度

町浦排水路４号橋 ﾏﾁｳﾗﾊｲｽｲﾛ4ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 八日市線 1952 2.9 5.4 Ⅰ 頂版に局部的な漏水・滞水、地覆に軽微なひびわれが認められるものの、道路橋の機能に支障が生じていない状態である。 39.186250度 141.175610度

八日市排水路４号橋 ﾖｳｶｲﾁﾊｲｽｲﾛ4ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 八日市線 1952 3.2 5.2 Ⅱ 頂版支間中央に広がりのあるひびわれが認められる。幅0.2㎜程度であるが輪荷重等により進行性が高くなると考えられるため予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.186360度 141.170900度

餅田堰用水路７号橋 ﾓﾁﾀｾｷﾖｳｽｲﾛ7ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 栄町横２号線 1971 2.2 3.7 Ⅱ
側面継目部に遊離石灰の析出が認められる。また翼壁に遊離石灰を伴うひびわれが発生している。雨水の影響を受けやすく、コンクリート部材劣化が懸念されるため予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい。

39.185920度 141.187630度

餅田堰用水路９号橋 ﾓﾁﾀｾｷﾖｳｽｲﾛ9ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 百ノ口住宅線 1971 2 4.8 Ⅱ
頂版に局部的な豆板が認められる。また舗装面に亀甲状のひびわれが広範囲に発生していることから、頂版上面の劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずるこ
とが望ましい。

39.185920度 141.187630度

江刺幹線用水路１号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ1ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 男石線 1978 4.6 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.19750度 141.17556度

江刺幹線用水路５号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ5ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 根岸線 1974 2.4 4.2 Ⅱ
頂版に局部的な剥離・鉄筋露出が認められる。また防護柵ビームの設置不良が認められ、免脱機能の低下が懸念されることから、道路利用者の安全性の観点から部材の取替え
等の補修を行うことが望ましい。

39.203930度 141.163910度

餅田堰用水路８号橋 ﾓﾁﾀｾｷﾖｳｽｲﾛ8ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 栄町支線５号線 1971 2.2 7 Ⅱ
頂版目地部から著しい漏水･遊離石灰が認められる。舗装面広範囲にひびわれが発生していることから、頂版上面の劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずるこ
とが望ましい。

39.186670度 141.186340度

餅田堰用水路４号橋 ﾓﾁﾀｾｷﾖｳｽｲﾛ4ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 餅田橋本線 1996 2.4 5 Ⅱ 頂版の目地部に漏水・滞水が認められる。目地部からの漏水は継続的で進行性が高いため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.172920度 141.192940度

鍋倉排水路３号橋 ﾅﾍﾞｸﾗﾊｲｽｲﾛ3ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 餅田橋本線 1998 8.1 5.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない状態。 39.17250度 141.18917度

苗代沢川２号橋 ﾅﾜｼﾛｻﾜｶﾜ2ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 旧原体線 不明 3.5 5.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない状態。 39.17944度 141.19250度

柳沢川２号橋 ﾔﾅｷﾞｻﾜｶﾞﾜ2ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 前田町雲南田線 1960 2.2 7 Ⅱ 頂版の目地部に漏水・遊離石灰が認められる。目地部からの漏水は継続的で進行性が高いため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.211390度 141.195310度

苗代沢川４号橋 ﾅﾜｼﾛｻﾞﾜｶﾞﾜ4ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 苗代沢南循環線 1967 3.1 5.5 Ⅱ 頂版及び側壁目地周辺に剥離が認められる。漏水の影響によりコンクリート部材劣化の進行性が高まるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.184940度 141.201440度

江刺幹線用水路４号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ4ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 地蔵尊根岸線 1977 2.7 4.3 Ⅱ
頂版に剥離･鉄筋露出及び漏水・滞水が認められる。漏水の影響によりコンクリート部材劣化の進行性は高くなると考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ま
しい。

39.202090度 141.165380度

鍋倉排水路１号橋 ﾅﾍﾞｸﾗﾊｲｽｲﾛ1ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 中堰田中線 不明 2.7 5.3 Ⅱ
頂版(拡幅打継ぎ目)に剥離及びうきが広範囲に認められる。目地部からの漏水は継続的で進行性が高く、コンクリート部材劣化の進行を抑制するため、予防保全の観点から措置
を講ずることが望ましい。

39.177860度 141.189860度

柳沢川１号橋 ﾔﾅｷﾞｻﾜｶﾜ1ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 中野中央線 1960 3 6.8 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出が見られる。 39.20714度 141.19697度

町浦排水路５号橋 ﾏﾁｳﾗﾊｲｽｲﾛ5ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 八日町団地北線 1970 4.2 8.5 Ⅱ 主桁に鉄筋露出、舗装に異常が見られる。 39.18778度 141.17503度

江刺幹線用水路３号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ3ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 川原崎線 1978 2.5 3 Ⅱ
頂版に遊離石灰を伴うひびわれ及び目地材の欠損が認められる。漏水の影響によりコンクリート部材の劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望まし
い。

39.203120度 141.168680度

天宗寺前橋 ﾃﾝｿｳｼﾞﾏｴﾊｼ 江刺 前田町枝線 不明 4.4 3.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.20167度 141.18611度

片岡用水路２号橋 ｶﾀｵｶﾖｳｽｲﾛ2ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 内ノ町枝線 1973 2.5 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.203055度 141.161111度

八日市排水路９号橋 ﾖｳｶｲﾁﾊｲｽｲﾛ9ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 ほ場３号線 1989 6 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.19639度 141.17083度

白欠橋 ｼﾗｶｹﾊﾞｼ 江刺 清衡公園線 不明 2.2 10 Ⅱ
頂版支間部に幅0.15㎜程度のひびわれが認められる。また吊り穴に金具の残が確認され、上面からの漏水の影響により鉄筋が腐食し遊離石灰(錆汁)の析出が発生している。漏
水は継続的であり腐食の進行性は高くなると考えられ、コンクリート部材劣化に繋がるため予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.199360度 141.191670度

かたおか橋 ｶﾀｵｶﾊﾞｼ 江刺 根岸栄町線 1972 5.4 10.2 Ⅱ
高欄・防護柵、支柱部分に欠損、伸縮装置に遊間の異常が見られる。遊間量は21mmあり、交通障害または道路利用者への被害が懸念されるため、速やかに補修することが望ま
しい。

39.200833度 141.165277度

片岡用水路１号橋 ｶﾀｵｶﾖｳｽｲﾛ1ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 内ノ町２号線 1973 2.5 5 Ⅱ 支承部に車両等の往来による衝撃と見られる損傷があった。状況に応じて補修を行うことが望ましい。 39.204166度 141.160833度

古川排水路２号橋 ﾌﾙｶﾜﾊｲｽｲﾛ2ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 海老島線 1984 11.5 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.16870度 141.17351度

4/16



道路橋名 ﾌﾘｶﾞﾅ 所在 路線名
架設
年度
西暦

橋長
(m)

有効
幅員
(m)

R6 所見等 緯度 経度

令和７年３月末現在

古川排水路６号橋 ﾌﾙｶﾜﾊｲｽｲﾛ6ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 落合後中野線 1984 10.2 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.17461度 141.16769度

力石排水路２号橋 ﾁｶﾗｲｼﾊｲｽｲﾛ2ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 力石島線 1972 2.7 3 Ⅱ
頂版下流側に雨水による局所的な欠損及び滞水が認められる。放置するとコンクリート部材の損傷を助長する要因となるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望まし
い。

39.152690度 141.179250度

力石排水路４号橋 ﾁｶﾗｲｼﾊｲｽｲﾛ4ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 土花枝線 1979 2.7 4 Ⅱ 頂版及び側壁にかぶり不足による剥離･鉄筋露出が認められる。漏水の影響によりコンクリート部材劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.151860度 141.178890度

力石排水路１号橋 ﾁｶﾗｲｼﾊｲｽｲﾛ1ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 下川原島線 1979 4.5 5.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.14778度 141.17778度

八日市排水路２号橋 ﾖｳｶｲﾁﾊｲｽｲﾛ2ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 中道線 1987 4.4 4.6 Ⅱ 頂版支間中央から広がりのあるひびわれが認められる。変状の進展により耐久性の低下が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.181190度 141.164810度

八日市排水路１号橋 ﾖｳｶｲﾁﾊｲｽｲﾛ1ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 上戸観音堂沖線 1986 2.7 4.1 Ⅰ 舗装面路肩に土砂堆積が見られることから通行の妨げになり、道路利用者の安全性の低下が懸念されるため、維持工事にて対応する必要がある。 39.179420度 141.164700度

八日市排水路３号橋 ﾖｳｶｲﾁﾊｲｽｲﾛ3ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 八日市観音堂沖線 1978 4.3 5.7 Ⅱ
頂版及び側壁目地部からの漏水･遊離石灰の析出が認められる。舗装面に亀甲状のひびわれが発生していることから、頂版上面の劣化が懸念されるため、予防保全の観点から
措置を講ずることが望ましい。

39.182720度 141.165280度

天神堂小橋 ﾃﾝｼﾞﾝﾄﾞｳｺﾊｼ 江刺 下川原別当線 1981 3.2 3 Ⅱ 側壁にひびわれが認められる。また舗装面に舗装の異常が見られることから、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.179580度 141.151500度

中島排水路１号橋 ﾅｶｼﾞﾏﾊｲｽｲﾛ1ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 北天間沼の上線 1979 7.3 6.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.19204度 141.14548度

中島排水路５号橋 ﾅｶｼﾞﾏﾊｲｽｲﾛ5ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 北天間沼の上線 1979 5.3 6.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.19860度 141.14083度

中島排水路２号橋 ﾅｶｼﾞﾏﾊｲｽｲﾛ2ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 駒込皀角線 1979 7.2 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.19468度 141.14659度

中島排水路６号橋 ﾅｶｼﾞﾏﾊｲｽｲﾛ6ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 沼ノ上線 1979 5.3 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.19922度 141.13930度

中島排水路４号橋 ﾅｶｼﾞﾏﾊｲｽｲﾛ4ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 沼舘皀角線 1979 5.3 5 Ⅱ 床桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。部分的につらら状に析出しているため、予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい状況。 39.19793度 141.14387度

古川排水路５号橋 ﾌﾙｶﾜﾊｲｽｲﾛ5ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 池向後中野線 1985 8.1 5.05 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.17725度 141.16558度

古川排水路４号橋 ﾌﾙｶﾜﾊｲｽｲﾛ4ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 池向谷地線 1984 6.1 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.17591度 141.16692度

町浦排水路１号橋 ﾏﾁｳﾗﾊｲｽｲﾛ1ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 落合新川線 不明 3.5 4.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.18044度 141.17107度

八日市排水路８号橋 ﾖｳｶｲﾁﾊｲｽｲﾛ8ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 落合新川線 1987 3.2 3.4 Ⅱ 頂版に局部的な鉄筋露出が認められる。雨水の影響により腐食の進行性が高まり、コンクリート部材劣化が懸念されるため予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.183800度 141.167810度

町浦排水路９号橋 ﾏﾁｳﾗﾊｲｽｲﾛ9ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 落合新川線 不明 3.6 4.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.18534度 141.16634度

力石排水路５号橋 ﾁｶﾗｲｼﾊｲｽｲﾛ5ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 土花荒川線 1979 4 3.6 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない状態。 39.15000度 141.17833度

古川排水路３号橋 ﾌﾙｶﾜﾊｲｽｲﾛ3ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 下川原田谷線 1985 11.6 6.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.17068度 141.17111度

大畑橋 ｵｵﾊﾀｹﾊﾞｼ 江刺 大畑中谷木線 1983 14.65 5.05 Ⅱ PC桁の下面に鋼材の露出がみられる。構造上重要な部材であるため、予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい状態。 39.15910度 141.17317度

八日市排水路６号橋 ﾖｳｶｲﾁﾊｲｽｲﾛ6ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 下梁川線 1985 4.3 3 Ⅱ 頂版支間部に幅0.15㎜～0.2㎜程度のひびわれが認められる。幅は小さいが広がりのあるひびわれであることから、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.177280度 141.164860度

餅田堰用水路11号橋 ﾓﾁﾀｾｷﾖｳｽｲﾛ11ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 後田西前田線 1998 3 10.7 Ⅱ 防護柵支柱基部に著しい欠損が認められる。防護柵支持機能が低下しているため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.166500度 141.195000度

染屋前橋 ｿﾒﾔﾏｴﾊｼ 江刺 大畑横懸線 1977 8.4 5 Ⅲ 防護柵の支柱基部に破断及び孔食が生じている。著しい腐食が進展したものであり、部材機能に影響がみられるため、早期の対策が望ましい状態。 39.14975度 141.22312度

宮地橋 ﾐﾔｼﾞﾊｼ 江刺 大畑横懸線 1973 5.4 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.14764度 141.22725度

上横懸橋 ｶﾐﾖｺｶﾞｹﾊｼ 江刺 大畑横懸線 1973 2 4.6 Ⅱ
A１側壁側面に幅2.0㎜程度のひびわれが認められる。またA１側壁下ハンチ部に、流水が要因と推定される欠損が認められる。欠損範囲が比較的広く、継続的に流水の影響を受
け進行性は高いと考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.143440度 141.243150度

大北橋 ｵｵｷﾀﾊｼ 江刺 大北宮地線 1973 8.45 5 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。前回点検からの進展がみられ、広範囲に損傷がみられることから、止水対策が望ましい状態。 39.15276度 141.22562度

横懸橋 ﾖｺｶﾞｹﾊｼ 江刺 横懸線 1997 2.2 6 Ⅱ 頂版目地部からの漏水の影響により、継手(目地材)の欠損が認められる。目地部からの漏水は継続的で進行性が高いため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.146420度 141.236680度

日渡橋 ﾋﾜﾀｼﾊｼ 江刺 川欠線 1977 5.4 5 Ⅱ 地覆に凍害によるコンクリート剥離および鉄筋露出がみられる。進展性のある損傷である。予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい状態。 39.14842度 141.22261度

中下田代橋 ﾅｶｼﾓﾀｼﾛﾊﾞｼ 江刺 中下田代線 1973 10.45 5 Ⅱ 地覆の防護柵基部に幅1～2㎜のひびわれがみられる。防護柵への影響が生じる可能性があり、予防保全対策を講じるのが望ましい状態。 39.14160度 141.21677度

長引橋 ﾅｶﾞﾋﾞｷﾊｼ 江刺 外浦線 1973 6 7.7 Ⅱ
継手(目地材)の劣化が認められる。また、孔穴の埋戻し忘れ及び剥離等が確認され、漏水は継続的であることからコンクリート部材劣化の原因になり得るため、予防保全の観点
から措置を講ずることが望ましい。

39.139890度 141.220370度

小峠橋 ｺﾄｳｹﾞﾊｼ 江刺 小峠線 不明 8 5.3 Ⅱ 頂版及び側壁にひびわれが認められる。前回点検からの変状進展が見られ、耐荷力の低下が懸念されるため予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.132480度 141.247680度

松原下橋 ﾏﾂﾊﾞﾗｼﾀﾊｼ 江刺 蒲道沢線 1972 5.5 5 Ⅱ 橋台基礎部の露出及びコンクリートの欠損が見られる。河床部には洗堀防止工がなされているため、コンクリートの断面修復が望ましい。 39.13294度 141.25561度

蒲道沢橋 ﾌﾞﾄﾞｳｻﾜﾊｼ 江刺 蒲道沢線 1973 4 4.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.13055度 141.265833度

滝田橋 ﾀｷﾀﾊｼ 江刺 滝田線 1973 4.1 2.7 Ⅱ 橋台竪壁に幅7.0mmのひびわれが見られる。乾燥収縮が要因と推定される。幅が広く、漏水の影響が懸念されるため、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.130277度 141.272500度

六栗小橋 ﾑﾂｸﾘｺﾊｼ 江刺 持栗線 1973 2 5 Ⅱ
頂版及び側壁全体に規則性のあるひびわれが認められ一定の間隔でひびわれが多数発生している。また側壁にかぶり不足及びモルタル劣化による剥離･鉄筋露出が確認され
た。耐荷力の低下が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.115500度 141.221220度

飛沢橋 ﾄﾋﾞｻﾜﾊｼ 江刺 黒田助線 1968 7 5.1 Ⅱ 主桁端部にコンクリート欠損がみられる。今後の劣化進展に注意が必要である。予防保全の観点から対策が望ましい状態。 39.11471度 141.22216度

村界橋 ｿﾝｶｲﾊﾞｼ 江刺 黒田助線 1969 7 4.5 Ⅱ PC桁に遊離石灰を伴ったひびわれが生じている。劣化が進展すると構造上の影響が生じるため、予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい状態。 39.12047度 141.21539度

賽神橋 ｻｲﾉｶﾐﾊｼ 江刺 大田代線 1970 11 4 Ⅱ T桁にコンクリートの剥離が生じている。劣化の進展がみられ、構造上重要な部材であるため、予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい状態。 39.11805度 141.25164度

奈良原橋 ﾅﾗﾊﾗﾊｼ 江刺 奈良原線 1970 12.6 5.1 Ⅱ PC桁端部に凍害によるコンクリートひびわれ欠損が見られる。部材機能に影響を及ぼす可能性があることから予防保全対策が望ましい状態。 39.11461度 141.25940度

藤渡橋 ﾌｼﾞﾜﾀﾘﾊｼ 江刺 根木町線 1972 12 4 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。前回点検からの損傷個所の増加が見られることから、予防保全対策の講じるのが望ましい状態。 39.10809度 141.26856度

根木町橋 ﾈﾂｺﾏﾁﾊｼ 江刺 根木町線 1972 2.3 5.2 Ⅱ
頂版に剥離･鉄筋露出及びうきが認められる。天端が土砂で覆われ常に湿地状態であるため、腐食の進行性は高くなると考えられる。損傷箇所は端部であることから直接輪荷重
はかからないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.106130度 141.269100度

餅田堰用水路３号橋 ﾓﾁﾀｾｷﾖｳｽｲﾛ3ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 後田線 1997 3 5.2 Ⅱ 下流側頂版側面に遊離石灰の析出が見られる。放置するとコンクリート部材劣化を助長する原因となり得るため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.170420度 141.194390度

戸屋前橋 ﾄﾔﾏｴﾊｼ 江刺 分限城枝線 1973 6.35 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.15389度 141.23756度

上宮地橋 ｶﾐﾐﾔｼﾞﾊｼ 江刺 横懸中央線 不明 6.1 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない状態。 39.14694度 141.228333度

大畑橋 ｵｵﾊﾞﾀｹﾊｼ 江刺 大畑枝線 不明 6 3 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.14639度 141.23500度

下日渡橋 ｼﾓﾋﾜﾀｼﾊｼ 江刺 日渡線 1973 10.4 4.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.14808度 141.22099度

餅田堰用水路16号橋 ﾓﾁﾀｾｷﾖｳｽｲﾛ16ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 松川下線 1999 3.7 3.5 Ⅱ 頂版及び側壁にひびわれが認められる。幅は小さいが全体に広がりが見られることから、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.156760度 141.195250度

餅田堰用水路１号橋 ﾓﾁﾀｾｷﾖｳｽｲﾛ1ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 石山線 1980 4.8 5 Ⅱ
頂版ハンチ部及びＡ２側壁にひびわれからの漏水が認められる。ひびわれは貫通しているものと考えられ、耐荷力の低下が懸念されることから予防保全の観点から措置を講ずる
ことが望ましい。

39.160320度 141.196200度

餅田堰用水路14号橋 ﾓﾁﾀｾｷﾖｳｽｲﾛ14ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 前田線 1998 2.8 9.1 Ⅱ 防護柵支柱基部に著しい欠損が認められる。防護柵支持機能が低下しているため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.163530度 141.195000度

餅田堰用水路12号橋 ﾓﾁﾀｾｷﾖｳｽｲﾛ12ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 後田第２線 1997 3 5.3 Ⅱ
ボックスがむき出し構造になっているため雨水及び輪荷重の影響を直接受けやすい状態である。継手欠損による漏水の影響によりコンクリート部材劣化が懸念されるため、予防
保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.168420度 141.194810度

日渡１号橋 ﾋﾜﾀｼｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 江刺 小田代線 1977 10.5 4.1 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。部分的に錆汁の析出がみられることから、劣化が進展せぬよう予防保全対策を講じるのが望ましい状態。 39.14779度 141.21936度

上中田代橋 ｶﾐﾅｶﾀｼﾛﾊﾞｼ 江刺 小田代線 1977 10.45 4.05 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。前回点検時より劣化が進展しているため、予防保全対策を講じるのが望ましい状態。 39.14569度 141.21803度

田代橋 ﾀｼﾛﾊｼ 江刺 北中下田代線 不明 10.5 5.1 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。一部でつらら状・錆汁の析出がみられる。予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい状態。 39.14378度 141.21670度

大田代橋 ｵｵﾀｼﾛﾊﾞｼ 江刺 大平北線 1970 5 4.2 Ⅲ 主桁に著しい欠損及び鉄筋露出がみられる。中性化による鉄筋腐食膨張が疑われる。補修後の再劣化が早く、早期の対策を講じるのが望ましい。 39.11977度 141.25506度

新家前橋 ｼﾝﾔﾏｴﾊﾞｼ 江刺 釜ノ沢線 1970 8.5 4.5 Ⅱ T桁に鉄筋の露出がみられる。端部漏水がみられる箇所で生じており、鉄筋は腐食しやすい。予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい状態。 39.12010度 141.25693度

鍋倉排水路５号橋 ﾅﾍﾞｸﾗﾊｲｽｲﾛ5ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 田原後田第３線 1998 8.4 5.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない状態。 39.17000度 141.18944度

餅田堰用水路17号橋 ﾓﾁﾀｾｷﾖｳｽｲﾛ17ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 戸崎自治会館線 1997 5 3.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない状態。 39.16833度 141.19500度

餅田堰用水路18号橋 ﾓﾁﾀｾｷﾖｳｽｲﾛ18ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 大日前２号線 1998 5 4.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.15944度 141.19500度

餅田堰用水路19号橋 ﾓﾁﾀｾｷﾖｳｽｲﾛ19ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 大日前３号線 1998 5 3.6 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない状態。 39.15806度 141.19500度

西山橋 ﾆｼﾔﾏﾊｼ 江刺 境田線 1972 14.3 4 Ⅱ 橋台竪壁橋座部に凍害によるコンクリート欠損が生じ、構造上の重大な損傷になる可能性がある。予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい状態。 39.18871度 141.22164度

沢田橋 ｻﾜﾀﾞﾊｼ 江刺 沢田線 1971 2 5 Ⅱ 上・下流側頂版側面に剥離･鉄筋露出が認められる。今後も雨水の影響により進行性は高く鉄筋腐食が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.174030度 141.248610度

境田橋 ｻｶｲﾀﾞﾊｼ 江刺 境田芦ノ口線 1967 5.3 4.6 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.19352度 141.22316度

下芦ノ口橋 ｼﾓｱｼﾉｸﾁﾊｼ 江刺 境田芦ノ口線 1974 2.2 5.4 Ⅱ 頂版に剥離が認められる。また側壁に漏水が確認された。雨水の影響により、コンクリート部材劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.193060度 141.228540度

芦ノ口橋 ｱｼﾉｸﾁﾊｼ 江刺 向畑芦ノ口線 1974 14.65 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.19223度 141.22685度

平田橋 ﾀｲﾗﾀﾞﾊｼ 江刺 平?の木田線 1973 9.6 4.6 Ⅱ 防護柵に多数のボルトの脱落や、広範囲の腐食が進展しており、全体的な劣化が見られる。予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい状態。 39.19002度 141.23697度

迎井沢橋 ﾑｶｲｻﾜﾊｼ 江刺 迎井沢白石沢線 1976 8.5 4.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.19316度 141.24839度

後田橋 ｳｼﾛﾀﾞﾊｼ 江刺 後田線 1966 5.3 4.6 Ⅱ 橋台竪壁に漏水による凍害損傷が生じている。ひび幅が広く、水分の進入が考えられ、予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい状態。 39.19906度 141.25249度

上後田橋 ｶﾐｳｼﾛﾀﾊｼ 江刺 山生田線 1966 4 4.2 Ⅱ A2橋台基礎部に洗堀が見られる。 39.20404度 141.25591度

久保田橋 ｸﾎﾞﾀﾊｼ 江刺 迎井沢前村線 1972 9.3 3 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。部分的な錆汁の析出がみられるため、予防保全の観点から対策が望ましい状態。 39.19181度 141.25077度

久保橋 ｸﾎﾞﾊｼ 江刺 寺沢線 1978 4.95 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.19408度 141.25721度

寺沢橋 ﾃﾗｻﾜﾊﾞｼ 江刺 寺沢線 不明 2.1 5.1 Ⅱ 頂版及び側壁の継ぎ目に漏水・滞水が認められる。目地部からの漏水は継続的で進行性が高いため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.197700度 141.262070度

袖ノ沢橋 ｿﾃﾞﾉｻﾜﾊｼ 江刺 迎井沢本杵線 1979 2.5 6 Ⅱ 上流側側壁背面からの土砂流出が認められる。背面地盤の安全性が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.188860度 141.258290度
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本杵橋 ﾓﾄｷﾈﾊｼ 江刺 迎井沢本杵線 1979 6.1 5 Ⅱ 地覆の側面に遊離石灰を伴ったひびわれがみられる。側面への漏水は絶えず見られるため、予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.19003度 141.25778度

外ノ沢橋 ｿﾄﾉｻﾜﾊｼ 江刺 外ノ沢第２線 1971 3.2 4.8 Ⅲ A2橋台竪壁に漏水（湧水）が見られる。 39.18381度 141.26680度

智福橋 ﾁﾌｸﾊｼ 江刺 智福線 1979 3.7 2 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない状態。 39.18950度 141.26315度

上穴沢橋 ｶﾐｱﾅｻﾜﾊｼ 江刺 穴沢線 不明 5 3.3 Ⅲ A1、A2橋台竪壁に変形・欠損が見られる。 39.19750度 141.25139度

上智福橋 ｶﾐﾁﾌｸﾊｼ 江刺 中智福線 不明 3.4 5.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない状態。 39.18827度 141.26480度

水ノ口橋 ﾐｽﾞﾉｸﾁﾊｼ 江刺 水ノ口線 不明 4.5 5.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない状態。 39.18284度 141.23139度

前田橋 ﾏｴﾀﾞﾊｼ 江刺 前田枝線 1980 8 4.5 Ⅱ PC桁下面に鋼材の露出がみられる。部材機能に影響を及ぼす可能性があり、予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.17042度 141.25920度

上前田橋 ｶﾐﾏｴﾀﾞﾊｼ 江刺 前田山線 1970 5 3.6 Ⅱ 床版の下面に鉄筋露出が生じている。橋齢が50年を超え、コンクリートの中性化等懸念される。予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.16702度 141.26321度

中後田橋 ﾅｶｳｼﾛﾀﾊｼ 江刺 後田白岩線 不明 5 4 Ⅱ           主桁に遊離石灰を伴うひびわれ、舗装に土砂詰まりが見られる。 39.20328度 141.25503度

浅倉橋 ｱｻｸﾗﾊｼ 江刺 中浅倉線 1979 6 5.5 Ⅱ 主桁にひびわれ、舗装に土砂詰まりが見られる。 39.19367度 141.29929度

河童川橋 ｶｯﾊﾟｶﾞﾜﾊｼ 江刺 石屋敷宇津良線 1974 10.4 4 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。今後も劣化進展が想定されるため、予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.18772度 141.30562度

火石橋 ﾋｲｼﾊｼ 江刺 火石線 1976 5.6 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.19286度 141.31998度

下八幡橋 ｼﾓﾊﾁﾏﾝﾊｼ 江刺 荒谷線 不明 8.1 2.7 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.18171度 141.301797度

下芦沢橋 ｼﾓｱｼｻﾞﾜﾊﾞｼ 江刺 御堂芦沢線 不明 2.7 5.5 Ⅱ
頂版及び側壁に、目地部からの漏水･遊離石灰が認められる。また側壁と底版ハンチ部の打継ぎ目付近に錆汁が認められ、腐食の進行によりコンクリート部材劣化が懸念される
ため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.165810度 141.286800度

戸隠前橋 ﾄｶﾞｸｼﾏｴﾊｼ 江刺 芦沢線 1978 5.9 5.5 Ⅱ 頂版及び側壁に広がりのあるひびわれが認められる。輪荷重の繰り返しにより進行性が高まると考えられることから、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.169010度 141.292320度

荒谷橋 ｱﾗﾔﾊｼ 江刺 上町線 1982 10.25 4.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.18094度 141.30617度

上小迎橋 ｶﾐｺﾑｶｲﾊｼ 江刺 隅川枝線 1971 4.5 4 Ⅱ A1,A2橋台竪壁、基礎部（パイルベント）に剥離・鉄筋露出、地覆に変形・欠損が見られる。 39.16060度 141.30828度

和野橋 ﾜﾉﾊｼ 江刺 和野二渡線 1974 12.9 4.5 Ⅱ 橋台に凍害の進展によるコンクリート欠損がみられる。止水性を高めるなど、予防保全対策を講じるのが望ましい状態。 39.16796度 141.33021度

大石橋 ｵｵｲｼﾊｼ 江刺 久保線 1974 11 3.6 Ⅱ 防護柵に著しい腐食がみられる。劣化が進展すると部材強度に影響を及ぼす可能性がある。予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.15869度 141.33255度

野口橋 ﾉｸﾞﾁﾊｼ 江刺 地ノ神久保線 1974 13.4 5.1 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。橋面舗装状況より、さらに劣化が進展する可能性が高い。予防保全対策を講じるのが望ましい状態。 39.16974度 141.33683度

口沢橋 ｸﾁｻﾜﾊｼ 江刺 上口沢線 不明 3 7 Ⅱ
頂版及び側壁目地部から漏水・滞水が認められる。またＡ２側壁側面にうきが確認され、水の供給によりコンクリート部材の劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講
ずることが望ましい。

39.161220度 141.365010度

上口沢橋 ｶﾐｸﾁｻﾜﾊｼ 江刺 上口沢線 不明 2.4 7 Ⅱ
上流側1スパンの頂版及び側壁にひびわれが認められる。ひび割れ幅は0.1㎜と微細ではあるが、ボックス全体が水蒸気により湿っていることから進行性は高いと考える。また、側
壁に鉄筋露出が確認され、漏水の影響により腐食が速まり耐荷力の低下が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.161240度 141.364940度

玉川橋 ﾀﾏｶﾞﾜﾊｼ 江刺 玉川線 1974 10.5 5 Ⅱ 橋台翼壁に鉄筋露出やひびわれ等が生じている。損傷が生じやすく、劣化進展もみられる。予防保全対策を講じるのが望ましい状態。 39.16202度 141.31718度

中小迎橋 ﾅｶｺﾑｶｲﾊﾞｼ 江刺 隅川線 不明 2.2 6.2 Ⅱ
頂版及び側壁目地部から漏水・滞水及び継手(目地材)の欠損が認められる。目地部欠損によりコンクリート部材劣化が高まると考えられるため、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい。

39.161610度 141.309480度

隅川橋 ｽﾐｶﾜﾊｼ 江刺 隅川線 1971 9.5 4 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみらえ、橋面舗装状況より、劣化が進展する可能性が高い。予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.15950度 141.31190度

上隅川橋 ｶﾐｽﾐｶﾜﾊｼ 江刺 隅川線 1971 7.5 4 Ⅱ 床版に鉄筋露出が生じている。凍害の進展などによるもので進展性のある損傷である。予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.16006度 141.31403度

上古舘橋 ｶﾐﾌﾙﾀﾞﾃﾊｼ 江刺 玉川古舘線 不明 9.8 2.4 Ⅲ 主桁、地覆に剥離・鉄筋露出が見られる。 39.16196度 141.322127度

松田橋 ﾏﾂﾀﾞﾊｼ 江刺 玉川古舘線 不明 9.2 2.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.16178度 141.322947度

地ノ神橋 ﾁﾉｶﾐﾊｼ 江刺 地ノ神線 2019 7.9 4 Ⅰ 健全であり、部材の機能に支障が生じていない状態。 39.168827度 141.332330度

中浅倉橋 ﾅｶｱｻｸﾗﾊｼ 江刺 中浅倉枝線 不明 6 3.5 Ⅲ A1,A2橋台基礎部（パイルベント）に移動・傾斜が見られる。 39.19361度 141.29755度

中八幡橋 ﾅｶﾊﾁﾏﾝﾊｼ 江刺 八幡線 1974 6.5 4.5 Ⅱ 防護柵に接触による変形がみられる。全体に腐食も生じており、部材機能に影響が生じる可能性がある。予防保全対策をを講じるのが望ましい。 39.18326度 141.30220度

新田橋 ｼﾝﾃﾞﾝﾊｼ 江刺 新田線 1986 8 4.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.17705度 141.31578度

芦沢川１号橋 ｱｼｻﾞﾜｶﾞﾜ1ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 舘下枝線 不明 2.7 3.5 Ⅰ 頂版に雨水等による漏水・滞水が局部的に認められるが、道路橋の機能に支障は生じていない状態である。 39.171480度 141.296190度

八幡橋 ﾊﾁﾏﾝﾊｼ 江刺 八幡町裏線 1962 8.3 9.4 Ⅲ
主桁にせん断ひびわれ及び著しい鉄筋露出が認められる。せん断破壊は脆性的で急激に進行し危険性が高いことから、構造の機能に支障が生じる可能性があり早期に措置を
講ずべき状態である。

39.182370度 141.302410度

古歌葉橋 ｺｶﾞﾖﾊｼ 江刺 古歌葉線 1972 6.9 4.5 Ⅱ
主桁及び梁部に剥離が認められる。主桁下面が全体的に湿気っていることから、コンクリート部材の劣化の進行性は高いと考えられるため予防保全の観点から措置を講ずること
が望ましい。

39.176960度 141.368490度

二股橋 ﾌﾀﾏﾀﾊｼ 江刺 山本線 1971 12.1 4 Ⅲ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。部分的に錆汁・つらら状に析出しているため、早期に対策を講ずるべき状態である。 39.20624度 141.34717度

中沢橋 ﾅｶｻﾞﾜﾊｼ 江刺 中沢線 1972 11 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.23402度 141.32684度

上中沢橋 ｶﾐﾅｶｻﾞﾜﾊｼ 江刺 中沢線 1972 5 4.8 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.23656度 141.34004度

戸中橋 ﾄﾁｭｳﾊｼ 江刺 中沢線 1972 3.8 5 Ⅱ 頂版全体的に漏水・滞水が認められる。コンクリート部材劣化の原因となり得るため予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.231700度 141.348820度

小里原橋 ｺｻﾄﾊﾞﾗﾊｼ 江刺 精神合線 1980 5.3 5 Ⅱ 橋台竪壁の角部に凍害による欠損がある。進展性のある損傷で、部材機能に影響を及ぼす可能性がある。予防保全対策を講じるのが望ましい。 39.23915度 141.34404度

北新田橋 ｷﾀｼﾝﾃﾞﾝﾊｼ 江刺 精神合線 1972 11.4 3.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.25013度 141.33470度

上大内沢橋 ｶﾐｵｵｳﾁｻﾜﾊｼ 江刺 上大内沢線 1976 7.6 6 Ⅱ RCT桁に多数の鉄筋露出がみられる。構造上の影響が生じる可能性のある損傷であるため、予防保全対策を講じるのが望ましい。 39.24995度 141.33225度

太田橋 ｵｵﾀﾊｼ 江刺 太田線 1980 3.1 5.1 Ⅲ
頂版及び側壁に最大0.5㎜幅のひびわれが多数認められ、部分的に角落ちが確認された。また地覆に広範囲な欠損が認められ、防護柵支持機能が低下していることから、道路利
用者被害を及ぼす恐れがあり、構造機能に支障が生じる可能性があるため、早期に措置を講ずる事が望ましい。

39.273480度 141.321360度

荒谷橋 ｱﾗﾔﾊｼ 江刺 小沢線 1978 10.4 5 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。部分的につらら状の析出がみられるため、劣化が進展せぬよう防水層の設置等が望まれる。 39.23896度 141.31725度

九才坂橋 ｸｻｲｻｶﾊｼ 江刺 二股線 1971 11.4 2 Ⅲ 橋台竪壁に流水洗堀によるコンクリート欠損が見られる。構造上の影響が生じる可能性がある損傷であり、早期の対策を講じるのが望ましい。 39.20691度 141.34350度

下兄和田橋 ｼﾓｱﾆﾜﾀﾞﾊﾞｼ 江刺 兄和田向線 2016 6.96 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.22020度 141.29652度

松倉前橋 ﾏﾂｸﾗﾏｴﾊｼ 江刺 牛沢線 1982 2.7 5.5 Ⅱ 舗装面路肩及び底版に土砂堆積が認められる。また舗装面にひびわれが確認された。頂版上面の劣化が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.227010度 141.229730度

大松橋 ｵｵﾏﾂﾊｼ 江刺 大松沢線 1973 3 5 Ⅰ 舗装面にひびわれ及び路肩に土砂堆積が認められるため、道路利用者の安全性の観点から維持工事にて対応することが望ましい。 39.230980度 141.241910度

中平橋 ﾅｶﾀﾞｲﾗﾊｼ 江刺 青篠線 1978 8.4 3.6 Ⅱ 主桁に遊離石灰を伴ったひびわれがみられる。劣化が進展すると重大損傷につながる。予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.22959度 141.24585度

小菅生橋 ｺｽｺﾞｳﾊｼ 江刺 天神線 1980 6.3 5 Ⅱ 主桁に遊離石灰を伴ったひびわれが生じており、橋面環境をみるに劣化は進行する恐れがある。予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.23586度 141.25676度

火石沢橋 ﾋｲｼｻﾜﾊｼ 江刺 白山通火石沢線 1973 2.1 3.5 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出が見られる。かぶり不足が原因と推定される。状況に応じて補修を行うことが望ましい。 39.227175度 141.263000度

三百刈田橋 ｻﾝﾋﾞｬｸｶﾞﾘﾀﾊｼ 江刺 老耳第二線 2017 6.7 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.21297度 141.234461度

向宿橋 ﾑｶｲｼｭｸﾊｼ 江刺 向宿中上野線 1972 3.1 2.4 Ⅱ
Ａ２側壁に幅3.0㎜程度の水平方向のひびわれが認められる。また側壁端部及び下部に断面欠損が確認され、耐荷力の低下が懸念されるため予防保全の観点から措置を講ずる
ことが望ましい。

39.220630度 141.240330度

次丸沢橋 ﾂｷﾞﾏﾙｻﾞﾜﾊｼ 江刺 合野線 1973 4 3.1 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出が見られる。 39.21327度 141.24924度

長倉橋 ﾅｶﾞｸﾗﾊｼ 江刺 長白線 1973 14.5 3 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。部分的に錆汁の析出がみられる。予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.22003度 141.27161度度

馬馳橋 ﾏﾊｾﾊｼ 江刺 七尋石線 1978 2.2 5.6 Ⅰ 舗装面及び地覆に土砂堆積が認められるため、維持工事にて対応することが望ましい。 39.222190度 141.291620度

巽沢橋 ﾀﾂﾐｻﾜﾊｼ 江刺 巽沢線 1978 6.3 5.9 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.19769度 141.22211度

前林橋 ﾏｴﾊﾞﾔｼﾊｼ 江刺 前畑線 不明 5.8 4.2 Ⅱ A1橋台基礎部に洗堀が見られる。 39.21289度 141.279672度

小菅生向橋 ｺｽｺﾞｳﾑｶｲﾊﾞｼ 江刺 小菅生白山通線 1980 8.5 2.7 Ⅱ A1竪壁橋座の隅部に欠損がみられる。新規の凍害によるコンクリート欠損である。劣化が進展しないよう予防保全対策を講じるのが望ましい。 39.23672度 141.25905度

大森前橋 ｵｵﾓﾘﾏｴﾊｼ 江刺 東大森前線 不明 5 3 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない状態。 39.22435度 141.2322０度

下巽沢橋 ｼﾓﾀﾂﾐｻﾜﾊｼ 江刺 老耳循環線 不明 5 3.4 Ⅲ 主桁に遊離石灰を伴うひびわれが見られる。 39.19643度 141.22193度

玉崎橋 ﾀﾏｻｷﾊｼ 江刺 玉崎２号線 不明 3.3 2.7 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.21585度 141.21525度

南野橋 ﾐﾅﾐﾉﾊｼ 江刺 南野線 1983 2.5 5.3 Ⅱ 胸壁にひびわれが見られる。地震が原因と推測され、予防保全の観点から補修を行うことが望ましい。 39.247186度 141.276927度

中南野橋 ﾅｶﾐﾅﾐﾉﾊｼ 江刺 南野線 1983 2.6 5 Ⅱ
橋台に新旧コンクリートの継ぎ足し部におけるひびわれ及び剥離・鉄筋露出が見られる。ひびわれについては、施工不良が原因と推測され、予防保全の観点から補修を行うこと
が望ましい。

39.246944度 141.278333度

小林橋 ｺﾊﾞﾔｼﾊｼ 江刺 栗生沢線 1973 5.2 5.2 Ⅱ 主桁に凍害によるコンクリート欠損が見られる。重大損傷につながる可能性がある損傷である。予防保全の観点から対策を講じるが望ましい。 39.26207度 141.27697度

栗生沢１号橋 ｸﾘｭｳｻﾜ1ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 栗生沢線 不明 2.5 6 Ⅰ 舗装面にひびわれ及び路面の凹凸が認められる。維持工事にて対応することが望ましい。 39.265440度 141.281530度

市道橋 ｲﾁﾐﾁﾊｼ 江刺 市道線 1973 5 2.8 Ⅱ 主桁にひびわれ、A1,A2橋台竪壁に剥離が見られる。 39.26675度 141.28014度

砥谷沢橋 ﾄﾔｻﾜﾊｼ 江刺 砥谷沢線 1973 2.2 3 Ⅱ
下流側頂版側面に遊離石灰(錆汁)を伴うひびわれ及び鉄筋露出が認められる。広範囲に錆汁が発生していることから内部鉄筋が腐食しているものと推定され、耐荷力の低下が
懸念されることから、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.280820度 141.282540度

神明橋 ｼﾝﾒｲﾊｼ 江刺 中田線 1980 3.8 7.1 Ⅱ 頂版及び側壁に幅0.20~0.4mmの床版ひびわれ・ひびわれが見られる。ひびわれ幅が広いため、予防保全の観点から措置を講じることが望ましい。 39.282777度 141.271666度

越田橋 ｺｴﾀﾞﾊｼ 江刺 中田越田線 不明 2.2 4.7 Ⅰ 舗装面にひびわれが認められるが、道路橋の機能に支障が生じていない状態である。 39.293280度 141.283350度

猫沢橋 ﾈｺｻﾞﾜﾊｼ 江刺 大内田線 1973 8.4 4.5 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。今後も進展の可能性があることから、予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.29648度 141.26703度

二渡橋 ﾆﾜﾀﾘﾊｼ 江刺 晴山線 1973 6.3 6.5 Ⅱ 橋台に遊離石灰、防護柵に腐食が見られる。凍害による影響が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.290555度 141.260833度

野田橋 ﾉﾀﾞﾊｼ 江刺 晴山線 1973 2.4 6.9 Ⅱ
側壁に剝離・鉄筋露出、地覆に幅1.4mmのひびわれが見られる。剝離・鉄筋露出は水深が上がると凍害の影響を受けやすい位置にある損傷であることから、予防保全の観点より
速やかに補修することが望ましい。

39.294722度 141.257222度
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久田橋 ｷｭｳﾃﾞﾝﾊｼ 江刺 東沢目線 1975 7 7 Ⅱ 床版及び竪壁に漏水・遊離石灰がみられる。床版にて局部的につらら状も見られることから、予防保全の観点より速やかに補修することが望ましい。 39.300000度 141.268888度

寺田橋 ﾃﾗﾀﾞﾊｼ 江刺 金成線 1973 5.1 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.30179度 141.27339度

網田前橋 ｱﾐﾀﾏｴﾊｼ 江刺 堂田線 不明 6 4.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.28667度 141.27519度

中野橋 ﾅｶﾉﾊﾞｼ 江刺 栗生沢枝線 不明 3 3.1 Ⅱ
頂版にひびわれ及び剥離･鉄筋露出が認められる。損傷部に雨水が滞水しやすく、放置するとコンクリート部材の損傷を助長する要因となるため、予防保全の観点から措置を講
ずることが望ましい。

39.260160度 141.281610度

下久田橋 ｼﾓｷｭｳﾃﾞﾝﾊｼ 江刺 久田枝線 1973 6.3 3.5 Ⅱ 橋台胸壁から橋座部にかけて凍害によるコンクリート欠損がみられる。劣化の進行が見られることから、予防保全対策を講じるのが望ましい。 39.29931度 141.26732度

堂ノ前１号橋 ﾄﾞｳﾉﾏｴ1ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 梁川地蔵堂線 不明 10 3.1 Ⅱ
P1橋脚梁部下面に剥離･鉄筋露出が認められる。雨水の影響を受けやすく、鉄筋の腐食が著しく進行していることから、コンクリート部材劣化が懸念されるため、予防保全の観点
から措置を講ずることが望ましい。

39.246470度 141.262390度

堂ノ前橋 ﾄﾞｳﾉﾏｴﾊｼ 江刺 梁川地蔵堂線 不明 10.1 3.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.24718度 141.26532度

下中田橋 ｼﾓﾅｶﾀﾊｼ 江刺 水角線 2016 4.5 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.28477度 141.27206度

西川目橋 ﾆｼｶﾜﾒﾊｼ 江刺 西川目線 1978 7.3 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.26241度 141.18313度

笹倉橋 ｻｻｸﾗﾊｼ 江刺 笹倉線 1998 6.3 6.7 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。部分的に錆汁の析出がみられるため、予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.26445度 141.18171度

上笹倉橋 ｶﾐｻｻｸﾗﾊｼ 江刺 笹倉線 1973 6.3 4 Ⅲ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。部分的に錆汁の析出がみられ、劣化が進展しやすい環境にあり、早期の対策が望ましい。 39.26829度 141.17907度

鴨ヶ崎橋 ｶﾓｶﾞｻｷﾊｼ 江刺 鴨ケ崎線 1977 6.15 2.6 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.24643度 141.230278度

荒谷橋 ｱﾗﾔﾊｼ 江刺 荒谷谷地田線 1977 10.9 2.6 Ⅲ PC桁に著しいコンクリート剥離・欠損が進展している。部材機能に影響が生じており、今後の進展も想定される。早期の対策を講じるのが望ましい。 39.24569度 141.23461度

上落合橋 ｶﾐｵﾁｱｲﾊｼ 江刺 鶴巻枝線 1978 6.3 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.25838度 141.19012度

小倉沢橋 ｺｸﾗｻﾞﾜﾊｼ 江刺 皀田線 1973 9.4 6.5 Ⅲ 橋台竪壁から橋座部にｺﾝｸﾘｰﾄ欠損が生じている。進展性が見られることから、早期対策が望ましい。 39.23332度 141.16681度

谷合田橋 ﾀﾆｱｲﾀﾞﾊｼ 江刺 皀田線 1973 8.4 6.5 Ⅱ 橋座部に凍害によるコンクリート欠損が見られる。新規変状で、今後の劣化の進展も想定される。予防保全対策を講じるのが望ましい。 39.23791度 141.16798度

上六堂橋 ｼﾞｮﾛｸﾄﾞｳﾊﾞｼ 江刺 皀田線 1973 6.6 5.8 Ⅲ T桁に著しいひびわれや錆汁の析出がみられる。前回点検からの進展がみられ、劣化の進展速度は速いと思われる。早期の対策が望ましい。 39.24120度 141.16974度

皀田橋 ｻｲｶﾁﾀﾊｼ 江刺 下台柏原皀田線 1973 7.3 4.6 Ⅱ 橋台に凍害によるコンクリート欠損が見られる。支承に近い部分の損傷であり、予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.25218度 141.16807度

時森橋 ﾄｷﾓﾘﾊﾞｼ 江刺 佐野線 1980 5 5.35 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。PC桁に影響を及ぼす可能性がある。予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.21302度 141.16673度

中島排水路９号橋 ﾅｶｼﾞﾏﾊｲｽｲﾛ9ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 大文字線 1978 5.3 6.5 Ⅱ 床版に漏水・遊離石灰、橋台に剥離、防護柵に腐食がみられる。凍害の影響が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.204722度 141.135833度

中島排水路10号橋 ﾅｶｼﾞﾏﾊｲｽｲﾛ10ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 三丁川添線 1978 5.3 4 Ⅱ PC桁本体にコンクリート欠損が見られ、鋼材の露出がみられる。予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.20659度 141.13507度

宝禄排水路６号橋 ﾎｳﾛｸﾊｲｽｲﾛ6ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 広岡前水門線 1973 6 4.2 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出、舗装に土砂詰まりが見られる。 39.21013度 141.15613度

江刺幹線用水路６号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ6ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 岩瀬橋八幡線 1972 3.8 8.5 Ⅰ 舗装の路面の凹凸は、維持工事で対応することが望ましい。 39.21434度 141.158819度

江刺幹線用水路８号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ8ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 谷地大文字線 1972 3.8 7 Ⅰ 舗装の路面の凹凸は、維持工事で対応することが望ましい。 39.21735度 141.14856度

江刺幹線用水路７号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ7ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 下台別当線 1972 2.4 8.3 Ⅰ 防護柵に腐食と防食機能の劣化、変形が見られる。外力が生じない限りは進行することはないが、状況に応じて補修を行うことが望ましい。 39.215027度 141.156388度

宝禄排水路４号橋 ﾎｳﾛｸﾊｲｽｲﾛ4ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 宝録線 1973 5.2 6.5 Ⅲ 主桁・横桁にコンクリートのジャンカがみられ、鉄筋露出がみられる。伸縮漏水があり、鉄筋腐食が進みやすい。早期の対策を講じるのが望ましい。 39.20200度 141.15650度

江刺幹線用水路10号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ10ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 蔦ノ木正源寺台線 1969 5.5 5.5 Ⅱ 橋台竪壁に鉄筋露出がみられ、腐食を伴っている。流水洗堀によるコンクリート欠損であり、予防保全対策を講じるのが望ましい。 39.21927度 141.13314度

瀬谷子川２号橋 ｾﾔｺﾞｶﾜ2ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 蔦ノ木正源寺台線 1965 9.6 5.6 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。劣化の進展がみられ、予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.22636度 141.14130度

江刺幹線用水路12号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ12ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 日高深山線 1969 8.4 6.15 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。損傷が広範囲に生じており、予防保全対策を講じるのが望ましい。 39.22799度 141.13229度

中島排水路８号橋 ﾅｶｼﾞﾏﾊｲｽｲﾛ8ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 沼舘中島線 1978 5.3 5 Ⅱ 防護柵のレール端部に著しい欠損が見られる。部材機能に影響が生じる可能性があり、予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.20331度 141.13769度

中島排水路11号橋 ﾅｶｼﾞﾏﾊｲｽｲﾛ11ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 沼舘中島線 1978 5.8 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.20757度 141.13603度

中島排水路７号橋 ﾅｶｼﾞﾏﾊｲｽｲﾛ7ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 沼舘宝録線 1978 5.3 5 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。部分的につらら状の析出がみられる。予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.20189度 141.13956度

宝禄排水路７号橋 ﾎｳﾛｸﾊｲｽｲﾛ7ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 川添線 1973 6.5 5 Ⅱ パラペットの天端が欠損により防護柵基礎が露出している。防護柵の機能に支障が生じないよう予防保全の観点から補修が望ましい。 39.21291度 141.15578度

江刺幹線用水路９号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ9ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 谷地線 1972 3.7 8.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.21757度 141.14611度

江刺幹線用水路13号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ13ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 広岡前線 1975 3 2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.21368度 141.159869度

江刺幹線用水路14号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ14ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 谷地大文字１号線 1972 2.6 8.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.215716度 141.154050度

広岡前橋 ﾋﾛｵｶﾏｴﾊﾞｼ 江刺 広岡前大文字線 1973 5.9 4 Ⅱ 地覆の端部に欠損がみられる。前回「うき」がみられていた箇所が進展しており、今後の進展も予想される。予防保全対策を講じるのが望ましい。 39.21156度 141.15591度

宝禄排水路９号橋 ﾎｳﾛｸﾊｲｽｲﾛ9ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 二丁目宝録線 1973 6 4.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.20553度 141.15655度

宝禄排水路８号橋 ﾎｳﾛｸﾊｲｽｲﾛ8ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 二丁目宝禄中央線 1973 6 4.2 Ⅲ 主桁に剥離・鉄筋露出が見られる。 39.20326度 141.15703度

江刺幹線用水路15号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ15ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 鶴羽衣１号線 1974 3.8 6.6 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.21783度 141.14363度

江刺幹線用水路16号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ16ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 鶴羽衣２号線 1974 3.8 9.9 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.21805度 141.141169度

江刺幹線用水路17号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ17ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 鶴羽衣３号線 1974 3.8 8.5 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出が見られる。進行性がある損傷と考えられ、予防保全の観点から補修を行うことが望ましい。 39.21796度 141.13871度

江刺幹線用水路20号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ20ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 下台八幡線 1972 3.5 4 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出、防護柵に腐食が見られる。 39.21474度 141.157575度

宝禄排水路10号橋 ﾎｳﾛｸﾊｲｽｲﾛ10ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 梨ノ木棒枝線 1973 6 4.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.20817度 141.15598度

江刺幹線用水路21号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ21ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 鶴羽衣４号線 1975 4 5 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出、排水管に土砂詰まりが見られる。 39.21795度 141.136255度

瀬谷子川３号橋 ｾﾔｺﾞｶﾜ3ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 高丘住吉線 1965 6.7 4.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.23554度 141.14859度

江刺幹線用水路22号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ22ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 瀬谷子山下線 1975 8.6 3.5 Ⅱ 桁間の間詰部に遊離石灰の析出がみられる。部分的な錆汁の析出が生じている。予防保全の観点から対策を講じるのが望ましい。 39.22512度 141.13286度

江刺幹線用水路11号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛ11ｺﾞｳｷｮｳ 江刺 水稲採取ほ場線 1972 3.8 7.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.21678度 141.150963度

柳沢橋 ﾔﾅｷﾞｻﾜﾊﾞｼ 水沢 明神堂鞘田線 1996 2.4 3 Ⅱ
頂版に漏水・遊離石灰、側壁に漏水・滞水、舗装にひびわれがみられる。遊離石灰、滞水については比較的広範囲であり、今後凍害の影響を受ける可能性が高いため、予防保
全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.156944度 141.089166度

中ノ目橋 ﾅｶﾉﾒﾊﾞｼ 水沢 玉ノ木明神堂線 1994 7.7 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.15861度 141.091666度

大田橋 ｵｵﾀﾊﾞｼ 水沢 駒板三ツ谷線 1994 9.3 5 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出が見られる。 39.16000度 141.093333度

田中橋 ﾀﾅｶﾊﾞｼ 水沢 中ノ目西田中線 1990 11.4 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.163333度 141.098889度

権現堂橋 ｺﾞﾝｹﾞﾝﾄﾞｳﾊﾞｼ 水沢 権現堂崩田線 1994 6 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.16416度 141.10114度

荒谷橋 ｱﾗﾔﾊﾞｼ 水沢 権現堂西深田線 1994 7.7 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.165278度 141.103056度

塚橋 ﾂｶﾊﾞｼ 水沢 雲南舟塚線 1993 6.7 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.16559度 141.10457度

船塚橋 ﾌﾅﾂﾞｶﾊﾞｼ 水沢 満倉永岡線 1993 7.6 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.165833度 141.106389度

合ノ町橋 ｱｲﾉﾏﾁﾊﾞｼ 水沢 卸町石田線 1992 11 12.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.168055度 141.111111度

道場橋 ﾄﾞｳﾊﾞﾊﾞｼ 水沢 東田中宿線 1992 10.6 3.8 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.171111度 141.115833度

簡易橋 ｶﾝｲﾊﾞｼ 水沢 高速側道西４号線 1982 11.9 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.171667度 141.117778度

環状線橋 ｶﾝｼﾞｮｳｾﾝﾊｼ 水沢 佐野環状線 1990 11.6 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.173056度 141.119722度

植田橋 ｳｴﾀﾞﾊﾞｼ 水沢 北宮田高田線 1992 9.6 5 Ⅱ 床版に浸透水が要因と思われる遊離石灰が見られる。予防保全の観点から補修することが望ましい。 39.177778度 141.125833度

彼岸田橋 ﾋｶﾞﾝﾀﾞﾊｼ 水沢 大曽根高田線 1988 8.1 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.178889度 141.128056度

四月橋 ｼｶﾞﾂﾊｼ 水沢 竃石高田線 1988 10.4 3.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.179141度 141.12997度

十月橋 ｼﾞｭｳｶﾞﾂﾊｼ 水沢 四月十月線 1988 3.6 5.6 Ⅱ 頂版に遊離石灰の滲出、側壁に幅0.2mmのひびわれ、舗装に段差28mmの路面の凹凸が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.179444度 141.130833度

沼ノ町橋 ﾇﾏﾉﾏﾁﾊｼ 水沢 渋田沼ノ町線 1987 3.7 2.5 Ⅱ 頂版に漏水・遊離石灰、側壁にひびわれがみられる。予防保全の観点から速やかに補修を行うことが望ましい。 39.182222度 141.136666度

二月橋 ﾆｶﾞﾂﾊｼ 水沢 八幡本線 1987 3.4 2.5 Ⅱ 頂版、側壁に漏水と遊離石灰が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.180000度 141.138888度

鍛治屋敷橋 ｶｼﾞﾔｼｷﾊｼ 水沢 竃石高田線 1984 4.4 3 Ⅱ 主桁の横締め鋼材に腐食、舗装に土砂詰まりが見られる。 39.17457度 141.13277度

大田橋 ｵｵﾀﾊﾞｼ 水沢 北下巾線 1994 3.3 14.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.154166度 141.089166度

玉ノ木１号橋 ﾀﾏﾉｷｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 水沢 玉ノ木大田線 1994 3.3 6.4 Ⅱ 頂版、側壁に剥離が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.156111度 141.089166度

玉ノ木３号橋 ﾀﾏﾉｷｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 水沢 五味田大田線 1994 3.3 6 Ⅱ
頂版及び側壁に漏水、防護柵に変形が見られる。漏水は比較的広範囲の発生であり、今後凍害の影響を受ける可能性が高いため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ま
しい。

39.157777度 141.094444度

栃の木橋 ﾄﾁﾉｷﾊﾞｼ 水沢 権現堂扇田線 1989 10.5 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.159444度 141.098333度

崩橋 ｸｽﾞﾚﾊﾞｼ 水沢 大上一本木線 1974 9 3 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出、舗装に路面の凹凸が見られる。 39.16083度 141.110555度

盛河橋 ﾓﾘｶﾜﾊﾞｼ 水沢 西高山西八反町線 1997 6 3.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.16103度 141.11377度
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西広町西橋 ﾆｼﾋﾛﾏﾁﾆｼﾊﾞｼ 水沢 高速側道西４号線 1979 10.5 6.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.161111度 141.116667度

西広町東橋 ﾆｼﾋﾛﾏﾁﾋｶﾞｼﾊｼ 水沢 高速側道東４号線 1977 10.5 3 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.161111度 141.117222度

染屋橋 ｿﾒﾔﾊｼ 水沢 西広町熊野堂線 1997 8.2 4.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.16105度 141.11915度

西舘橋 ﾆｼﾀﾞﾃﾊｼ 水沢 水山東高山線 1997 7.3 15 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.161111度 141.121944度

東高山上の橋 ﾋｶﾞｼﾀｶﾔﾏｶﾐﾉﾊｼ 水沢 東高山１号線 1997 6.8 4.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.16111度 141.12388度

東高山橋 ﾋｶﾞｼﾀｶﾔﾏﾊｼ 水沢 東高山本線 1978 9.4 9.5 Ⅱ 頂版、側壁にひびわれ、舗装に路面の凹凸が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.161944度 141.125555度

東高山下の橋 ﾋｶﾞｼﾀｶﾔﾏｼﾓﾉﾊｼ 水沢 東高山８合線 1997 3.4 9 Ⅱ 頂版の全継ぎ目に剥離、側壁に幅0.2mmのひびわれ、高欄に欠損がみられる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.162777度 141.127500度

松堂橋 ﾏﾂﾄﾞｳﾊｼ 水沢 松堂線 1973 8.8 7.6 Ⅱ 床版につらら状の遊離石灰の滲出、排水管に土砂詰まりが見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.163611度 141.130000度

松堂１号橋 ﾏﾂﾄﾞｳｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 里鎗西沖ノ目線 1988 8.8 2.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.163611度 141.130000度

東大畑２号橋 ﾋｶﾞｼｵｵﾊﾀ2ｺﾞｳｷｮｳ 水沢 竃石道田線 1974 9 3.2 Ⅱ
下部構造に乾燥収縮によるひびわれ、橋脚梁部にかぶり不足が要因と思われる剥離・鉄筋露出が見られる。進行性のある損傷であり部材への影響が懸念されるため、予防保全
の観点から措置を講ずることが望ましい状態。

39.166388度 141.132222度

大畑橋 ｵｵﾊﾞﾀﾊｼ 水沢 竃石高田線 1993 10.4 3 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.16989度 141.13561度

中ノ町橋 ﾅｶﾉﾏﾁﾊｼ 水沢 竃石高田線 1967 3.3 2.7 Ⅱ 主桁の横締め鋼材に腐食、袖擁壁(石積み護岸)に変形・欠損が見られる。 39.16310度 141.13979度

北丑沢橋 ｷﾀｳｼｻﾞﾜﾊｼ 水沢 北丑沢南久田線 1997 2.6 3.2 Ⅱ 頂版及び側壁に漏水・遊離石灰が見られる。予防保全の観点からなるべく速やかな補修を行うことが望ましい 39.155000度 141.140000度

釜石橋 ｶﾏｲｼﾊｼ 水沢 北丑沢竃石線 1975 2.6 7.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.154166度 141.142777度

五反町北橋 ｺﾞﾀﾝﾁｮｳｷﾀﾊｼ 水沢 嶋舘五反野線 1996 2.2 3.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.154444度 141.147222度

仙人橋 ｾﾝﾆﾝﾊｼ 水沢 仙人神明町線 1988 3 9.6 Ⅱ 側壁に橋面からの浸透水が要因と思われる遊離石灰の滲出および剥離が見られる。予防保全の観点からなるべく速やかな補修を行うのが望ましい。 39.160000度 141.155833度

沢田橋 ｻﾜﾀﾞﾊｼ 水沢 仙人２号線 1998 2.6 6.5 Ⅱ 側壁に凍害が要因と思われる剥離、および遊離石灰を伴ったひびわれが見られる。予防保全の観点から速やかに補修を行うことが望ましい。 39.160277度 141.156111度

笹町橋 ｻｻﾏﾁﾊｼ 水沢 白井坂線 2001 2.8 10 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.162777度 141.157222度

前郷橋 ｾﾞﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 水沢 名残谷地中線 1970 7.4 3.5 Ⅱ 主桁に浸透水が要因と思われる剥離と遊離石灰が見られる。進行は見られないが、損傷が進行する前に補修することが望ましい。 39.151389度 141.109444度

橇町橋 ｿﾘﾏﾁﾊﾞｼ 水沢 大上一本木線 1995 2.3 3.4 Ⅱ 頂版に床版ひびわれが見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.152222度 141.110833度

中央橋 ﾁｭｳｵｳﾊﾞｼ 水沢 前郷東半郷線 1965 5.4 3.5 Ⅱ 主桁に浸透水が要因と思われる遊離石灰が見られ。進行は見られないが、予防保全の観点から補修することが望ましい。 39.152500度 141.112778度

東半郷橋 ﾋｶﾞｼﾊﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 水沢 寺領西大畑線 1997 2.1 2.2 Ⅱ 頂版に乾燥収縮が要因と思われるひびわれが見られる。ひびわれ幅が0.35mmと広いため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.153055度 141.115277度

平沢橋 ﾋﾗｻﾜﾊﾞｼ 水沢 北下巾線 1993 4.4 12.6 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.154444度 141.116666度

平沢西橋 ﾋﾗｻﾜﾆｼﾊﾞｼ 水沢 高速側道西４号線 1975 6.9 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.15489度 141.11716度

寺領西橋 ｼﾞﾘｮｳﾆｼﾊﾞｼ 水沢 大町石田線 1976 4.2 6.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.145833度 141.119166度

平沢東橋 ﾋﾗｻﾜﾋｶﾞｼﾊｼ 水沢 高速側道東４号線 1983 6.9 3 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.155000度 141.117778度

平沢下の橋 ﾋﾗｻﾜｼﾓﾉﾊｼ 水沢 樋渡西広町線 1993 2.5 4 Ⅲ A1・A2側壁に広範囲のひびわれが見られる。構造の安全性の観点から速やかな措置が必要である。 39.155000度 141.120277度

稲荷田橋 ｲﾅﾘﾀﾞﾊｼ 水沢 水山東高山線 1993 2.5 16 Ⅱ 頂版および側壁にひびわれが見られる。ひびわれは一方向であるが、ひびわれ幅が大きいことから、予防保全の観点から，速やかに補修等を行うのが望ましい。 39.155277度 141.122777度

五千刈橋 ｺﾞｾﾝｶﾘﾊｼ 水沢 水山幅下線 1993 2.3 4 Ⅱ 頂版および側壁に乾燥収縮が要因と思われるひびわれが見られる。ひびわれ幅が広いため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態。 39.154722度 141.125555度

一本柳橋 ｲｯﾎﾟﾝﾔﾅｷﾞﾊｼ 水沢 二反田幅下線 1992 2.3 5.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.154377度 141.127350度

高網上の橋 ﾀｶｱﾐｶﾐﾉﾊｼ 水沢 幅下長町線 1991 2.3 5.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.153772度 141.130205度

小石田橋 ｺｲｼﾀﾞﾊﾞｼ 水沢 虚空蔵小路小石田線 2002 2.3 9 Ⅱ 側壁側面に幅3.0mmの遊離石灰を伴うひびわれが見られる。予防保全の観点からなるべく速やかに補修することが望ましい状態。 39.149208度 141.133819度

小石田中橋 ｺｲｼﾀﾞﾅｶﾊﾞｼ 水沢 堀の内小石田線 1978 5 4.2 Ⅱ 主桁にひびわれ、舗装に異常が見られる。 39.14927度 141.13539度

堀の内北橋 ﾎﾘﾉｳﾁｷﾀﾊｼ 水沢 谷地明円南丑沢線 1979 4.9 6.6 Ⅱ 竪壁に橋面からの浸透水が要因とい思われる遊離石灰の滲出が見られ、舗装全体にひびわれが見られる。予防保全の観点から、速やかに補修等を行う必要がある状態。 39.148638度 141.137291度

北栗林橋 ｷﾀｸﾞﾘﾊﾞﾔｼﾊｼ 水沢 勝手町線 1966 5.7 5.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.15204度 141.13562度

南丑沢橋 ﾐﾅﾐｳｼｻﾜﾊﾞｼ 水沢 谷地明円南丑沢線 1990 7.3 8.3 Ⅱ 床版に浸透水が要因と思われる漏水・遊離石灰が見られる。損傷範囲が広く凍害の影響が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.151388度 141.138497度

不断町上の橋 ﾌﾀﾞﾝﾁｮｳｶﾐﾉﾊｼ 水沢 勝手町赤土田線 1982 4.5 9 Ⅱ 頂版、終点側側壁に遊離石灰が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.150641度 141.141072度

不断町下の橋 ﾌﾀﾞﾝﾁｮｳｼﾓﾉﾊｼ 水沢 川口町多賀線 1983 4.4 6 Ⅱ 頂版に幅0.4mmの床版ひびわれが、側壁に幅0.4mmのひびわれが見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.150338度 141.142477度

多賀橋 ﾀｶﾞﾊｼ 水沢 中町多賀線 1980 7.5 13.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.150278度 141.144722度

五反町橋 ｺﾞﾀﾝﾁｮｳﾊｼ 水沢 川原田鐙田線 1989 11.4 8 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.152222度 141.147500度

高谷橋 ﾀｶﾔﾊｼ 水沢 梨田川高谷線 1996 9.3 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.15421度 141.15405度

梨田川橋 ﾅｼﾀｶﾜﾊﾞｼ 水沢 梨田川南桜沢２号線 1995 8.5 2.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.15443度 141.15647度

那須川橋 ﾅｽｶﾜﾊﾞｼ 水沢 仙人神明町線 1983 8 9.5 Ⅱ A1・A2橋台竪壁に漏水、地覆に凍害が要因とされる剥離が広範囲にみられる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.154161度 141.158297度

中田前橋 ﾅｶﾀﾏｴﾊｼ 水沢 東袖ノ目杉ケ崎線 1996 4.4 5 Ⅱ
頂版及び側壁に幅0.3～0.35mmのひびわれがみられる。部分的に角落ちも見られ、前回点検時からの損傷の進行も見られるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望まし
い。

39.150850度 141.163813度

東袖ノ目橋 ﾋｶﾞｼｿﾃﾞﾉﾒﾊｼ 水沢 東袖ノ目久根妻線 1993 10.4 3 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.150000度 141.166111度

船渡谷記橋 ﾌﾅﾜﾀﾘﾀﾆｷﾊｼ 水沢 前田久根妻線 1993 11 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.148889度 141.166389度

足袋針橋 ﾀﾋﾞﾊﾘﾊﾞｼ 水沢 西光田大明神１号線 1990 10.6 8.7 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.142030度 141.113805度

桜川橋 ｻｸﾗｶﾜﾊﾞｼ 水沢 桜川南矢中線 1973 9.6 3 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出、床版に床版ひびわれ、支承に腐食、舗装に土砂詰まりが見られる。 39.14254度 141.11702度

後田橋 ｳｼﾛﾀﾞﾊﾞｼ 水沢 高速側道西３号線 1982 11.2 3.9 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.143889度 141.119444度

水山橋 ﾐｽﾞﾔﾏﾊｼ 水沢 水山東高山線 1993 8.3 3 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.14486度 141.123230度

前田袋橋 ﾏｴﾀﾞﾌｸﾛﾊｼ 水沢 大町石田線 1983 7 7.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.14622度 141.12609度

堤谷地３号橋 ﾂﾂﾐﾔﾁｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 中野線 1984 7.3 8.8 Ⅱ 防護柵に経年劣化が要因と推定される腐食が見られる。損傷範囲が広いため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.105555度 141.168333度

田畑３号橋 ﾀﾊﾞﾀｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 田畑樋ノ口線 不明 3.2 6.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.124444度 141.172777度

北野橋 ｷﾀﾉﾊｼ 水沢 杉ノ下北野線 1972 2.4 6.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.113333度 141.151388度

西大深沢１号橋 ﾆｼｵｵﾌｶｻﾜｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 水沢 高速側道西２号線 不明 9.9 5.5 Ⅱ 床版に凍害が原因と考えられる剥離が見られる。損傷の進行が見られるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.109167度 141.119444度

西大深沢２号橋 ﾆｼｵｵﾌｶｻﾜﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 高速側道東２号線 不明 10.6 6 Ⅱ 床版に凍害が原因と考えられる鉄筋露出が見られる。損傷の進行が見られるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.109483度 141.120106度

西大深沢３号橋 ﾆｼｵｵﾌｶｻﾜｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 東大深沢西大深沢線 不明 12 6 Ⅱ 床版に橋面からの浸透水が要因と推定される錆汁・遊離石灰を伴う漏水が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.10984度 141.12442度

西大深沢４号橋 ﾆｼｵｵﾌｶｻﾜﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 東大深沢西大深沢線 不明 12.9 6 Ⅱ 主桁に凍害が要因と推定される欠損が見られる。欠損深さが5cmと深いため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.10844度 141.12993度

東大深沢橋 ﾋｶﾞｼｵｵﾌｶｻﾜﾊｼ 水沢 東大深沢西大深沢線 不明 5.5 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.108611度 141.133056度

浜田橋 ﾊﾏﾀﾞﾊｼ 水沢 大鐘中崎線 不明 11.6 7.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.107500度 141.136944度

川尻前橋 ｶﾜｼﾘﾏｴﾊｼ 水沢 川尻前町下線 2001 3.4 4.6 Ⅱ
頂版及び側壁に凍害が要因と思われる鉄筋露出、舗装に段差量74mmの路面の凹凸が見られる。
間詰からの漏水も見られることから、今後も損傷の拡大や鉄筋腐食の進行が考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.106111度 141.141944度

植田４号橋 ｳｴﾀﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 桧田余目下線 1999 5.9 7 Ⅱ 頂版及び側壁に遊離石灰がみられる。遊離石灰は比較的広範囲であり、今後凍害の影響を受ける可能性が高いため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.100000度 141.162222度

上野１号橋 ｳｴﾉｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 田畑上野線 1998 5.9 5.2 Ⅱ
頂版に漏水・遊離石灰、側壁に剝離・鉄筋露出、舗装にひびわれがみられる。
漏水は比較的広範囲の発生であり、今後凍害の影響を受ける可能性が高いため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.100833度 141.171111度

上野２号橋 ｳｴﾉﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 五百刈田天神林線 1998 5.7 2.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.100000度 141.173611度

上野３号橋 ｳｴﾉｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 宿上野線 1994 12.5 6.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.098056度 141.173889度

新堀１号橋 ﾆｲﾎﾞﾘｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 川尻本線 1984 6.4 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.097500度 141.145555度

新堀４号橋 ﾆｲﾎﾞﾘﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 高根本線 不明 5.7 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.09262度 141.15171度

熊堂橋 ｸﾏﾄﾞｳﾊｼ 水沢 折居町線 不明 2.5 5.7 Ⅱ 主桁にひびわれ、A1,A2橋台竪壁にひびわれ、舗装に異常が見られる。 39.10203度 141.13516度

万五郎橋 ﾏﾝｺﾞﾛｳﾊｼ 水沢 宮沢本線 1972 11 3.6 Ⅱ 床版に鉄筋露出が見られる。予防保全の観点から、補修を行うことが望ましい。 39.098056度 141.129722度

折居橋 ｵﾘｲﾊﾞｼ 水沢 折居町線 1970 8.3 6.5 Ⅱ A2橋台竪壁にひびわれとうきが見られる。補修後の再劣化であることから、補修を行うことが望ましい。 39.097222度 141.133889度

要害２号橋 ﾖｳｶﾞｲﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 要害１号線 1998 4 5.7 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.097500度 141.138611度

要害１号橋 ﾖｳｶﾞｲｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 折居駅うるし林線 1971 6.8 3.6 Ⅱ パラペット天端に剥離が見られる。予防保全の観点から、補修することが望ましい。 39.096944度 141.141667度

八反町橋 ﾊｯﾀﾝﾏﾁﾊｼ 水沢 川尻本線 1996 5.8 7.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.095833度 141.144722度
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堂田橋 ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾊﾞｼ 水沢 高根本線 1991 14 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.091111度 141.151944度

林前橋 ﾊﾔｼﾏｴﾊﾞｼ 水沢 林前２号線 1983 11.8 8 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.116944度 141.157500度

柿ノ木下橋 ｶｷﾉｷｼﾀﾊｼ 水沢 中野線 2002 9.3 8.3 Ⅲ 頂版に地震が要因と思われる床版ひびわれが見られる。ひびわれ幅が6.0㎜と広く、BOX構造性への影響が考えられることから、早期に措置を講ずべき状態と判断した。 39.114166度 141.146388度

南塩加羅１号橋 ﾐﾅﾐｼｵｶﾗｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 台町南塩加羅線 不明 3.3 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.12833度 141.151944度

南塩加羅２号橋 ﾐﾅﾐｼｵｶﾗﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 台町南塩加羅線 1996 9 2.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.127778度 141.151111度

西鶴巻１号橋 ﾆｼﾂﾙﾏｷｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 堂林前西鶴巻線 1996 9 2 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.123333度 141.152778度

高田橋 ﾀｶﾀﾞﾊｼ 水沢 高田上林下線 1975 5.7 5 Ⅲ 主桁に剥離・鉄筋露出が見られる。新規損傷も見られることから、速やかに補修することが望ましい。 39.114444度 141.146667度

川尻橋 ｶﾜｼﾘﾊｼ 水沢 高根本線 2001 3.7 7 Ⅱ
頂版に遊離石灰、側壁に鉄筋露出が見られる。間詰めからの漏水が見られ今後凍害の影響も受ける可能性が考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望まし
い。

39.103888度 141.148055度

志田見沢１号橋 ｼﾀﾞﾐｻﾞﾜｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 秋成本線 1993 2.2 15 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.120000度 141.148333度

八反町６号橋 ﾊｯﾀﾝﾏﾁﾛｸｺﾞｳｷｮｳ 水沢 折居駅うるし林線 1996 2.7 4 Ⅱ
頂版に橋面からの浸透水が要因と思われる漏水・遊離石灰が見られる。今後凍害の影響による損傷の進行に繋がる可能性が考えられるため、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい。

39.095833度 141.146944度

落合４号橋 ｵﾁｱｲﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 川尻本線 2001 3 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.105555度 141.148611度

西五郎兵衛２号橋 ﾆｼｺﾞﾛｳﾍﾞｲﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 杉ノ下４号線 2002 2.5 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.112777度 141.148055度

西五郎兵衛３号橋 ﾆｼｺﾞﾛｳﾍﾞｲｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 西五郎兵衛金田１号線 2002 2.5 6 Ⅱ 頂版に剝離・鉄筋露出、頂版の目地部から漏水・滞水がみられる。今後凍害による損傷の進行が考えられることから、予防保全の観点より速やかに補修することが望ましい。 39.111666度 141.148055度

東五郎兵衛２号橋 ﾋｶﾞｼｺﾞﾛｳﾍﾞｲﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 西五郎兵衛金田２号線 2001 2.5 4 Ⅱ
頂版に凍害が原因と推定される鉄筋露出が見られる。前回点検時ではうきであり損傷の進行が見られる。鉄筋の腐食も進行しているため、予防保全の観点より速やかに補修す
ることが望ましい。

39.110555度 141.150833度

落合５号橋 ｵﾁｱｲｺﾞｺﾞｳｷｮｳ 水沢 杉ノ下川尻線 2002 3.6 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.104722度 141.145833度

落合３号橋 ｵﾁｱｲｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 西五郎兵衛中平線 2001 2.5 4.5 Ⅱ 側壁に遊離石灰を伴ったひびわれが見られる。乾燥収縮が要因と推定される。部材への影響が懸念されることから、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.107500度 141.148333度

前堂地３号橋 ﾏｴﾄﾞｳｼﾞｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 西田下谷地線 2000 5.6 5 Ⅱ 頂版目地部に浸透水が要因と思われる漏水・遊離石灰が見られる。凍害の影響が懸念されるため、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.103333度 141.150833度

西田４号橋 ﾆｼﾀﾞﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 土手西田線 2000 6 6 Ⅱ 頂版に鉄筋露出、側壁にひびわれがみられる。凍害の影響が懸念されるため、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.101388度 141.154722度

西田３号橋 ﾆｼﾀﾞｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 中平土手線 2000 6 5 Ⅱ 頂版及び側壁に目地材の劣化が要因と推定される漏水がみられる。予防保全の観点から、なるべく速やかな補修を行うことが望ましい。 39.102777度 141.153333度

前堂地２号橋 ﾏｴﾄﾞｳｼﾞﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 前堂地堂田線 2001 3.2 6 Ⅱ 頂版に漏水、側壁に漏水と鉄筋露出がみられる。予防保全の観点から、なるべく速やかな補修を行うことが望ましい。 39.103888度 141.168333度

下谷地橋 ｼﾀﾔﾁﾊｼ 水沢 前堂地堂田線 不明 6 6 Ⅱ 頂版と側壁にかぶり不足が要因と思われる鉄筋露出が見られる。凍害の影響が懸念されるため、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.100000度 141.155000度

谷地舘橋 ﾔﾁﾀﾞﾃﾊｼ 水沢 川尻谷地舘線 1998 2.7 4 Ⅱ 頂版に剥離が見られる。凍害の影響によるものと推定される。予防保全の観点より速やかに補修することが望ましい。 39.097777度 141.142500度

新堀７号橋 ﾆｲﾎﾞﾘﾅﾅｺﾞｳｷｮｳ 水沢 川尻要害線 1998 2.6 6 Ⅱ 頂版に漏水・遊離石灰、側壁に漏水・滞水がみられる。損傷範囲が広く凍害の影響が懸念されるため、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.097777度 141.143888度

八反町５号橋 ﾊｯﾀﾝﾏﾁｺﾞｺﾞｳｷｮｳ 水沢 川尻要害線 1997 4.8 5 Ⅰ 頂版及び側壁の目地部において漏水がみられる。道路橋の機能に支障が生じていない状態である。 39.096111度 141.143333度

聖天上の橋 ｾｲﾃﾝｶﾐﾉﾊｼ 水沢 水山小石田線 1945 10.6 3 Ⅱ 主桁に凍害が原因と思われる剥離・鉄筋露出が見られる。損傷が進行する前に補修することが望ましい。 39.147222度 141.129722度

聖天下の橋 ｾｲﾃﾝｼﾓﾉﾊｼ 水沢 虚空蔵小路小石田線 1990 9.9 9 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.147500度 141.133889度

堀の内橋 ﾎﾘﾉｳﾁﾊｼ 水沢 谷地明円南丑沢線 1967 10.6 6.5 Ⅱ 竪壁に洗堀が見られる。耐久性確保の観点から早期に補修を行うことが望ましい。 39.147788度 141.136566度

上町橋 ｶﾐﾏﾁﾊｼ 水沢 上町大手町１号線 1966 3.1 3.2 Ⅱ 床版に剥離・鉄筋露出、A1,A2橋台竪壁に変形・欠損、舗装に異常が見られる。 39.14684度 141.13679度

搦手橋 ｶﾗﾒﾃﾊｼ 水沢 大手町勝手町線 1968 11.5 5.6 Ⅱ 床版に浸透水が要因と思われる遊離石灰が見られる。予防保全の観点から、損傷が進行する前に補修することが望ましい。 39.147222度 141.138889度

上の橋 ｶﾐﾉﾊｼ 水沢 大手通り線 1982 14.1 20.1 Ⅱ
床版に漏水・遊離石灰と錆汁の混入、橋台竪壁に幅1.2mmのひびわれが見られる。ひびわれ幅が比較的大きく損傷が進行するとコンクリートの耐久性低下が考えられるため、予
防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.146275度 141.140097度

下の橋 ｼﾓﾉﾊｼ 水沢 吉小路立町線 1930 7.2 4.8 Ⅰ 主桁に鉄筋露出があり、断面減少している。 39.145556度 141.141389度

万日橋 ﾏﾝﾆﾁﾊｼ 水沢 柳町三本木線 1926 6.1 3.6 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.144722度 141.144167度

三本木橋 ｻﾝﾎﾞﾝｷﾞﾊﾞｼ 水沢 大町三本木線 1928 6.3 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.144167度 141.144167度

長光寺橋 ﾁｮｳｺｳｼﾞﾊﾞｼ 水沢 大町線 1929 7.2 2.7 Ⅱ 主桁にジャンカと遊離石灰が見られる。予防保全の観点から、損傷が進行する前に補修することが望ましい。 39.143056度 141.143056度

春日町橋 ｶｽｶﾞﾏﾁﾊﾞｼ 水沢 大町杉ノ堂線 1929 9.2 12.2 Ⅱ
主桁に幅0.15～0.5mmのひびわれ、竪壁に剝離・鉄筋露出、防護柵に幅0.9mmのひびわれがみられる。ひびわれ幅が大きいことから、予防保全の観点から措置を講ずることが望
ましい。

39.141944度 141.143055度

寺小路橋 ﾃﾗｺｳｼﾞﾊﾞｼ 水沢 大町中町線 1927 7.6 4.2 Ⅱ 主桁に橋面からの浸透水が要因と思われる遊離石灰が見られる。予防保全の観点から、補修することが望ましい。 39.141111度 141.143167度

跡呂井橋 ｱﾄﾛｲﾊｼ 水沢 仙人神明町橋 1980 13.7 10.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.145833度 141.158611度

南矢中橋 ﾐﾅﾐﾔﾅｶﾊﾞｼ 水沢 桜川南谷中線 1968 5 3 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.13595度 141.11765度

南矢中西橋 ﾐﾅﾐﾔﾅｶﾆｼﾊﾞｼ 水沢 高速側道西３号線 1978 6.8 3.8 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.13608度 141.119444度

南矢中東橋 ﾐﾅﾐﾔﾅｶﾋｶﾞｼﾊｼ 水沢 高速側道東３号線 1978 6.9 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.13611度 141.120278度

南矢中下の橋 ﾐﾅﾐﾔﾅｶｼﾀﾉﾊｼ 水沢 矢中１号線 1964 5 3 Ⅱ 主桁に凍害が要因と思われる鉄筋露出が見られる。一部補修済みであるが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.13609度 141.12073度

高屋敷上の橋 ﾀｶﾔｼｷｳｴﾉﾊｼ 水沢 後田高屋敷線 1967 5 3 Ⅱ A1橋台竪壁に剥離が見られる。予防保全の観点から補修することが望ましい。 39.136389度 141.123611度

八反田橋 ﾊｯﾀﾝﾀﾞﾊｼ 水沢 高屋敷矢中１号線 1998 2.2 4 Ⅱ 頂版及び側壁に幅0.2～0.35mmのひびわれが見られる。ひびわれ幅が広く、ひびわれ間隔も狭いことから、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.136666度 141.123333度

鶴田上の橋 ﾂﾙﾀｳｴﾉﾊｼ 水沢 高屋敷矢中線 1998 2.2 4.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.137777度 141.123333度

鶴田下の橋 ﾂﾙﾀｼﾀﾉﾊｼ 水沢 斉の神天文台通り線 1980 5.2 5.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.138611度 141.129722度

田小路橋 ﾀｺｳｼﾞﾊﾞｼ 水沢 田小路大畑小路線 1999 2 4 Ⅱ 頂版、側壁に目地からの漏水が見られる。予防保全の観点からなる。 39.139444度 141.135833度

日高橋 ﾋﾀﾞｶﾊﾞｼ 水沢 日高小路線 1926 8.4 4 Ⅱ 床版に凍害が原因と思われる剥離・鉄筋露出が見られる。予防保全の観点から、損傷が進行する前に補修することが望ましい。 39.141389度 141.138056度

大畑橋 ｵｵﾊﾀﾊﾞｼ 水沢 吉小路大畑小路線 1926 7.8 4.5 Ⅱ 主桁に凍害が要因と思われる剥離・鉄筋露出が見られる。予防保全の観点から、損傷が進行する前に補修することが望ましい。 39.141667度 141.139722度

高屋敷中の橋 ﾀｶﾔｼｷﾅｶﾉﾊｼ 水沢 斉の神天文台通り線 1980 4 3 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出が見られる。 39.13666度 141.129722度

西町上の橋 ﾆｼﾏﾁｳｴﾉﾊｼ 水沢 西町天文台通り線 1983 4.4 4.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.13888度 141.133055度

西町橋 ﾆｼﾏﾁﾊｼ 水沢 西町下笹森線 1979 3.4 16.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.137500度 141.137777度

宮下橋 ﾐﾔｼﾀﾊｼ 水沢 宮前通り線 1989 3.4 8.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.13722度 141.138611度

宮下２号橋 ﾐﾔｼﾀﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 宮下町線 2001 3.5 3.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.13731度 141.139518度

袋町橋 ﾌｸﾛﾏﾁﾊｼ 水沢 袋町宮下町線 2001 3.1 4.8 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出が見られる。 39.13714度 141.14018度

袋町下の橋 ﾌｸﾛﾏﾁｼﾀﾉﾊｼ 水沢 袋町２号線 1972 3.2 5.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.13694度 141.140833度

南町橋 ﾐﾅﾐﾏﾁﾊｼ 水沢 中町大鐘線 1979 3.1 12.2 Ⅱ 主桁に凍害が原因と思われる剥離・鉄筋露出が見られる。予防保全の観点から、損傷が進行する前に補修することが望ましい。 39.136111度 141.142500度

南町中の橋 ﾐﾅﾐﾏﾁﾅｶﾉﾊｼ 水沢 南町山崎町１号線 1979 3.1 5 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出が見られる。 39.13555度 141.143333度

南町下の橋 ﾐﾅﾐﾏﾁｼﾀﾉﾊｼ 水沢 南町山崎町２号線 1980 3.3 7.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.13500度 141.14500度

濁川上の橋 ﾆｺﾞﾘｶﾜｶﾐﾉﾊﾞｼ 水沢 町裏見分森線 1992 3.3 4.6 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.127777度 141.110833度

濁川橋 ﾆｺﾞﾘｶﾜﾊﾞｼ 水沢 西田森下２号線 1972 7.4 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.128056度 141.114444度

前谷地橋 ﾏｴﾔﾁﾊﾞｼ 水沢 西田森下３号線 1992 3.3 4.6 Ⅱ 頂版に漏水、A1側壁に漏水・滞水が見られる。漏水が継続的に見られることから、予防保全の観点より速やかに補修することが望ましい。 39.128055度 141.117222度

前谷地西橋 ﾏｴﾔﾁﾆｼﾊﾞｼ 水沢 高速側道西３号線 1978 10.3 3.8 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.128611度 141.118333度

前谷地東橋 ﾏｴﾔﾁﾋｶﾞｼﾊｼ 水沢 高速側道東３号線 1978 8.9 6 Ⅱ 主桁に凍害が要因と思われる剥離・鉄筋露出が見られる。予防保全の観点から、補修することが望ましい。 39.128611度 141.118889度

クルス場橋 ｸﾙｽﾊﾞﾊｼ 水沢 西田森下１号線 1963 7.5 6.1 Ⅱ 横桁に鉄筋露出が見られる。進行が見られるため、予防保全の観点から補修することが望ましい。 39.129167度 141.120833度

クルス場下の橋 ｸﾙｽﾊﾞｼﾀﾉﾊｼ 水沢 福原桜屋敷西２号線 1963 7.4 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.129444度 141.123333度

町裏橋 ﾏﾁｳﾗﾊｼ 水沢 福原桜屋敷西１号線 1996 8.3 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.128889度 141.125556度

川端橋 ｶﾜﾊﾞﾀﾊﾞｼ 水沢 北上野福原線 1997 10.5 16 Ⅱ 竪壁に1.7mmのひびわれが見られる。乾燥収縮が要因と推定される。ひびわれ幅が広く、漏水の影響が懸念されるため、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.129722度 141.132222度

福吉橋 ﾌｸﾖｼﾊｼ 水沢 天文台通り桜屋敷線 1996 9 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.130833度 141.134167度

片子沢橋 ｶﾀｺﾞｻﾜﾊﾞｼ 水沢 西町下笹森線 1987 13.6 16 Ⅱ 排水管に腐食と防食機能の劣化、部分的な欠損が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.131111度 141.136388度

中上野橋 ﾅｶｳﾜﾉﾊﾞｼ 水沢 山崎町堰合線 1997 9.6 4 Ⅰ A1橋台に0.2mmひび割れがあり、注入工を行うのが良い。ＰＣ桁目地に極軽度な漏水遊離石灰がある。進展性は低いと思われ経過観察でよい。 39.131111度 141.139722度

大鐘橋 ｵｵｶﾞﾈﾊﾞｼ 水沢 中町大鐘線 1962 13.6 12.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.130556度 141.141111度

鶴渕上の橋 ﾂﾙﾌﾞﾁｶﾐﾉﾊﾞｼ 水沢 町裏見分森線 1975 6.4 5.4 Ⅱ 主桁に鉄筋露出が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.124722度 141.111111度

袖谷地橋 ｿﾃﾞﾔﾁﾊﾞｼ 水沢 西田森下３号線 1994 4.8 3 Ⅱ 頂版に漏水が、A1側壁に遊離石灰を伴ったひびわれが見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.125833度 141.117500度
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袖谷地西橋 ｿﾃﾞﾔﾁﾆｼﾊﾞｼ 水沢 高速側道西３号線 1976 9.1 3.8 Ⅱ 主桁に鉄筋露出が見られる。進行は見られないが、予防保全の観点から補修することが望ましい。 39.126389度 141.118333度

袖谷地東橋 ｿﾃﾞﾔﾁﾋｶﾞｼﾊｼ 水沢 高速側道東３号線 1975 9.1 6 Ⅱ 主桁に凍害が原因と思われる鉄筋露出が見られる。損傷の進行が見られるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.126389度 141.118889度

袖谷地下の橋 ｿﾃﾞﾔﾁｼﾀﾉﾊｼ 水沢 西田森下１号線 1996 4.9 4.9 Ⅱ 頂版に漏水・遊離石灰および変形・欠損、側壁に遊離石灰を伴ったひびわれが見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.126944度 141.120000度

外谷地北橋 ｿﾄﾔﾁｷﾀﾊｼ 水沢 外谷地鶴渕線 1996 4.1 7.5 Ⅱ 頂版に橋面からの浸透水が要因と思われる遊離石灰が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.128333度 141.123888度

桜屋敷橋 ｻｸﾗﾔｼｷﾊｼ 水沢 堰合桜屋敷１号線 1992 2.4 6.7 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.125833度 141.128333度

大鐘南下の橋 ｵｵｶﾞﾈﾐﾅﾐｼﾀﾉﾊｼ 水沢 南大鐘１号線 1981 3.6 4.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.12750度 141.139751度

道場下の橋 ﾐﾁﾊﾞｼﾓﾉﾊｼ 水沢 高速側道東６号線 1994 9.8 4.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.171944度 141.118611度

樋渡橋 ﾋﾜﾀｼﾊﾞｼ 水沢 寺領水ノ口線 1977 2.1 3.5 Ⅰ 健全である。 39.147222度 141.117500度

樋渡下の橋 ﾋﾜﾀﾘｼﾓﾉﾊｼ 水沢 樋渡西広町線 1977 2 3.5 Ⅰ 健全である。 39.147500度 141.119444度

二反田橋 ﾆﾊﾝﾀﾞﾊﾞｼ 水沢 水山東高山線 1982 2.5 4.3 Ⅰ 健全である。 39.147500度 141.122777度

二反田下の橋 ﾆﾊﾝﾀﾞｼﾓﾉﾊｼ 水沢 水山幅下線 1982 2.5 4.3 Ⅰ 健全である。 39.147777度 141.125555度

八反町橋 ﾊｯﾀﾝﾏﾁﾊｼ 水沢 勝手町線 1991 2 5 Ⅱ 漏水の影響による凍害が原因と考えられる剝離・鉄筋露出が見られる。進行性のある損傷であることから、予防保全の観点から補修を行うことが望ましい。 39.136666度 141.123333度

上町２号橋 ｳｴﾏﾁ2ｺﾞｳｷｮｳ 水沢 大町石田線 1982 2.9 7.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.144722度 141.135555度

高屋敷下の橋 ﾀｶﾔｼｷｼﾀﾉﾊｼ 水沢 西町３号線 1980 5.4 6.5 Ⅱ 主桁に凍害が要因と思われる鉄筋露出が見られる。予防保全の観点から、補修することが望ましい。 39.136667度 141.132222度

水沢工業団地橋 ﾐｽﾞｻﾜｺｳｷﾞｮｳﾀﾞﾝﾁﾊﾞｼ 水沢 東バイパス側道１号線 1997 2.2 8.1 Ⅱ 頂版に漏水・遊離石灰がみられる。漏水は継続的に見られ今後凍害の影響も受ける可能性が考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.164341度 141.164341度

花園町橋 ﾊﾅｿﾞﾉﾏﾁﾊﾞｼ 水沢 十文字秋成線 1989 2.8 24.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.142022度 141.155025度

堰合下の橋 ｾｷｱｲｼﾀﾉﾊｼ 水沢 山崎町堰合線 1992 2.9 9.4 Ⅱ
頂版に漏水・遊離石灰、側壁に幅0.3mmのひびわれ、遊離石灰が見られる。今後凍害の影響を受ける可能性が考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望まし
い。

39.128055度 141.130000度

堰合上の橋 ｾｷｱｲｳｴﾉﾊｼ 水沢 川端堰合線 1994 2.8 9 Ⅱ 頂版及び側壁にひびわれ、防護柵に腐食がみられる。漏水の影響が懸念されるため、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.127500度 141.129722度

曽根田１号橋 ｿﾈﾀﾞｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 水沢 五味田曽根田線 1996 3.3 6.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.153322度 141.088025度

曽根田２号橋 ｿﾈﾀﾞﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 水沢 明神堂鞘田線 1996 4 7 Ⅲ 頂版と側壁に錆汁混じりの漏水・遊離石灰が見られる。ｺﾝｸﾘｰﾄ内の鉄筋が腐食していると推定される。耐久性確保の観点から速やかな補修が望ましい。 39.151272度 141.089650度

沢田１号橋 ｻﾜﾀﾞ1ｺﾞｳｷｮｳ 水沢 白井坂線 1997 2.2 9.8 Ⅱ 頂版に漏水・遊離石灰、側壁に目地材の脱落が見られる。予防保全の観点から速やかな補修を行うことが望ましい。 39.161341度 141.157244度

東小深田橋 ﾋｶﾞｼｺﾊﾌｶﾀﾞﾊｼ 水沢 佐野原矢中線 1998 2.2 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.158658度 141.156205度

桜屋敷１号橋 ｻｸﾗﾔｼｷｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 堰合桜屋敷２号線 1994 2.4 4.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.125833度 141.128055度

西町上の橋 ﾆｼﾏﾁｳｴﾉﾊｼ 水沢 西町堰合線 1955 3.2 6.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.138888度 141.133055度

高屋敷橋 ﾀｶﾔｼｷﾊｼ 水沢 西町堰合線 1980 6.1 9.1 Ⅱ 排水管に欠損が見られる。損傷の進行によりコンクリート部材への影響が懸念されるため、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.136666度 141.131111度

大橋 ｵｵﾊｼ 水沢 西町堰合線 1999 8.6 8.9 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.128611度 141.127500度

惣前町２号橋 ｿｳｾﾞﾝﾏﾁ2ｺﾞｳｷｮｳ 水沢 東バイパス側道６号線 2002 4.2 5 Ⅱ
頂版に床版ひびわれが見られる。また、A1・A2側壁に乾燥収縮が要因と推定される幅0.35～0.4mmのひびわれも見られる。ひびわれ幅が広く、ひびわれ間隔も狭いことから、予防
保全の観点から速やかに補修することが望ましい。

39.152338度 141.162311度

北塩加羅上の橋 ｷﾀｼｵｶﾗｳｴﾉﾊｼ 水沢 太日通り山崎町線 2006 3.7 5.8 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.133333度 141.146666度

甲田橋 ｺｳﾃﾞﾝﾊｼ 水沢 中田町搦手線 2006 2.8 4.7 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.132222度 141.148888度

北塩加羅橋 ｷﾀｼｵｶﾗﾊｼ 水沢 十文字秋成線 1970 3.5 13.4 Ⅱ A2橋台竪壁に剥離とうきが見られる。凍害によるものと推定される。損傷の進行により、構造安全性に影響するため予防保全の観点から補修を行うことが望ましい。 39.130555度 141.151666度

東鶴巻１号橋 ﾋｶﾞｼﾂﾙﾏｷｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 台町南塩加羅線 2006 2.9 3.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.129722度 141.153611度

東鶴巻２号橋 ﾋｶﾞｼﾂﾙﾏｷﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 太日通り東鶴巻線 2006 4.3 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.128888度 141.154444度

町屋敷橋 ﾏﾁﾔｼｷﾊｼ 水沢 瀬台野高根線 1967 4.4 9.6 Ⅱ 主桁に欠損、A1橋台竪壁にうきと剥離が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.128888度 141.156111度

泉橋 ｲｽﾞﾐﾊｼ 水沢 東中通り町屋敷１号線 2005 2.9 4.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.128611度 141.159166度

朝日橋 ｱｻﾋﾊｼ 水沢 東中通り町屋敷２号線 1996 2.5 6.5 Ⅱ 頂版及び側壁に幅0.2～0.3mmのひびわれが見られる。ひびわれ幅が広く、ひびわれ間隔も狭いことから、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.128888度 141.160277度

町屋敷東橋 ﾏﾁﾔｼｷﾋｶﾞｼﾊｼ 水沢 熊ノ堂町屋敷線 2020 2.9 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.128611度 141.162777度

堤根橋 ﾂﾂﾐﾈﾊｼ 水沢 堤根沼尻線 2020 2.9 6.9 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.128333度 141.162777度

一ノ沢橋 ｲﾁﾉｻﾜﾊｼ 水沢 石名坂上野起線 1997 3.4 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.123611度 141.165833度

石名坂橋 ｲｼﾅｻﾞｶﾊｼ 水沢 石名坂若草線 1990 3.5 7.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.121944度 141.166111度

沢田橋 ｻﾜﾀﾞﾊｼ 水沢 原ノ下上野起線 2000 4 4.2 Ⅱ
頂版、側壁に幅0.2mm～0.3mmのひびわれ、翼壁に幅0.6mmの遊離石灰を伴うひびわれが見られる。頂版においては亀甲状となっている。コンクリート部材の劣化が懸念されるた
め、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.119722度 141.166666度

大内田前橋 ｵｵｳﾁﾀﾞﾏｴﾊｼ 水沢 大内田前伊手迎線 1978 6 2.7 Ⅲ A1橋台基礎部（パイルベント）に移動・傾斜、袖擁壁背面部に沈下が見られる。 39.11802度 141.16850度

船橋 ﾌﾅﾊﾞｼ 水沢 車堂殿野起線 1997 5.2 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.114722度 141.170555度

須江１号橋 ｽｴｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 十文字秋成線 2001 8.9 12 Ⅱ
頂版・側壁に幅0.4～0.6mm程度のひびわれ、頂版直上の舗装にひびわれが認められ、頂版においては亀甲状となっている。コンクリート部材の劣化が懸念されるため、予防保全
の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.128611度 141.149722度

乾場橋 ﾎｼﾊﾞﾊｼ 水沢 幅下町南線 1996 9 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.126111度 141.151944度

宮田橋 ﾐﾔﾀﾊｼ 水沢 堂林前迎畑線 1995 9 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.121667度 141.153333度

迎畑橋 ﾑｶｲﾊﾀﾊｼ 水沢 谷地堰迎畑線 1995 9.5 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.119444度 141.154167度

北下田橋 ｷﾀｼﾓﾀﾞﾊｼ 水沢 瀬台野高根線 1969 11.1 9.2 Ⅱ Ａ２竪壁剝離が見られる。凍害によるものと推定される。予防保全の観点より速やかに補修することが望ましい。 39.118055度 141.155555度

稗田橋 ﾋｴﾀﾊﾞｼ 水沢 北下田稗田下線 1979 14 6.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.115555度 141.158888度

水ノ口橋 ﾐﾉｸﾁﾊﾞｼ 水沢 垣ノ内水ノ口前線 1963 11 2.8 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.114722度 141.160278度

杉山下橋 ｽｷﾞﾔﾏｼﾀﾊｼ 水沢 十文字秋成線 1977 5.9 9.3 Ⅱ
主桁に漏水・滞水、竪壁に剥離、舗装にひびわれが見られる。橋台においては、漏水・遊離石灰もみられることから、コンクリート部材の劣化の進行性が高いため、予防保全の観
点から措置を講ずることが望ましい。

39.127222度 141.146111度

杉山下歩道橋 ｽｷﾞﾔﾏｼﾀﾎﾄﾞｳｷｮｳ 水沢 十文字秋成線 1991 4.2 3.1 Ⅱ 健全であり、部材の機能に支障が生じていない状態。 39.127222度 141.146111度

杉山下３号橋 ｽｷﾞﾔﾏｼﾀｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 南塩加羅杉山下線 1984 3.95 3.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.12722度 141.146944度

杉山下２号橋 ｽｷﾞﾔﾏｼﾀﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 十文字秋成線 1965 4.4 13.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.12726度 141.14763度

杉山下４号橋 ｽｷﾞﾔﾏｼﾀﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 幅下町南線 1997 2.9 4.6 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.12528度 141.14778度

堂林前１号橋 ﾄﾞｳﾊﾞﾔｼﾏｴｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 柿ノ木下南塩加羅線 2000 2.9 17.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.122500度 141.149166度

堂林前２号橋 ﾄﾞｳﾊﾞﾔｼﾏｴﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 堂林前谷地中線 2000 2.9 4.1 Ⅰ 頂版に橋面からの浸透水が要因と思われる漏水が見られるが、道路橋の機能に支障が生じていない。 39.122777度 141.150277度

堂林前３号橋 ﾄﾞｳﾊﾞﾔｼﾏｴｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 谷地中幅下線 2001 2.9 3.3 Ⅱ 頂版に遊離石灰が見られる。今後凍害の影響を受けやすいと考えられる。予防保全の観点から速やかに補修等を行うことが望ましい。 39.122777度 141.151388度

谷地中橋 ﾔﾁﾅｶﾊｼ 水沢 南塩加羅北下田線 1994 3 5 Ⅲ
頂版に幅0.2mmの床版ひびわれ、側壁に幅1.8mmのひびわれが見られる。部分的に角落ちが見られ、BOX構造性への影響が懸念されることから、速やかに補修することが望まし
い状態。

39.121111度 141.152222度

志田見沢橋 ｼﾀﾞﾐｻﾞﾜﾊｼ 水沢 志田見沢柿ノ木下線 1987 5 4.4 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出、A1,A2橋台竪壁にひびわれ、舗装に路面の凹凸が見られる。 39.12027度 141.146666度

杉ノ下橋 ｽｷﾞﾉｼﾀﾊｼ 水沢 北下田柿ノ木下線 1993 2.7 2.7 Ⅰ 健全である。 39.117222度 141.150000度

北下田２号橋 ｷﾀｼﾓﾀﾞﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 瀬台野高根線 1982 2.4 9.8 Ⅱ 竪壁に漏水・滞水、防護柵に損傷範囲の広い腐食が見られる。予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.115555度 141.151944度

北下田１号橋 ｷﾀｼﾓﾀﾞｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 水ノ口前２号線 1981 3.4 5.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.11527度 141.156111度

水ノ口前１号橋 ﾐﾉｸﾁﾏｴｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 林前２号線 1980 3.4 7.2 Ⅱ 床版に錆汁、舗装に異常が見られる。 39.11555度 141.156944度

水ノ口前２号橋 ﾐﾉｸﾁﾏｴﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 水ノ口前１号線 1980 3.45 5.2 Ⅱ 床版に遊離石灰、A2橋台竪壁にひびわれ、排水管に土砂詰まりが見られる。 39.11527度 141.15777度

北下田５号橋 ｷﾀｼﾓﾀﾞｺﾞｺﾞｳｷｮｳ 水沢 瀬台野高根線 1998 2.1 10 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.115000度 141.155277度

明正６号橋 ﾐｮｳｼｮｳﾛｸｺﾞｳｷｮｳ 水沢 明正下小谷木１号線 1972 2.8 3.5 Ⅱ 舗装部に段差が生じている。道路利用者に対する安全確保のため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.135277度 141.184166度

沼尻４号橋 ﾇﾏｼﾞﾘﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 沼尻２号線 1972 5.3 2.9 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.130000度 141.184444度

沼尻５号橋 ﾇﾏｼﾞﾘｺﾞｺﾞｳｷｮｳ 水沢 下小谷木沼尻２号線 1970 5.4 2.9 Ⅱ 主桁に凍害が要因と思われる剥離・鉄筋露出が見られる。予防保全の観点から、補修することが望ましい。 39.128889度 141.184444度

大手橋 ｵｵﾃﾊﾞｼ 水沢 大手通り線 2001 2.4 23.4 Ⅱ
頂版に漏水・遊離石灰、側壁に幅0.3mmのひびわれ、地覆に幅1.7mmのひびわれが見られる。
ひびわれは乾燥収縮が要因とされ、部材への影響が懸念されることから、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。

39.141536度 141.138997度

新堀６号橋 ﾆｲﾎﾞﾘﾛｸｺﾞｳｷｮｳ 水沢 山居折居町線 2002 7 13.4 Ⅱ 頂版、側壁に乾燥収縮が要因と思われる0.4～0.7mm幅の一方向ひびわれが見られる。 39.098611度 141.144166度

八反町７号橋 ﾊｯﾀﾝﾏﾁﾅﾅｺﾞｳｷｮｳ 水沢 土手堂田線 1996 5.9 5 Ⅰ 頂版に局部的な漏水、側壁に幅0.15mmのひびわれが見られる。前回点検時からの損傷の進行は見られないことから、道路橋の機能に支障が生じていない状況である。 39.095277度 141.148333度

八反町４号橋 ﾊｯﾀﾝﾏﾁﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 要害５号線 1997 4.1 4 Ⅰ 頂版に局部的な漏水、側壁に幅0.15mmのひびわれが見られる。いずれも軽微な損傷であるため、道路橋の機能に支障が生じていない状況である。 39.096666度 141.141944度

八反町８号橋 ﾊｯﾀﾝﾏﾁﾊﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 砂川堂田線 1995 5.8 6 Ⅱ 頂版に遊離石灰、側壁に漏水が見られる。予防保全の観点から補修を行うことが望ましい。 39.091944度 141.149444度
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京原橋 ｷｮｳﾊﾞﾗﾊｼ 水沢 桧田余目下線 不明 4.6 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.109722度 141.164166度

島田１号橋 ｼﾏﾀﾞｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 島田境田線 1999 5.8 5.3 Ⅱ 頂版に床版ひびわれが見られる。予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.100277度 141.164444度

中崎橋 ﾅｶｻﾞｷﾊｼ 水沢 中崎宮沢線 不明 3.3 4 Ⅱ 頂版に漏水・遊離石灰がみられる。漏水は継続的で、進行性が高いと考えられるため、予防保全の観点から補修を行うことが望ましい。 39.095833度 141.116666度

原ノ西２号橋 ﾊﾗﾉﾆｼﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 マイアネタウン３２号線 2008 2.4 14.1 Ⅱ 頂版に目地材の脱落および錆汁混じりの遊離石灰、両側壁に漏水・滞水が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.119444度 141.163333度

野地田２号橋 ﾔﾁﾀﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 マイアネタウン３３号線 2008 2.4 12.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.119444度 141.161666度

向畑１号橋 ﾑｶｲﾊﾀ1ｺﾞｳｷｮｳ 水沢 宝柳木・御山下線 1975 3.3 5.5 Ⅱ 地覆に変形・欠損、ひびわれが見られる。凍害により今後さらに進行する前に措置を講ずることが望ましい。 39.146952度 141.189680度

下屋敷１号橋 ｼﾀﾔｼｷｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 駅南和田線 1973 5.2 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.141111度 141.190000度

下屋敷２号橋 ｼﾀﾔｼｷﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 下屋敷和田線 1973 5.2 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.13954度 141.18911度

明正１号橋 ﾐｮｳｼｮｳｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 下屋敷窪田線 1972 6 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.13826度 141.18832度

沼尻橋 ﾇﾏｼﾞﾘﾊｼ 水沢 沼尻洗田線 1972 7.3 5.6 Ⅱ
床版及び橋台竪壁に漏水・遊離石灰、添架物に腐食と防食機能の劣化、変形が見られる。漏水は継続的に見られることから、ｺﾝｸﾘｰﾄ部材劣化の進行が高いと考えられるため、
予防保全の観点より速やかに補修することが望ましい。

39.135555度 141.186666度

沼尻２号橋 ﾇﾏｼﾞﾘﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 明正１号線 1972 4.2 4.2 Ⅱ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.13555度 141.186944度

明正４号橋 ﾐｮｳｼｮｳﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 明正沼尻線 1972 2.2 3.3 Ⅱ
頂版と側壁に漏水が見られる。目地部からの漏水は継続的に見られることから、ｺﾝｸﾘｰﾄ部材劣化の進行が高いと考えられるため、予防保全の観点より速やかに補修することが
望ましい。

39.133888度 141.185833度

八幡橋 ﾊﾁﾏﾝﾊｼ 水沢 沼尻北鵜ノ木線 1961 13 3.4 Ⅱ 床版に凍害が要因と思われる鉄筋露出が見られる。予防保全の観点から補修することが望ましい。 39.132222度 141.186111度

窪橋 ｸﾎﾞﾊｼ 水沢 沼尻窪線 1980 7 3 Ⅲ A1,A2橋台フーチングに洗掘が見られる。損傷範囲が広く、橋台の安定に影響を及ぼす損傷であり、構造の安全性の観点から早期に補修を行うことが望ましい。 39.127778度 141.186667度

上大久保橋 ｶﾐｵｵｸﾎﾞﾊﾞｼ 水沢 大久保線 1983 12.8 5 Ⅱ
床版に遊離石灰が、舗装に舗装ひびわれが見られる。床版の損傷範囲は広くないが、直上の舗装ひびわれが確認されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望まし
い。

39.193611度 141.165833度

菅生田橋 ｽｺﾞｳﾀﾊﾞｼ 水沢 沢田小田線 1992 13.8 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.096667度 141.213056度

桜橋 ｻｸﾗﾊﾞｼ 水沢 谷地袖ノ沢線 1968 11.4 4.2 Ⅱ 床版に鉄筋露出が見られる。予防保全の観点から、補修することが望ましい。 39.097500度 141.215833度

念仏坂橋 ﾈﾝﾌﾞﾂｻﾞｶﾊｼ 水沢 長根下柳線 不明 7.1 2.7 Ⅱ A1・A2橋台パイルベントにひびわれが見られる。他部材への影響が懸念されるため、補修することが望ましい。 39.087222度 141.196389度

袈裟掛橋 ｹｻｶｹﾊｼ 水沢 正法寺柳沢線 1983 12.5 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.075556度 141.211111度

向畑２号橋 ﾑｺｳﾊﾞﾀ2ｺﾞｳｷｮｳ 水沢 向畑５号線 1975 3.2 12 Ⅱ
防護柵、縁石に変形・欠損、舗装に段差量97mmの路面の凹凸、沈下、ひびわれが見られる。
通行に影響を与える可能性が考えられるため、第三者被害防止の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.144905度 141.190344度

向畑３号橋 ﾑｺｳﾊﾞﾀ3ｺﾞｳｷｮｳ 水沢 向畑８号線 1975 3.3 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.144069度 141.190758度

沼尻３号橋 ﾇﾏｼﾞﾘｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 窪田明正１号線 1972 4.4 4.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.13578度 141.187564度

白石沢橋 ｼﾛｲｼｻﾞﾜﾊｼ 水沢 白石沢１号線 不明 10 3.2 Ⅱ P1橋脚柱部に遊離石灰を伴うひびわれ、舗装に路面の凹凸が見られる。 39.07000度 141.184444度

経塚沢橋 ｷｮｳﾂｶｻﾞﾜﾊｼ 水沢 兵士沢線 1969 3 3.3 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出が見られる。 39.08111度 141.211388度

土橋 ﾄﾞﾊｼ 水沢 兵士沢線 1970 5.1 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.07833度 141.222222度

下川端橋 ｼﾓｶﾜﾊﾞﾀﾊｼ 水沢 羽田幹線 1942 3.4 34.8 Ⅱ 翼壁に幅25mmのひびわれが見られる。ひびわれ幅が広いため、予防保全の観点から補修を行うことが望ましい。 39.142222度 141.191388度

北栗林歩道橋 ｷﾀｸﾘﾊﾞﾔｼﾎﾄﾞｳｷｮｳ 水沢 勝手町線 不明 7 2 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.152061度 141.135567度

柿ノ木下２号橋 ｶｷﾉｷｼﾀﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 中野線 不明 2.9 6.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.113611度 141.148055度

要害前橋 ﾖｳｶﾞｲﾏｴﾊｼ 水沢 秋成本線 不明 9.6 16 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.118888度 141.154166度

松ノ木沢川１号橋 ﾏﾂﾉｷｻﾞﾜｶﾞﾜｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 前沢 松ノ木沢４号線 1972 13.5 2 Ⅱ 主桁側面に乾燥収縮が要因と思われるひびわれと、床版に橋面からの浸透水が要因と思われる遊離石灰の滲出が見られる。予防保全の観点から補修を行うことが望ましい。 39.094166度 141.103611度

松ノ木沢川２号橋 ﾏﾂﾉｷｻﾞﾜｶﾞﾜﾆｺﾞｳｷｮｳ 前沢 松ノ木沢５号線 1972 13.6 2 Ⅱ 床版に浸透水が要因と思われる錆汁混じりの遊離石灰が見られる。凍害の影響が懸念されるため、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.093055度 141.105833度

松ノ木沢川３号橋 ﾏﾂﾉｷｻﾞﾜｶﾞﾜｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 前沢 松ノ木沢６号線 1972 13.5 2 Ⅱ
床版に遊離石灰の析出が見られる。漏水は継続的に見られることから、ｺﾝｸﾘｰﾄ部材のへの影響が高いと考えられるため、予防保全の観点より速やかに補修することが望まし
い。

39.093055度 141.108888度

松ノ木沢橋 ﾏﾂﾉｷｻﾜﾊﾞｼ 前沢 松ノ木沢外ケ沢１号線 1972 13.9 3 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.093055度 141.110833度

松ノ木沢川５号橋 ﾏﾂﾉｷｻﾞﾜｶﾞﾜｺﾞｺﾞｳｷｮｳ 前沢 松ノ木沢外ケ沢２号線 不明 13.4 2.5 Ⅲ
主桁、横桁、支承に腐食、防護柵に腐食とゆるみ・脱落、変形が見られる。支承はアンカーボルトのゆるみも見られることから橋梁構造の安全性の観点から、早期に措置を講ずべ
き状態。

39.091388度 141.118055度

四谷橋 ﾖﾂﾔﾊｼ 前沢 北舘四ツ谷線 1970 12.5 6 Ⅲ 主桁、支承に部材膨張や板厚減少を伴う腐食が見られる。橋梁構造の安全性の観点から、早期に措置を講ずるべき状態。 39.091111度 141.119722度

志人沢橋 ｼﾆﾝｻﾞﾜﾊｼ 前沢 寺ノ上志人沢線 不明 3.6 3.9 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.09056度 141.12028度

松ノ木沢川７号橋 ﾏﾂﾉｷｻﾞﾜｶﾞﾜﾅﾅｺﾞｳｷｮｳ 前沢 志戸ケ沢３号線 1971 13.4 3 Ⅱ 主桁、横桁、支承、防護柵に表面的な腐食が広範囲に見られる。錆の進行性が高いと考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.091666度 141.127777度

種次橋 ﾀﾈﾂｷﾞﾊｼ 前沢 折居線 1962 12.6 3.3 Ⅱ 床版に橋面からの浸透水が要因と思われる遊離石灰、舗装の一部に段差20mmが見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.091388度 141.137777度

北舘橋 ｷﾀﾀﾞﾃﾊｼ 前沢 北舘幅下線 1957 12 1.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.090555度 141.139166度

桜町橋 ｻｸﾗﾏﾁﾊｼ 前沢 北舘東砂子田線 1985 13.3 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.090277度 141.140277度

舘合下橋 ﾀﾃｱｲｼﾀﾊｼ 前沢 舘合下東見寺下線 1994 14.1 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.085555度 141.138333度

明後沢川４号橋 ﾐｮｳｺﾞｻﾞﾜｶﾞﾜﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 前沢 東見寺下前沖線 1997 8.8 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.083611度 141.144166度

堂田橋 ﾄﾞｳﾀﾊｼ 前沢 林後１号線 1959 11.2 3.2 Ⅱ 主桁Ａ１側端部側面に鉄筋露出が見られる。凍害によるものと推定される。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態。 39.087500度 141.150833度

関口橋 ｾｷｸﾞﾁﾊｼ 前沢 古舘線 1956 11.1 5.5 Ⅱ 床版に遊離石灰が見られる。橋面からの浸透水が要因と思われる。漏水は継続的で進行性が高いことから予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態。 39.086111度 141.154722度

舘沖橋 ﾀﾃｵｷﾊﾞｼ 前沢 船橋古舘線 2001 13 12 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.085555度 141.157777度

松ノ木沢川15号橋 ﾏﾂﾉｷｻﾞﾜｶﾞﾜｼﾞｭｳｺﾞｺﾞｳｷｮｳ 前沢 保志場宇津揆根線 1956 11.1 2.3 Ⅱ
床版に浸透水が要因と推定される遊離石灰が見られ、竪壁に凍害が要因と推定される剥離、地覆に凍害が要因と推定される鉄筋露出が見られる。損傷の範囲が広いため、予防
保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態。

39.085277度 141.160000度

松ノ木沢川16号橋 ﾏﾂﾉｷｻﾞﾜｶﾞﾜｼﾞｭｳﾛｸｺﾞｳｷｮｳ 前沢 保志場沼田線 1979 11.1 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.085000度 141.163055度

明後沢橋 ﾐｮｳｺﾞｻﾜﾊﾞｼ 前沢 寺ノ上志人沢線 2004 9.4 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.083333度 141.133333度

明後沢川５号橋 ﾐｮｳｺﾞｻﾞﾜｶﾞﾜｺﾞｺﾞｳｷｮｳ 前沢 中田前水上西線 2001 10 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.083333度 141.146944度

明後沢川６号橋 ﾐｮｳｺﾞｻﾞﾜｶﾞﾜﾛｸｺﾞｳｷｮｳ 前沢 古舘線 2000 10 6 Ⅱ 伸縮装置に経年劣化が要因と思われる目地材の脱落が見られる。漏水によるコンクリート部材の劣化が懸念されるため、予防保全の観点から補修することが望ましい状態。 39.081944度 141.149166度

丑の子上橋 ｳｼﾉｺｶﾐﾊｼ 前沢 新山前中島線 2000 9.5 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.081111度 141.151944度

明後沢川12号橋 ﾐｮｳｺﾞｻﾞﾜｶﾞﾜｼﾞｭｳﾆｺﾞｳｷｮｳ 前沢 野中前新山前線 2000 12 7.1 Ⅱ 伸縮装置に最大50mmの段差と変形･欠損、舗装にひびわれが見られる。輪荷重の繰り返しによる損傷の拡大が懸念されるため、措置を講ずることが望ましい。 39.081111度 141.152222度

上板子沢橋 ｲﾀｺﾞｻﾞﾜﾊｼ 前沢 横道前裏新田線 2000 11.2 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.073611度 141.100833度

寺領水路１号橋 ｼﾞﾘｮｳｽｲﾛｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 前沢 荒屋敷沖亀田線 2001 2.3 5.6 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.076111度 141.135277度

寺領水路２号橋 ｼﾞﾘｮｳｽｲﾛﾆｺﾞｳｷｮｳ 前沢 荒屋敷沖要害線 1975 4.8 5.1 Ⅲ 間詰め床版に遊離石灰が見られる。 39.07581度 141.13737度

寺領水路３号橋 ｼﾞﾘｮｳｽｲﾛｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 前沢 内ノ町十文字線 2000 6 2.7 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.07527度 141.139166度

四反田橋 ｼﾀﾝﾀﾞﾊｼ 前沢 東見寺堂ノ木線 1976 7.6 5.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.076667度 141.153333度

明後沢川10号橋 ﾐｮｳｺﾞｻﾞﾜｶﾞﾜｼﾞｭｳｺﾞｳｷｮｳ 前沢 高殿鶴田線 1994 9.4 5 Ⅱ 床版に橋面からの浸透水が要因と思われる漏水・遊離石灰が見られる。凍害の影響が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態。 39.073611度 141.150833度

松ノ木沢川17号橋 ﾏﾂﾉｷｻﾞﾜｶﾞﾜｼﾞｭｳﾅﾅｺﾞｳｷｮｳ 前沢 内屋敷線 1996 6 2.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.07694度 141.168611度

前沢水路１号橋 ﾏｴｻﾜｽｲﾛｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 前沢 不動堤線 不明 3 2.7 Ⅱ A1橋台竪壁にひびわれ、舗装に異常が見られる。 39.06722度 141.11888度

丑沢上橋 ｳｼｻﾞﾜｶﾐﾊｼ 前沢 丑沢横道後線 1977 4 8.9 Ⅱ A1橋台竪壁に変形・欠損が見られる。 39.14111度 141.07638度

丑沢水路４号橋 ｳｼｻﾞﾜｽｲﾛﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 前沢 要害十文字線 2003 2.3 3.9 Ⅱ 頂版に遊離石灰が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.070555度 141.136944度

寺領水路７号橋 ｼﾞﾘｮｳｽｲﾛﾅﾅｺﾞｳｷｮｳ 前沢 野中鍵取線 2001 6 3.7 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.07025度 141.14850度

寺領水路８号橋 ｼﾞﾘｮｳｽｲﾛﾊﾁｺﾞｳｷｮｳ 前沢 高殿石持線 2001 6.8 3.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.06994度 141.14922度

明後沢川11号線 ﾐｮｳｺﾞｻﾞﾜｶﾞﾜｼﾞｭｳｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 前沢 石持高殿線 1999 4.5 5 Ⅱ 頂版、側壁に幅0.3～0.4mmのひびわれが見られる。ひびわれ幅が大きいため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.069722度 141.149722度

寺領水路９号橋 ｼﾞﾘｮｳｽｲﾛｷｭｳｺﾞｳｷｮｳ 前沢 野中前新山前線 2011 6.7 11 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.070833度 141.146666度

四反田水路３号橋 ｼﾀﾝﾀﾞｽｲﾛｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 前沢 野中前新山前線 不明 2.9 11.2 Ⅱ 頂版に幅0.9mm、側壁に幅1.0mmのひびわれが見られる。ひびわれ幅が広く、漏水の影響が懸念されるため、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.072222度 141.148333度

宮内排水路７号橋 ﾐﾔｳﾁﾊｲｽｲﾛﾅﾅｺﾞｳｷｮｳ 前沢 上野銭神２号線 1997 2.4 6.5 Ⅱ 舗装面に凹凸が見られる。輪荷重の繰り返しによる損傷の拡大が懸念されるため、維持工事にて対応する必要がある 39.068888度 141.154166度

迎谷起橋 ﾑｶｲﾔｷﾞﾊｼ 前沢 迎谷起線 1984 6 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.067500度 141.175277度

輔八橋 ｽｹﾊﾁﾊｼ 前沢 北二ノ台線 1973 4.1 6.9 Ⅱ 床版に遊離石灰、A2橋台竪壁に変形・欠損、舗装に異常が見られる。 39.06305度 141.100555度

丑沢水路８号橋 ｳｼｻﾞﾜｽｲﾛﾊﾁｺﾞｳｷｮｳ 前沢 亀田大曲橋線 1973 8.4 5.2 Ⅱ
主桁に剥離が見られる。施工目地部に損傷が生じており、凍結融解作用の影響と推定される。水の影響を受ける部位であり、進行性のある損傷のため、予防保全の観点から補
修を行うことが望ましい状態。

39.065277度 141.139444度

丑沢水路９号橋 ｳｼｻﾞﾜｽｲﾛｷｭｳｺﾞｳｷｮｳ 前沢 古城田中野中前線 1978 8.1 2.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.063611度 141.140833度

彼岸田橋 ﾋｶﾞﾝﾃﾞﾝﾊｼ 前沢 亀田大曲橋線 1990 8.8 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.063333度 141.148055度
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宮内排水路９号橋 ﾐﾔｳﾁﾊｲｽｲﾛｷｭｳｺﾞｳｷｮｳ 前沢 亀田大曲橋線 1997 2.1 4.2 Ⅰ 頂版に漏水・遊離石灰、側壁に漏水・滞水が見られる。いずれも変状は局部的であり、道路橋の機能に支障が生じていない。 39.063888度 141.154444度

宮内排水路10号橋 ﾐﾔｳﾁﾊｲｽｲﾛｼﾞｭｳｺﾞｳｷｮｳ 前沢 莇田舘線 1997 2.1 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.062500度 141.154444度

一の沢橋 ｲﾁﾉｻﾜﾊｼ 前沢 二ノ沢一ノ沢線 1982 3.5 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.06166度 141.076944度

太郎ヶ沢川２号橋 ﾀﾛｳｶﾞｻﾜｶﾞﾜﾆｺﾞｳｷｮｳ 前沢 簾森養ケ森線 1976 6.8 3 Ⅱ 主桁に凍害が要因と思われる欠損が見られる。凍害による損傷が大きくなることが予想されるため、速やかに措置を講ずることが望ましい。 39.060277度 141.104444度

丑沢水路10号橋 ｳｼｻﾞﾜｽｲﾛｼﾞｭｳｺﾞｳｷｮｳ 前沢 安久沢東島田線 1998 3.5 5 Ⅱ
側壁に漏水・遊離石灰とひびわれ、舗装に路面の凹凸、土砂詰まり、防護柵に防食機能の劣化がみられる。
予防保全の観点から補修を行うことが望ましい。

39.060555度 141.141666度

丑沢水路11号橋 ｳｼｻﾞﾜｽｲﾛｼﾞｭｳｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 前沢 北久保安久沢東線 不明 4.5 5.4 Ⅲ 主桁の1部に鉄筋露出、竪壁（基礎部）に深さ20cm程度の洗堀が確認される。橋梁構造性の観点から早期に補修を行うことが望ましい。 39.059166度 141.142777度

安久沢南橋 ｱｸｻﾞﾜﾐﾅﾐﾊｼ 前沢 北久保安久沢東線 不明 3.4 4.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.05888度 141.142777度

藤巻橋 ﾌｼﾞﾏｷﾊﾞｼ 前沢 阿部舘三反田線 1998 12.3 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.059167度 141.145000度

宮内排水路13号橋 ﾐﾔｳﾁﾊｲｽｲﾛｼﾞｭｳｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 前沢 天王谷起１号線 1997 2.5 3.5 Ⅱ 目地部の欠損が見られる。変状は局部的であるが、漏水によりコンクリート部材の損傷原因に繋がるため、措置を講ずることが望ましい。 39.057777度 141.152777度

天王谷起橋 ﾃﾝﾉｳﾔｷﾞﾊｼ 前沢 明土阿部舘線 不明 11.6 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.058055度 141.144444度

宮内排水路11号橋 ﾐﾔｳﾁﾊｲｽｲﾛｼﾞｭｳｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 前沢 莇田明土線 1997 2.1 5.2 Ⅱ
頂版に漏水・滞水、両側壁にひびわれが見られる。漏水は継続的に見られることから、コンクリート部材劣化の進行性が高いと考えられる。予防保全の観点より措置を講ずること
が望ましい。

39.061388度 141.154722度

岩の沢川６号橋 ｲﾜﾉｻﾜｶﾞﾜﾛｸｺﾞｳｷｮｳ 前沢 生白１０号線 不明 5.8 5.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.060277度 141.178333度

岩の沢川７号橋 ｲﾜﾉｻﾜｶﾞﾜﾅﾅｺﾞｳｷｮｳ 前沢 南在中道線 2001 6.1 9 Ⅲ 頂版に最大幅0.5mmの床版ひびわれ、翼壁に遊離石灰を伴う0.6mmのひびわれが見られる。予防保全の観点から速やかな補修を行うことが望ましい。 39.058333度 141.175000度

町裏橋 ﾏﾁｳﾗﾊｼ 前沢 南在中道線 1965 7.5 6.5 Ⅱ 主桁にひびわれやうきが見られる。予防保全の観点から、補修することが望ましい。 39.058056度 141.175000度

下野橋 ｼﾓﾉﾊｼ 前沢 町谷地前線 2003 7.8 12.9 Ⅱ
頂版に0.3mmの床版ひびわれ、両側壁に0.35mmのひびわれ、防護柵にボルトの脱落がみられる。角落ちは見られないがひびわれ幅が大きいため、予防保全の観点から措置を講
ずることが望ましい。

39.057777度 141.174166度

本田橋 ﾎﾝﾀﾞﾊｼ 前沢 町谷地前線 1969 5 6.6 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.057222度 141.175556度

太郎ケ沢川３号橋 ﾀﾛｳｶﾞｻﾜｶﾞﾜｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 前沢 簾森陣場線 1977 13.4 3 Ⅱ 主桁、横桁に腐食と防食機能の劣化が見られる。支承部は本体とアンカーボルトに腐食がみれら、層状剥離が確認される。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.055833度 141.108333度

太郎ケ沢川４号橋 ﾀﾛｳｶﾞｻﾜｶﾞﾜﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 前沢 陣場太郎ケ沢線 不明 6.1 3.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.05277度 141.109166度

大林寺下橋 ﾀﾞｲﾘﾝｼﾞｼﾀﾊｼ 前沢 大林寺下線 1987 4.5 3.8 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.05611度 141.127222度

宮内排水路16号橋 ﾐﾔｳﾁﾊｲｽｲﾛｼﾞｭｳﾛｸｺﾞｳｷｮｳ 前沢 天王谷起前沢下谷起線 1998 7.4 3 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.053333度 141.147778度

岩の沢川８号橋 ｲﾜﾉｻﾜｶﾞﾜﾊﾁｺﾞｳｷｮｳ 前沢 生白２３号線 2001 7.7 5.5 Ⅱ 頂版に床版ひびわれ、側壁にひびわれが見られる。それぞれひびわれ幅は0.2～0.3mmと比較的広いため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.053055度 141.171666度

岩の沢川９号橋 ｲﾜﾉｻﾜｶﾞﾜｷｭｳｺﾞｳｷｮｳ 前沢 生母下谷起線 1976 11 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.051389度 141.164722度

岩の沢川15号橋 ｲﾜﾉｻﾜｶﾞﾜｼﾞｭｳｺﾞｺﾞｳｷｮｳ 前沢 生白22号線 不明 9 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.054722度 141.173333度

南在１号橋 ﾐﾅﾐｻﾞｲｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 前沢 南在４号線 1990 5.9 4.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.052500度 141.173055度

南在２号橋 ﾐﾅﾐｻﾞｲﾆｺﾞｳｷｮｳ 前沢 南在４号線 1990 6.4 5.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.052500度 141.174166度

南在３号橋 ﾐﾅﾐｻﾞｲｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 前沢 南在４号線 1989 5.8 5.3 Ⅱ 頂版に乾燥収縮が要因と思われる床版ひびわれが見られる。 39.052777度 141.174722度

生母不動橋 ｾｲﾎﾞﾌﾄﾞｳﾊｼ 前沢 町谷地前線 1963 6.4 7.6 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出が見られる。予防保全の観点から、補修することが望ましい。 39.055436度 141.176981度

岩沢橋 ｲﾜｻﾜﾊｼ 前沢 南在中道線 1967 7.3 6.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.053333度 141.172500度

大日向橋 ｵｵﾋﾅﾀﾊｼ 前沢 大日向線 1998 2.4 4.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.052500度 141.182222度

滝の沢橋 ﾀｷﾉｻﾜﾊｼ 前沢 滝ノ沢三沢線 不明 3.7 2.7 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.05528度 141.191111度

太郎ケ沢川５号橋 ﾀﾛｳｶﾞｻﾜｶﾞﾜｺﾞｺﾞｳｷｮｳ 前沢 泊ケ崎太郎ケ沢線 不明 7.3 3 Ⅲ 支承部、アンカーボルトに腐食が見られる。前回点検から著しい損傷の進行が見られることから、速やかに補修することが望ましい。 39.046667度 141.113611度

岩の沢川10号橋 ｲﾜﾉｻﾜｶﾞﾜｼﾞｭｳｺﾞｳｷｮｳ 前沢 羽場下谷起線 不明 11.7 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.049444度 141.161389度

岩の沢川11号橋 ｲﾜﾉｻﾜｶﾞﾜｼﾞｭｳｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 前沢 羽場舘下１号線 不明 11.7 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.048333度 141.160000度

雨渕橋 ｱﾒﾌﾞﾁﾊｼ 前沢 市ノ渡１号線 不明 5.8 2.7 Ⅲ 床版全体に剥離が見られる。部材への影響が懸念されることから、速やかに補修することが望ましい。 39.048056度 141.178611度

成岡田橋 ﾅﾘｵｶﾀﾞﾊｼ 前沢 成岡田線 不明 2.8 6.2 Ⅱ 頂版継ぎ目に橋面からの浸透水が要因と思われる漏水が見られる。凍害の影響を受ける可能性が高いため、予防保全の観点から補修を行うことが望ましい。 39.055277度 141.191111度

太郎ヶ沢10号橋 ﾀﾛｳｶﾞｻﾜｶﾞﾜｼﾞｭｳｺﾞｳｷｮｳ 前沢 平前塔ヶ崎線 不明 9.5 1.6 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.04138度 141.12333度

前沢水路13号橋 ﾏｴｻﾜｽｲﾛｼﾞｭｳｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 前沢 高畑２号線 不明 5 3 Ⅲ 主桁に剥離・鉄筋露出が見られる。進行性のある損傷であることから、早期対策が望ましい。 39.045000度 141.127222度

五反田北橋 ｺﾞﾀﾝﾀﾞｷﾀﾊｼ 前沢 高畑前沢田中線 不明 4.4 3.3 Ⅱ
両側壁のハンチに鉄筋露出が見られる。かぶり不足が要因と推定される。雨水の影響により鉄筋腐食の進行性が高まり、コンクリート部材の損傷原因となり得るため、予防保全
の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.044166度 141.127777度

前沢水路14号橋 ﾏｴｻﾜｽｲﾛｼﾞｭｳﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 前沢 前沢田中高畑線 1994 3.1 5 Ⅱ
頂版に目地部からの漏水・滞水が見られる。目地部からの漏水は継続的に見られることから、コンクリート部材劣化の進行性が高いと考えられるため、予防保全の観点から措置
を講ずることが望ましい。

39.043611度 141.129444度

前沢水路15号橋 ﾏｴｻﾜｽｲﾛｼﾞｭｳｺﾞｺﾞｳｷｮｳ 前沢 南前沢古川線 1994 5.6 5.4 Ⅱ
頂版と側壁に目地部からの漏水・滞水、地覆側面に遊離石灰を伴うひびわれが見られる。目地部からの漏水は継続的に見られることから、コンクリート部材劣化の進行性が高い
と考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.041111度 141.129722度

太郎ヶ沢川７号橋 ﾀﾛｳｶﾞｻﾜｶﾞﾜﾅﾅｺﾞｳｷｮｳ 前沢 大桜線 不明 8.4 4.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.040555度 141.126944度

太郎ヶ沢川８号橋 ﾀﾛｳｶﾞｻﾜｶﾞﾜﾊﾁｺﾞｳｷｮｳ 前沢 南前沢一本杉線 1994 8.4 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.040833度 141.128333度

島橋 ｼﾏﾊｼ 前沢 高畑島線 1994 3.2 4.9 Ⅱ
頂版と側壁に漏水・滞水が見られる。漏水は継続的に見られることから、コンクリート部材劣化の進行性が高いと考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望まし
い。

39.041111度 141.138333度

太郎ヶ沢川９号橋 ﾀﾛｳｶﾞｻﾜｶﾞﾜｷｭｳｺﾞｳｷｮｳ 前沢 一本杉狐堂線 1994 10.5 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.039444度 141.129722度

谷起橋 ﾔｷﾞﾊｼ 前沢 屋敷南前沢線 不明 12.1 1.8 Ⅲ 杭基礎に荷重が要因と推定されるひびわれが見られる。杭の構造的影響が大きいものと推定され、橋梁構造の安全性の観点から速やかに補修を行う必要がある 39.036667度 141.131389度

大桜橋 ｵｵｻﾞｸﾗﾊﾞｼ 前沢 高畑赤面線 1994 10.7 9 Ⅱ
床版に橋面からの浸透水が要因と思われる遊離石灰の滲出が見られる。舗装ひびわれが発生している箇所の直下付近であることから予防保全の観点から措置を講ずることが望
ましい。

39.037500度 141.130555度

斉田橋 ｻｲﾀﾞﾊｼ 前沢 下谷記剱林線 不明 3 3.1 Ⅲ 主桁に抜け落ちが見られる。 39.03911度 141.15176度

斎田１号橋 ｻｲﾀﾞｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 前沢 斎田４号線 2001 3.2 5.4 Ⅱ
頂版及び翼壁に遊離石灰、底版に洗掘が見られる。
遊離石灰による凍害の影響が懸念されるため、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。

39.052777度 141.148055度

田谷下橋 ﾀﾔｼﾀﾊｼ 前沢 田谷線 不明 7 2.7 Ⅱ 橋脚梁部に凍害の影響による剥離、伸縮装置に15～20mmの段差が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.031388度 141.145277度

赤生津開田橋 ｱｺｳｽﾞｶｲﾃﾞﾝﾊｼ 前沢 上水向谷起線 不明 7.2 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.029167度 141.142500度

内繕橋 ﾅｲｾﾞﾝﾊｼ 前沢 吉田小六線 1976 12 3.6 Ⅲ 主桁に腐食が見られる。前回の点検時から加速的に進行していることから、早期に措置を講ずる必要がある。 39.027222度 141.139722度

箱石橋 ﾊｺｲｼﾊｼ 前沢 吉田柳沢線 不明 4 7 Ⅱ A1橋台竪壁に剥離・鉄筋露出、舗装に異常が見られる。 39.02361度 141.141666度

明後沢川13号橋 ﾐｮｳｺﾞｻﾞﾜｶﾞﾜｼﾞｭｳｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 前沢 真城堂田上ノ台下線 1988 12.5 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.083611度 141.144167度

内ノ町橋 ｳﾁﾉﾏﾁﾊｼ 前沢 野田上ノ台下線 不明 2.4 10 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.074444度 141.141388度

野中前橋 ﾉﾅｶﾏｴﾊｼ 前沢 野田上ノ台下線 不明 3.4 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.064722度 141.140000度

姥屋敷橋 ｳﾊﾞﾔｼｷﾊｼ 前沢 圃場整備内 不明 2.6 5.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.068611度 141.139722度

前沖１号橋 ﾏｴｵｷｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 前沢 舘合下前沖線 2004 2.1 5 Ⅱ 舗装面に凹凸が見られる。輪荷重の繰り返しによる損傷の拡大が懸念されるため、維持工事にて対応する必要がある。 39.084722度 141.144166度

沖屋敷１号橋 ｵｷﾔｼｷｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 前沢 舘合下沖屋敷線 2004 2.1 17 Ⅱ 舗装面にひびわれが見られる。輪荷重の繰り返しによる損傷の拡大が懸念されるため、維持工事にて対応する必要がある。 39.085277度 141.144166度

島塚１号橋その２ ｼﾏﾂﾞｶｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼｿﾉﾆ 胆沢 寺下広表線 1991 2.4 3.5 Ⅱ 頂版及び側壁に漏水が見られる。漏水により今後凍害の影響も受ける可能性が考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.137222度 141.066111度

駒堂橋 ｺﾏﾄﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 駒堂上広岡線 1998 2.6 4 Ⅱ 頂版及び側壁に漏水・滞水、漏水・遊離石灰が見られる。損傷範囲が広く、部材への影響が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.156388度 141.080555度

上戸橋 ｼﾞｮｳﾄﾊﾞｼ 胆沢 木揚場下川原上代線 1998 2.5 4.5 Ⅱ
側壁に漏水・滞水、防護柵に変形がみられる。目地部からの漏水は継続的に見られることから、コンクリート部材劣化の進行性は高いと考えられるため、予防保全の観点から措
置を講ずることが望ましい。

39.156666度 141.084166度

三谷橋 ﾐﾂﾔﾊﾞｼ 胆沢 上戸１号線 1998 2.4 4.5 Ⅱ
頂版の継ぎ目に橋面からの浸透水が要因と思われる遊離石灰の滲出、側壁の継ぎ目からの漏水が見られる。範囲も広く、今後凍害の影響を受ける可能性が高いため、予防保全
の観点から補修を行うことが望ましい。

39.156944度 141.086944度

猪川１号橋 ｲﾉｶﾜｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 五松林上戸線 1987 8.4 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.152222度 141.078611度

猪川２号橋 ｲﾉｶﾜﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 駒堂舘線 1979 8.5 7 Ⅱ
伸縮装置に経年劣化が要因と思われる路面の凹凸が見られる。段差が35㎜あり範囲も広く、今後通行車両のタイヤ等に影響を与える可能性が考えられることから、予防保全の
観点から補修を行うことが望ましい。

39.151666度 141.078333度

外記橋 ｹﾞｷﾊﾞｼ 胆沢 木揚場下川原上代線 1989 6.8 3.3 Ⅱ 主桁に鉄筋露出が見られる。予防保全の観点から補修することが望ましい。 39.14905度 141.085556度

外記１号橋 ｹﾞｷｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 五木田外記線 1995 3.3 14.4 Ⅱ
頂版及び側壁に漏水、底版に土砂堆積、舗装に土砂詰まりが見られる。頂版は今後凍害の影響を受ける可能性が考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ま
しい。

39.150000度 141.086666度

上戸２号橋 ｼﾞｮｳﾄﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 五松林上戸２号橋 不明 2.6 11.5 Ⅰ 健全であり、部材の機能に支障が生じていない状態。 39.153333度 141.080833度

二丁目橋 ﾆﾁｮｳﾒﾊﾞｼ 胆沢 堰田宇南田線 不明 3.1 7.1 Ⅱ A1橋台竪壁にひびわれが見られる。 39.14944度 141.09666度

堰根１号橋 ｾｷﾈｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 古城千刈田線 不明 3.9 4.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.149166度 141.104166度

谷地中橋 ﾔﾁﾅｶﾊﾞｼ 胆沢 堰根濁川線 1965 6.5 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.150000度 141.105277度

千刈田橋 ｾﾝｶﾞﾘﾀﾞﾊﾞｼ 胆沢 千刈田南都田田中線 不明 3.9 3 Ⅱ 床版に床版ひびわれ、A1側袖擁壁に変形・欠損が見られる。 39.14916度 141.110833度

中井橋 ﾅｶｲﾊﾞｼ 胆沢 中井五木田線 1964 2 3.7 Ⅲ 主桁に剥離・鉄筋露出、A1,A2橋台竪壁に欠損が見られる。 39.14793度 141.05788度

石仏２号橋 ｲｼﾎﾞﾄｹﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 三反町下川原谷地中線 1993 2.2 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.144444度 141.075833度
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石仏１号橋 ｲｼﾎﾞﾄｹｲﾁｺﾞﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 駒堂舘線 1979 8.5 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.145555度 141.078611度

熊野橋 ｸﾏﾉﾊﾞｼ 胆沢 駒堂上広岡線 1967 8.5 3.8 Ⅱ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.147500度 141.081666度

郷田橋 ｺﾞｳﾀﾞﾊﾞｼ 胆沢 郷田森下線 不明 5.5 4.7 Ⅱ
主桁に剝離・鉄筋露出、舗装に段差量72mmの路面の凹凸が見られる。今後鉄筋の腐食が進行すると橋梁構造性への影響を与える可能性が考えられるため、予防保全の観点か
ら措置を講ずることが望ましい。

39.146388度 141.092222度

盛興院橋 ｾｲｺｳｲﾝﾊﾞｼ 胆沢 机地下広岡線 1977 5.3 5.5 Ⅱ 床版に漏水・遊離石灰、舗装に段差量30mmの路面の凹凸が見られる。床版は、一部に錆汁の混入も確認されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.146388度 141.094444度

机地１号橋 ﾂｸｴﾁﾞｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 袖ノ町千刈田線 1995 2.5 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.146666度 141.096666度

机地２号橋 ﾂｸｴﾁﾞﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 堰田宇南田線 1995 3 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.146944度 141.096944度

化粧野３号橋 ｹｼｮｳﾉｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 化粧野幅下線 1992 2.1 3.8 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.138333度 141.048333度

島塚３号橋 ｼﾏﾂﾞｶｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 五木田若柳広表１号線 1991 2 4.5 Ⅱ 頂版に目地部からの漏水が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.137222度 141.066111度

谷地中１号橋 ﾔﾁﾅｶｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 駒堂舘線 不明 5.5 6.9 Ⅱ A1橋台胸壁にひびわれ、舗装に異常が見られる。 39.14111度 141.079166度

谷地中２号橋 ﾔﾁﾅｶﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 三反町下川原谷地中線 1953 4 3.5 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出が見られる。 39.06305度 141.10055度

京徳田１号橋 ｷｮｳﾄｸﾀﾞｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 机地下広岡線 1990 2.9 5 Ⅱ 頂版に二方向の床版ひびわれが見られる。荷重により、進行性が高くなると考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.138333度 141.095833度

塚田橋 ﾂｶﾀﾞﾊﾞｼ 胆沢 郷田森下線 1997 2.4 3.5 Ⅱ 防護柵にボルトの脱落が見られる。第三者被害が懸念されるため、措置を講ずることが望ましい。 39.138333度 141.093333度

大橋橋 ｵｵﾊｼﾊﾞｼ 胆沢 銭倉北峠線 1968 3.9 11.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.138333度 141.089722度

京徳田橋 ｷｮｳﾄｸﾀﾞﾊﾞｼ 胆沢 宇南田上中谷地線 1974 6.6 8 Ⅱ 主桁に欠損、床版に遊離石灰、竪壁に幅1.3mmのひびわれ、防護柵に腐食がみられる。損傷範囲も比較的広いことから、予防保全の観点から補修を行うことが望ましい。 39.138333度 141.098333度

宇南田橋 ｳﾅﾀﾞﾊﾞｼ 胆沢 堰田広表線 2000 2.7 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.138055度 141.101111度

谷地橋 ﾔﾁﾊﾞｼ 胆沢 二丁目片子沢線 1978 9.4 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.138333度 141.103888度

界田橋 ｻｶｲﾀﾞﾊﾞｼ 胆沢 堰根濁川線 1993 3.8 6 Ⅱ
頂版及び側壁に漏水・滞水がみられる。漏水は継続的に見られることから、コンクリート部材劣化の進行性が高いと考えられるため、予防保全の観点より措置を講ずることが望ま
しい。

39.139722度 141.106388度

午房谷地２号橋 ｺﾞﾎﾞｳﾔﾁﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 宇南田板谷線 1996 3.3 4 Ⅱ 頂版及び側壁に漏水・滞水が見られる。漏水は継続的に見られ、コンクリート部材劣化の進行性が高くなることから、予防保全の観点より措置を講ずることが望ましい。 39.140277度 141.107222度

午房谷地１号橋 ｺﾞﾎﾞｳﾔﾁｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 千刈田鶴田線 1996 3.4 3 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.140833度 141.108611度

上田中１号橋 ｶﾐﾀﾅｶｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 上田中明神下線 1995 2.1 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.133055度 141.040000度

上田中２号橋 ｶﾐﾀﾅｶﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 上田中丹波線 1995 2.2 4.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.133888度 141.041388度

卯台２号橋 ｳﾀﾞｲﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 卯台丹波線 1992 2.5 4.7 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.135555度 141.043611度

前川端３号橋 ﾏｴｶﾜﾊﾞﾀｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 卯台丹波線 1990 7 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.132777度 141.044444度

化粧野１号橋 ｹｼｮｳﾉｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 島丹波線 1991 2.2 6.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.137222度 141.046388度

三反町１号橋 ｻﾝﾀﾞﾝﾏﾁｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 下田中松原線 不明 2.2 3.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.134444度 141.054444度

新中１号橋 ｼﾝﾅｶｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 中井稲荷１号線 1991 2.2 6.8 Ⅱ 頂版および側壁に漏水・滞水が見られる。凍害の影響が懸念されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.135833度 141.061111度

島塚１号橋 ｼﾏﾂﾞｶｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 寺下広表線 1991 2 4.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.137222度 141.066111度

若柳広表橋 ﾜｶﾔﾅｷﾞﾋﾛｵﾓﾃﾊﾞｼ 胆沢 寺下広表線 不明 5 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.13611度 141.066944度

独光１号橋 ﾄﾞｯｺｳｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 独光舘線 1989 4.4 8 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.135833度 141.073055度

南都田大道４号橋 ﾅﾂﾀﾀﾞｲﾄﾞｳﾖﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 駒堂上広岡線 1995 4.6 5.9 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.133333度 141.083333度

四ッ柱１号橋 ﾖﾂﾊﾞｼﾗｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 銭倉北峠線 1994 2.3 9.6 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.134166度 141.090277度

四ッ柱２号橋 ﾖﾂﾊﾞｼﾗﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 郷田森下線 1996 2.3 4.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.134444度 141.093888度

駒木橋 ｺﾏｷﾞﾊﾞｼ 胆沢 机地下広岡線 1996 2.3 4.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.134444度 141.096388度

南都田広表１号橋 ﾅﾂﾀﾋﾛｵﾓﾃｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 宇南田上中谷地線 1997 2.5 8 Ⅱ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.135000度 141.098888度

南都田広表２号橋 ﾅﾂﾀﾋﾛｵﾓﾃﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 下松原鶴田線 1997 2.3 14.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.136111度 141.098888度

板谷橋 ｲﾀﾔﾊﾞｼ 胆沢 板谷鶴田線 1980 5.9 3 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.13444度 141.109444度

鶴田１号橋 ﾂﾙﾀｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 板谷鶴田線 1980 6.3 3 Ⅱ 主桁に乾燥収縮が要因とされる、ひびわれがみられる。ひびわれ幅0.3mmと広く、漏水の影響が懸念されるため、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.135000度 141.111944度

鶴田２号橋 ﾂﾙﾀﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 鶴田１号線 1994 2.2 8 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.135555度 141.114444度

上の沢橋 ｶﾐﾉｻﾜﾊﾞｼ 胆沢 上愛宕北中央線 1995 10.9 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.127500度 140.968333度

門ヶ城橋 ｶﾄﾞｶﾞｼﾛﾊﾞｼ 胆沢 下鹿合愛宕線 不明 6.2 5.8 Ⅱ 横桁、床版、竪壁に凍害が要因とされるに鉄筋露出が見られる。鉄筋の腐食は今後進行するおそれがあるため措置を講ずることが望ましい。 39.128333度 140.987500度

寿安堰橋 ｼﾞｭｱﾝｾﾞｷﾊﾞｼ 胆沢 上堰袋橋 1996 4.5 6.8 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.127655度 141.013266度

土橋２号橋 ﾄﾞﾊﾞｼﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 土場出店線 1993 4.1 4 Ⅱ 頂版に乾燥収縮が要因と思われる1方向の遊離石灰を伴った床版ひびわれが見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.127222度 141.031944度

土橋１号橋 ﾄﾞﾊﾞｼｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 土橋大持線 1993 4.5 3.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.128611度 141.031388度

於呂閉志橋 ｵﾛﾍｼﾊﾞｼ 胆沢 土橋明神下線 不明 8.6 4.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.144483度 141.139061度

茂井羅橋 ｼｹﾞｲﾗﾊﾞｼ 胆沢 明神川原北台線 1976 7.4 6.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.131666度 141.036666度

明神下橋 ﾐｮｳｼﾞﾝｼﾀﾊﾞｼ 胆沢 明神下香取線 1989 2.3 5.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.130833度 141.033611度

堰合１号橋 ｾｷｱｲｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 土橋大持線 1989 4 4.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.128333度 141.033333度

堰合２号橋 ｾｷｱｲﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 土橋出店線 1989 2.8 4.4 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.127500度 141.034166度

前川端１号橋 ﾏｴｶﾜﾊﾞﾀｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 上田中明神下線 1990 7 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.131944度 141.040277度

作屋敷１号橋 ｻｸﾔｼｷｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 独光舘線 1991 2.1 8.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.130000度 141.073611度

国分１号橋 ｺｸﾌﾞﾝｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 駒堂舘線 1965 3.3 5.7 Ⅱ 主桁に鉄筋露出、A1,A2橋台竪壁に傾斜が見られる。 39.12833度 141.080833度

下広岡２号橋 ｼﾓﾋﾛｵｶﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 下広岡糀谷田線 1995 3.3 3.6 Ⅱ 頂版および側壁に漏水・滞水が見られる。損傷範囲が広いため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.128055度 141.097500度

松岩寺橋 ｼｮｳｶﾞﾝｼﾞﾊﾞｼ 胆沢 宇南田上中谷地線 1975 7.4 8 Ⅱ
竪壁に漏水、防護柵に腐食がみられる。橋台の漏水は広範囲であり、凍害の影響を受けて損傷の進行性が高くなると考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望
ましい。

39.128055度 141.099722度

下松岩寺橋 ｼﾓｼｮｳｶﾞﾝｼﾞﾊﾞｼ 胆沢 下萓刈窪鶴田線 1985 3.2 6.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.128333度 141.100277度

丑ヶ深橋 ｳｼｶﾞﾌﾞｶﾊﾞｼ 胆沢 谷地片子沢線 1970 3.6 2.7 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出、舗装に路面の凹凸が見られる。 39.12944度 141.102222度

浅野４号橋 ｱｻﾉﾖﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 谷地片子沢線 1995 3.3 4.3 Ⅱ
頂版と側壁に橋面からの浸透水が要因と思われる遊離石灰の滲出、舗装に58mmの路面の凹凸がみられる。遊離石灰の滲出は広範囲に発生しており、凍害による損傷の要因に
もなりうることから、予防保全の観点から補修を行うことが望ましい。

39.128055度 141.102222度

浅野橋 ｱｻﾉﾊﾞｼ 胆沢 下萱刈窪鶴田線 1986 3.5 6.5 Ⅱ
頂版及び側壁にかぶり不足が要因と思われる鉄筋露出、地覆に鉄筋腐食膨張が要因と思われるうきが見られる。局部的であるが鉄筋腐食が進行しつつあるため、予防保全の観
点から補修を行うことが望ましい。

39.129644度 141.103838度

浅野１号橋 ｱｻﾉｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 二丁目片子沢線 1980 5 3.2 Ⅱ A1,A2橋台竪壁に剥離・鉄筋露出、舗装に路面の凹凸が見られる。 39.13156度 141.104736度

濁川２号橋 ﾆｺﾞﾘｶﾞﾜﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 二丁目片子沢線 1995 3.3 3.6 Ⅱ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.127913度 141.104905度

濁川３号橋 ﾆｺﾞﾘｶﾞﾜｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 堰根川線 1994 3.3 4 Ⅱ
頂版に橋面からの浸透水が要因と思われる漏水がみられる。漏水は広範囲に発生しており、今後凍害の影響を受けやすいことから、予防保全の観点から補修を行うことが望まし
い。

39.127833度 141.108463度

愛宕橋 ｱﾀｺﾞﾊﾞｼ 胆沢 愛宕堀通線 不明 7 6.5 Ⅱ
床版に遊離石灰、竪壁にひびわれ、舗装に路面の凹凸が見られる。主桁・床版は、遊離石灰を伴う漏水の影響により、今後も進行する恐れがあるため、予防保全の観点から措置
を講ずることが望ましい。

39.123502度 141.000477度

土橋３号橋 ﾄﾞﾊﾞｼｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 土橋堰合線 不明 4.2 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.125452度 141.032341度

出店３号橋 ﾃﾞﾀﾞﾅｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 出店御清水場２号線 1990 2.4 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.126186度 141.041258度

出店１号橋 ﾃﾞﾀﾞﾅｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 明神川原北台線 1989 2.7 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.126488度 141.036638度

柏木田２号橋 ｶｼﾜｷﾞﾀﾞﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 柏木田八幡屋敷線 1990 2.7 4 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.125777度 141.045377度

大町２号橋 ｵｵﾏﾁﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 大町若柳弐枚橋線 1990 2.3 5.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.125575度 141.048027度

大町１号橋 ｵｵﾏﾁｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 化粧野幅下線 1990 2.3 3 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.125450度 141.050558度

茂井羅南堰橋 ｼｹﾞｲﾗﾐﾅﾐｾｷﾊﾞｼ 胆沢 相馬檀前嘉藤線 1987 8.5 7.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.144483度 141.139061度

要害２号橋 ﾖｳｶﾞｲﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 相馬檀南都田小十文字線 1985 8.4 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.124563度 141.063127度

要害４号橋 ﾖｳｶﾞｲﾖﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 要害南都田小十文字線 1991 2.3 3.4 Ⅰ 健全である。 39.124258度 141.064958度

鍛冶屋敷１号橋 ｶｼﾞﾔｼｷｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 要害南都田小十文字線 2000 6.1 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.12291度 141.064736度

林福野２号橋 ﾘﾝﾌﾟｸﾉﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 漆町蛸の手線 1994 3.3 5.4 Ⅱ 頂版、側壁に目地からの漏水、舗装に路面の凹凸、ひびわれ等が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.125158度 141.077500度

林福野１号橋 ﾘﾝﾌﾟｸﾉｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 独光舘線 1994 2.7 16.8 Ⅱ 舗装に経年劣化が要因と思われる最大76㎜の凹凸が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.124708度 141.074625度
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大持１号橋 ﾀﾞｲﾓﾁｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 独光加賀谷地線 1992 3.3 7.2 Ⅰ 頂版に一方向ひびわれ、欠損が見られる。どちらも損傷が軽微であるため、状況に応じて補修を行なうのが望ましい。 39.12436度 141.07096度

大持２号橋 ﾀﾞｲﾓﾁﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 独光加賀谷地線 1992 4.5 6 Ⅱ 頂版に乾燥収縮が要因と推定される一方向のひびわれが見られる。ひびわれの進行が見られるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.12431度 141.07096度

上広岡橋 ｶﾐﾋﾛｵｶﾊﾞｼ 胆沢 上広岡森下線 1994 3.5 3.3 Ⅱ A1側側壁のPC鋼材縦締め金具の保護コンクリートが剥離している。定着金具に腐食が見られる程度であるが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.125544度 141.088191度

国分２号橋 ｺｸﾌﾞﾝﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 上広岡化粧坂線 1994 3.3 5.2 Ⅱ PC鋼材縦締め金具の保護コンクリートが剥離している。定着金具に腐食が見られる程度であるが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.125408度 141.085197度

滑志田橋 ﾅﾒｼﾀﾞﾊﾞｼ 胆沢 駒堂舘線 1994 3.4 6.3 Ⅱ 目地部からの漏水が要因と推定される遊離石灰の滲出が見られる。漏水は継続的で、進行性が高いと考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.125677度 141.081366度

滑志田１号橋 ﾅﾒｼﾀﾞｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 駒堂舘線 1965 2 6.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.122211度 141.081769度

糀谷田橋 ｺｳｼﾞﾔﾀﾞﾊﾞｼ 胆沢 郷田森下線 1995 3.4 5.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.121516度 141.095330度

下広岡１号橋 ｼﾓﾋﾛｵｶｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 郷田森下線 1995 3.7 2.8 Ⅱ PC鋼材縦締め金具の保護コンクリートが剥離している。定着金具に腐食が見られる程度であるが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.126863度 141.094675度

垢川橋 ｱｶｶﾞﾜﾊﾞｼ 胆沢 銭倉北峠線 1995 3.4 11.1 Ⅱ
頂版に橋面からの浸透水による漏水、側壁には凍害の影響による鉄筋露出が確認された。今後、凍害の影響を受けやすいことから、予防保全の観点から措置を講ずることが望
ましい。

39.125733度 141.091875度

片子沢橋 ｶﾀｺﾞｻﾞﾜﾊﾞｼ 胆沢 宇南田上中谷地線 1975 6.1 8.1 Ⅱ
橋台竪壁に乾燥収縮が要因と思われるひびわれ、支承本体に経年劣化による腐食と防食機能の劣化がみられる。ひびわれは、幅が広く漏水の影響が懸念されるため、予防保
全の観点から速やかに補修することが望ましい状態。

39.123236度 141.103758度

糀谷田１号橋 ｺｳｼﾞﾔﾀﾞｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 糀谷田２号線 1995 3.4 4 Ⅱ 目地部から橋面からの浸透水が要因と推定される漏水が見られる。漏水は継続的で、進行性が高いと考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.121875度 141.098361度

片子沢１号橋 ｶﾀｺﾞｻﾞﾜｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 片子沢１号線 1997 3.5 8.4 Ⅱ 頂版・側壁に漏水が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.124697度 141.107525度

上堰橋 ｳﾜｾﾞｷﾊﾞｼ 胆沢 愛宕堀通線 1991 5.3 6.5 Ⅱ 頂版に繰り返し荷重が要因と推定される幅0.3mm程度のひびわれが見られる。また、漏水・遊離石灰の滲出も部分的に見られる。 39.119927度 141.031944度

掘通橋 ﾎﾘﾄｵｼﾊﾞｼ 胆沢 堀通線 1991 3.7 3.4 Ⅱ 側壁に乾燥収縮が要因と推定されるひびわれが見られる。損傷の進行が見られるため、予防保全の観点から補修を行うことが望ましい。 39.118825度 141.031944度

上堰１号橋 ｳﾜｾﾞｷｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 愛宕堀通線 1992 2.4 6.5 Ⅱ 頂版に漏水・遊離石灰、側壁に漏水が見られる。予防保全の観点から補修を行うことが望ましい。 39.119941度 141.031772度

上堰２号橋 ｳﾜｾﾞｷﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 兎口上堰線 1991 3.8 4.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.117958度 141.031297度

土橋５号橋 ﾄﾞﾊﾞｼｺﾞｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 土橋幅下線 1992 4.1 4 Ⅱ 頂版に乾燥収縮が要因と推定されるひびわれが見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.121658度 141.032561度

山の神橋 ﾔﾏﾉｶﾐﾊﾞｼ 胆沢 明神川原北台線 1984 7.7 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.117797度 141.036880度

一枚橋 ｲﾁﾏｲﾊﾞｼ 胆沢 下萱刈窪鶴田線 1986 12.5 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.116666度 141.042336度

山ノ神２号橋 ﾔﾏﾉｶﾐﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 明神川原北台線 1992 3.7 7.1 Ⅱ 頂版・側壁に遊離石灰が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.11792度 141.03692度

山ノ神３号橋 ﾔﾏﾉｶﾐｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 下萱刈窪鶴田線 1991 3.6 8.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.116725度 141.042513度

二枚橋 ﾆﾏｲﾊﾞｼ 胆沢 下萱刈窪鶴田線 1986 2.7 7.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.118208度 141.044450度

野中１号橋 ﾉﾅｶｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 野中下十文字線 1993 2.8 3 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.116863度 141.047350度

下十文字２号橋 ｼﾓｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 下十文字線 1992 2.4 4.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.116316度 141.049491度

幅屋敷３号橋 ﾊﾊﾞﾔｼｷｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 箸塚南都田小十文字線 1996 2.1 3.6 Ⅱ 頂版、側壁に目地からの漏水が見られる。予防保全の観点からなるべく速やかな補修を行うことが望ましい。 39.121388度 141.058055度

石行橋 ｲｼｷﾞｮｳﾊﾞｼ 胆沢 石行１号線 2004 2.6 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.119166度 141.065555度

蛸の手２号橋 ﾀｺﾉﾃﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 蛸の手２号線 1965 2.5 6.2 Ⅱ 流水による竪壁の浸食が見られる。予防保全の観点から、補修を行うことが望ましい。 39.116944度 141.082222度

萩の窪１号橋 ﾊｷﾞﾉｸﾎﾞｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 銭倉北峠線 1995 4.1 14.7 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.121111度 141.092222度

川北２号橋 ｶﾜｷﾀﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 北長檀南長檀線 1982 5.1 2.1 Ⅱ 主桁に遊離石灰を伴うひびわれが見られる。 39.11694度 141.096388度

下長檀橋 ｼﾓﾅｶﾞﾀﾞﾝﾊﾞｼ 胆沢 宇南田上中谷地線 1976 5.1 8 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.118333度 141.106666度

川北１号橋 ｶﾜｷﾀｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 川北前昼沢線 1983 4.8 7 Ⅱ 頂版に乾燥収縮が要因と推定される一方向のひびわれが見られる。ひびわれの進行が見られるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.117777度 141.099722度

北笹森３号橋 ｷﾀｻｻﾓﾘｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 北笹森８号線 1978 5.4 6.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.116111度 141.118333度

下笹森橋 ｼﾓｻｻﾓﾘﾊﾞｼ 胆沢 笹森下笹森線 2000 2.3 6.9 Ⅱ 頂版、側壁に目地からの漏水が見られる。予防保全の観点からなるべく速やかな補修を行うことが望ましい。 39.116944度 141.127500度

下笹森３号橋 ｼﾓｻｻﾓﾘｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 小山二枚橋南笹森線 2000 2.3 6.7 Ⅱ 頂版、側壁に目地からの漏水が見られる。予防保全の観点からなるべく速やかな補修を行うことが望ましい。 39.117222度 141.128888度

下笹森１号橋 ｼﾓｻｻﾓﾘｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 下笹森小山二枚橋線 1977 11 3.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.11805度 141.130833度

下笹森２号橋 ｼﾓｻｻﾓﾘﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 岩ヶ馬場小山二枚橋線 1975 12.5 3 Ⅱ 主桁・横桁・支承部本体に腐食が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.118333度 141.131944度

二枚橋１号橋 ﾆﾏｲﾊﾞｼｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 龍ヶ馬場小山二枚橋線 1990 4.1 5.8 Ⅰ 健全である。 39.117777度 141.135277度

宮沢原橋 ﾐﾔｻﾜﾊﾗﾊﾞｼ 胆沢 宮沢原横沢原線 不明 4.2 5.9 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.11416度 141.00000度

若柳西風１号橋 ﾜｶﾔﾅｷﾞﾅﾗｲｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 上土橋上中沢線 1977 3 6.6 Ⅱ 頂版に橋面からの浸透水が要因と思われる漏水が見られる。今後、凍害の影響を受ける可能性が高いため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.113333度 141.012500度

若柳西風６号橋 ﾜｶﾔﾅｷﾞﾅﾗｲﾛｸｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 上土橋上中沢線 1995 3.6 6.2 Ⅱ 頂版に橋面からの浸透水が要因と思われる漏水が見られる。凍害の影響を受ける可能性が高いため、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.110833度 141.007222度

野中３号橋 ﾉﾅｶｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 南丑転下十文字線 1989 2 6.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.113333度 141.050277度

上十文字橋 ｶﾐｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞﾊﾞｼ 胆沢 南丑転下十文字線 1990 14 6.5 Ⅰ 伸縮装置部に路面の凹凸、地覆に変形・欠損が見られるが、道路橋の機能に支障は生じていない。 39.11102度 141.04439度

十文字橋 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞﾊﾞｼ 胆沢 小山小十文字長泥線 1993 2.2 5.9 Ⅰ 健全である。 39.115555度 141.053611度

長泥橋 ﾅｶﾞﾄﾞﾛﾊﾞｼ 胆沢 相馬檀前嘉藤線 1989 7.3 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.115555度 141.059722度

小山小十文字１号橋 ｵﾔﾏｺｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 小山小十文字長泥線 1993 2.2 3.4 Ⅰ 健全である。 39.115555度 141.056388度

小山小十文字２号橋 ｵﾔﾏｺｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 小山小十文字長泥２号線 1993 2.2 3.4 Ⅰ 健全である。 39.115555度 141.058055度

長泥１号橋 ﾅｶﾞﾄﾞﾛｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 下十文字長泥１号線 1993 2.2 3.4 Ⅰ 健全である。 39.114444度 141.065000度

蛸の手３号橋 ﾀｺﾉﾃｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 漆町蛸の手線 1967 3.5 3.8 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出が見られる。 39.11527度 141.079166度

蛸の手１号橋 ﾀｺﾉﾃｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 独光館線 1995 2.7 15.6 Ⅱ 頂版に漏水・遊離石灰、側壁に鉄筋露出が見られる。漏水は今後も継続的に見られることから、措置を講ずることが望ましい。 39.114444度 141.075833度

北蛸の手橋 ｷﾀﾀｺﾉﾃﾊﾞｼ 胆沢 駒堂舘線 1968 7.8 5.9 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.112777度 141.082222度

川北橋 ｶﾜｷﾀﾊﾞｼ 胆沢 駒堂舘線 1969 7.4 7.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.112222度 141.082222度

南長檀１号橋 ﾐﾅﾐﾅｶﾞﾀﾞﾝｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 銭倉北峠線 1977 5.3 5.6 Ⅱ 床版に遊離石灰を伴う格子状のひびわれが見られるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.11249度 141.09222度

長檀橋 ﾅｶﾞﾀﾞﾝﾊﾞｼ 胆沢 銭倉北峠線 1968 5.3 6 Ⅱ 竪壁に浸透水が要因と推定される漏水が見られる。凍害の影響が懸念されるため、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.115833度 141.091944度

南長檀２号橋 ﾐﾅﾐﾅｶﾞﾀﾞﾝﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 北長檀南長檀線 1994 6 2.8 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.11250度 141.095555度

北昼沢１号橋 ｷﾀﾋﾙｻﾜｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 北昼沢中昼沢線 不明 7.3 3 Ⅱ 床版に遊離石灰が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.111388度 141.106666度

北昼沢２号橋 ｷﾀﾋﾙｻﾜﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 北昼沢１号線 不明 7.2 4 Ⅱ 床版に遊離石灰が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.110833度 141.106944度

中昼沢橋 ﾅｶﾋﾙｻﾜﾊﾞｼ 胆沢 宇南田上中谷地線 1975 8.1 8 Ⅱ
A1・A2竪壁に伸縮装置からの浸透水が要因と思われる漏水が見られる。広範囲に発生しており、凍害による損傷の要因にもなりうることから、予防保全の観点から補修を行うこと
が望ましい。

39.111666度 141.104166度

南長檀橋 ﾐﾅﾐﾅｶﾞﾀﾞﾝﾊﾞｼ 胆沢 川北前昼沢線 1977 7.4 6.5 Ⅱ 竪壁に凍害が要因と推定される鉄筋露出が見られる。損傷の進行が懸念され、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.112777度 141.098888度

附野１号橋 ﾂｹﾉｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 附野南笹森線 2000 3 5 Ⅱ 目地部からの漏水が要因と推定される錆汁を伴う遊離石灰が見られる。漏水は継続的で、進行性が高いと考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.115833度 141.123888度

中萩森橋 ﾅｶﾊｷﾞﾓﾘﾊﾞｼ 胆沢 中萩森上萩森２号線 1969 6.2 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.105555度 140.980833度

若柳西風３号橋 ﾜｶﾔﾅｷﾞﾅﾗｲｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 天沢丑転線 1993 3.6 9.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.107777度 141.011111度

南丑転２号橋 ﾐﾅﾐｳｼｺﾛﾊﾞｼﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 南丑転線 1984 4.9 5.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.110277度 141.019444度

上十文字１号橋 ｶﾐｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 南丑転下十文字線 1996 2.9 7.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.109166度 141.032777度

北台１号橋 ｷﾀﾀﾞｲｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 明神川原北台線 1994 2.2 5.4 Ⅱ 頂版、側壁の目地からの漏水が見られる。状況に応じて補修を行うことが望ましい。 39.106111度 141.039444度

北台橋 ｷﾀﾀﾞｲﾊﾞｼ 胆沢 上十文字下大谷地線 1977 12.2 5 Ⅱ 拡幅桁の目地材の劣化と脱落が見られる。漏水を伴っており、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.108888度 141.043055度

北台２号橋 ｷﾀﾀﾞｲﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 上十文字下大谷地線 1991 2.3 5.4 Ⅱ 頂版及び側壁において、漏水・遊離石灰が見られる。また、剥離・鉄筋露出が見られる。状況に応じて補修を行うことが望ましい。 39.108888度 141.043055度

久保５号橋 ｸﾎﾞｺﾞｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 高縁久保線 不明 7.8 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.10611度 141.074444度

久保６号橋 ｸﾎﾞﾛｸｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 久保２号線 不明 5.1 3.7 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.10666度 141.073333度

上昼沢２号橋 ｶﾐﾋﾙｻﾜﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 上昼沢前昼沢線 1991 3.3 6 Ⅱ 頂版にひびわれが見られる。損傷の進行は見られないがひびわれ数量が多いため予防保全の観点から補修することが望ましい。 39.108888度 141.092222度

北大畑平１号橋 ｷﾀｵｵﾊﾞﾀﾋﾗｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 北大畑平１号線 2000 3.9 5.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.10416度 141.023611度

北大畑平３号橋 ｷﾀｵｵﾊﾞﾀﾋﾗｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 土橋上大平線 2009 7.5 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.105277度 141.021388度

北大畑平２号橋 ｷﾀｵｵﾊﾞﾀﾋﾗﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 山の神北大畑平線 1993 3.9 9.3 Ⅱ 頂版に橋面からの浸透水が要因と思われる漏水が見られる。凍害の影響を受ける可能性が高いため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.10107度 141.02816度

下大畑平３号橋 ｼﾓｵｵﾊﾞﾀﾋﾗｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 南台二ノ台線 1996 4 4.3 Ⅱ 頂版に鉄筋露出が見られる。漏水も伴うことから変状が加速するものと推定される。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.100000度 141.038888度
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南台１号橋 ﾐﾅﾐﾀﾞｲｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 南台小山大道線 1996 12.6 9.1 Ⅱ 床版に橋面からの浸透水が要因と推定される錆汁を伴う漏水が見られる。変状は局部的であるが予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.101388度 141.045277度

伊勢堂橋 ｲｾﾄﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 南台小山大道線 1992 2.3 6 Ⅱ 頂版継目部に欠損が認められる。雨水の影響を受けやすく、コンクリート部材劣化が懸念されるため予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.101388度 141.045555度

上大谷地橋 ｶﾐｵｵﾔﾁﾊﾞｼ 胆沢 上中沢萩屋敷線 1991 2.4 8.3 Ⅱ 頂版に凍害が要因と推定される剥離が見られる。予防保全の観点から補修することが望ましい。 39.104444度 141.042777度

荒屋敷１号橋 ｱﾗﾔｼｷｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 上中沢萩屋敷線 1968 3.5 6.6 Ⅱ 頂版に乾燥収縮が要因と想定されるひびわれが見られる。前回点検から進展性がみられるため、予防保全の観点から処置を講ずることが望ましい。 39.101944度 141.059722度

荒屋敷２号橋 ｱﾗﾔｼｷﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 南大谷地二ノ台線 1997 2 14.6 Ⅱ 頂版・側壁漏水・遊離石灰が見られる。予防保全の観点から速やかに補修を行うのが望ましい。 39.101666度 141.060000度

南大谷地１号橋 ﾐﾅﾐｵｵﾔﾁｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 南大谷地明山線 1996 2.1 6.9 Ⅰ 健全である。 39.101388度 141.061111度

南大谷地２号橋 ﾐﾅﾐｵｵﾔﾁﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 小山大道明山１号線 1993 2.2 7.7 Ⅱ 頂版及び側面継目部に漏水・遊離石灰が認められる。雨水の影響を受けやすく、コンクリート部材劣化が懸念されるため予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.100833度 141.062500度

小山大道橋 ｵﾔﾏﾀﾞｲﾄﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 小山大道明山線 1996 2 6 Ⅰ 健全である。 39.100000度 141.065277度

舘２号橋 ﾀﾃﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 駒堂舘線 不明 4.4 7 Ⅲ 主桁に剥離・鉄筋露出が見られる。 39.10507度 141.08151度

北峠２号橋 ｷﾀﾄｳｹﾞﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 銭倉北峠線 1996 2 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.103055度 141.086666度

上柴山３号橋 ｶﾐｼﾊﾞﾔﾏｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 上柴山方八丁３号線 不明 7.4 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.10222度 141.096111度

北峠１号橋 ｷﾀﾄｳｹﾞｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 前昼沢北峠線 1996 2 6 Ⅱ 頂版、側壁に目地からの漏水が見られる。予防保全の観点からなる。 39.102777度 141.090277度

斉藤橋 ｻｲﾄｳﾊﾞｼ 胆沢 宇南田上中谷地線 1977 5.1 8 Ⅱ 床版につらら状の遊離石灰が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.102500度 141.102500度

上柴山１号橋 ｶﾐｼﾊﾞﾔﾏｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 上柴山方八丁１号線 1994 6 3.7 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.10250度 141.101388度

上柴山２号橋 ｶﾐｼﾊﾞﾔﾏﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 上柴山方八丁２号線 不明 7.3 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.10250度 141.098611度

上柴山４号橋 ｶﾐｼﾊﾞﾔﾏﾖﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 上柴山斉藤線 1994 7.3 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.10250度 141.103333度

上柴山５号橋 ｶﾐｼﾊﾞﾔﾏｺﾞｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 柴山斉藤１号線 不明 7.3 4.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.10194度 141.106111度

上一ノ台１号橋 ｶﾐｲﾁﾉﾀﾞｲｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 上一ノ台２号線 1994 2 4.2 Ⅱ 頂版継目部に欠損が認められる。雨水の影響を受けやすく、コンクリート部材劣化が懸念されるため予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.096388度 141.018888度

下大畑平１号橋 ｼﾓｵｵﾊﾞﾀﾋﾗｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 下大畑平前四ツ星線 1994 4.1 7.8 Ⅱ 頂版に床版ひびわれが見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.096944度 141.034166度

下大畑平４号橋 ｼﾓｵｵﾊﾞﾀﾋﾗﾖﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 南台二ノ台線 不明 4.5 4.4 Ⅱ 主桁に剥離・鉄筋露出、A1,A2橋台竪壁に変形・欠損が見られる。 39.09666度 141.038888度

下大畑平５号橋 ｼﾓｵｵﾊﾞﾀﾋﾗｺﾞｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 下大畑平一ノ台線 不明 3.3 5 Ⅰ 健全である。 39.096944度 141.035555度

寿安橋 ｼﾞｭｱﾝﾊﾞｼ 胆沢 伊勢堂小田切線 1993 13.1 4 Ⅱ A1竪壁に凍害が要因と推定される剥離が見られる。変状の進行が見られるため、予防保全の観点から処置を講ずることが望ましい。 39.095833度 141.048888度

南台２号橋 ﾐﾅﾐﾀﾞｲﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 南台伊勢堂線 1994 12.6 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.099722度 141.044722度

岩洞沢橋 ｶﾞﾝﾄﾞｳｻﾞﾜﾊﾞｼ 胆沢 岩洞沢線 不明 8.9 5.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.097500度 141.045555度

岩洞沢２号橋 ｶﾞﾝﾄﾞｳｻﾞﾜﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 南台岩同沢１号線 1996 3.9 3.5 Ⅱ 頂版に遊離石灰の滲出が見られる。損傷の進行性が高いと考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.09867度 141.04333度

萩屋敷橋 ﾊｷﾞﾔｼｷﾊﾞｼ 胆沢 高縁明山線 1996 2.3 6.5 Ⅱ 頂版、側壁に目地からの漏水が見られる。また、舗装にひびわれが見られる。予防保全の観点からなるべく速やかな補修を行うことが望ましい。 39.094722度 141.068888度

萩屋敷３号橋 ﾊｷﾞﾔｼｷｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 高縁萩屋敷線 不明 2.4 2.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.096944度 141.072777度

萩屋敷４号橋 ﾊｷﾞﾔｼｷﾖﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 萩屋敷上恩俗線 1994 2.3 9.7 Ⅱ 頂版、側壁に目地からの漏水が見られる。予防保全の観点からなるべく速やかな補修を行うことが望ましい。 39.095833度 141.074166度

萩屋敷５号橋 ﾊｷﾞﾔｼｷｺﾞｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 萩屋敷上恩俗１号線 不明 2 3 Ⅱ 頂版に目地からの漏水およびひびわれ、側壁に目地からの漏水、舗装に凹凸が見られる。予防保全の観点からなるべく速やかな補修を行うことが望ましい。 39.095277度 141.072500度

舘１号橋 ﾀﾃｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 萩屋敷北峠線 1960 2.6 6.7 Ⅱ 流水による竪壁の浸食が見られる。予防保全の観点から、補修を行うことが望ましい。 39.099166度 141.079722度

下野中橋 ｼﾓﾉﾅｶﾊﾞｼ 胆沢 南峠下野中１号線 1968 3.3 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.09916度 141.081388度

下野中１号橋 ｼﾓﾉﾅｶｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 下野中１号線 不明 3.3 6.5 Ⅲ A1,A2橋台竪壁に変形・欠損が見られる。 39.09915度 141.08186度

道場橋 ﾄﾞｳﾊﾞﾊﾞｼ 胆沢 道場外浦線 不明 8.5 5 Ⅱ 床版に遊離石灰を伴う漏水が見られる。変状は全体的に見られるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.09458度 141.08015度

斉藤２号橋 ｻｲﾄｳﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 柴山斉藤４号線 不明 7.9 6.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.096666度 141.114444度

斉藤１号橋 ｻｲﾄｳｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 柴山斉藤３号線 不明 11.1 3.8 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.097222度 141.114166度

斉藤３号橋 ｻｲﾄｳｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 方八丁柴山線 2020 3.4 6.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.09750度 141.11389度

斉藤４号橋 ｻｲﾄｳﾖﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 斉藤柴山線 不明 4.5 4.3 Ⅲ A1橋台基礎部(パイルベント)に剥離・鉄筋露出が見られる。 39.09972度 141.113055度

萩森橋 ﾊｷﾞﾓﾘﾊﾞｼ 胆沢 中萩森新田線 1977 5.4 7 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.090833度 141.014444度

中沢橋 ﾅｶｻﾞﾜﾊﾞｼ 胆沢 上中沢萩屋敷線 1964 5.5 5.1 Ⅱ A1・A2の橋台竪壁に剥離が見られる。広範囲であるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.091111度 141.01756度

中沢３号橋 ﾅｶｻﾞﾜｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 中沢１１号線 1990 2.9 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.089722度 141.024444度

下大畑平２号橋 ｼﾓｵｵﾊﾞﾀﾋﾗﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 下大畑平前四ツ屋線 1952 3.3 7.6 Ⅱ
舗装にひびわれが見られる。経年劣化が要因と推定される。前回点検時より範囲が拡大しており、ひびわれ幅も1.3→10.0㎜に広くなっていることから道路利用者の安全性の低下
が懸念されることから措置を講ずることが望ましい。

39.094166度 141.037777度

明山１号橋 ｱｹﾔﾏｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 小山大道明山１号線 1990 4.2 5 Ⅱ 頂版にひびわれが見られる。前回点検から進展性がみられるため、予防保全の観点から処置を講ずることが望ましい。 39.09411度 141.06124度

下恩俗橋 ｼﾓｵﾝｿﾞｸﾊﾞｼ 胆沢 道場下沢田線 不明 11 6.4 Ⅱ
床版に浸透水が要因と推定される遊離石灰、竪壁に凍害が要因とされる剥離、地覆に鉄筋露出が見られる。損傷の進行により、凍害の影響が懸念されるため、予防保全の観点
から速やかに補修することが望ましい。

39.093611度 141.082777度

前大畑橋 ﾏｴｵｵﾊﾞﾀｹﾊﾞｼ 胆沢 前大畑大堤線 1970 11.4 6 Ⅱ 床版に橋面からの浸透水が要因と推定される遊離石灰が見られる。変状は全体的に見られるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.093055度 141.090000度

西油地２号橋 ﾆｼｱﾌﾞﾗﾁﾞﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 西油地上中谷地線 不明 2 4 Ⅱ 頂版に目地からの漏水及び防護柵の変形・欠損が見られる。予防保全の観点からなるべく速やかな補修を行うことが望ましい。 39.089166度 141.097222度

西油地１号橋 ﾆｼｱﾌﾞﾗﾁﾞｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 東油地下中谷地２号橋 不明 2 4 Ⅱ 側壁に目地からの漏水及びひびわれが見られる。予防保全の観点からなるべく速やかな補修を行うことが望ましい。 39.089166度 141.099722度

東油地３号橋 ﾋｶﾞｼｱﾌﾞﾗﾁﾞｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 東油地後四ッ屋線 不明 6.7 6.1 Ⅱ A1橋台胸壁天端に剥離が見られる。他部材への影響が懸念され、予防保全の観点から、補修することが望ましい。 39.088888度 141.107222度

下中沢橋 ｼﾓﾅｶｻﾜﾊﾞｼ 胆沢 南台二ノ台線 1925 6 4.7 Ⅲ 竪壁に凍害が要因と推定される剥離や欠損が見られる。変状深さが大きいため、橋梁構造の安全性の観点から早期に措置を講ずる必要がある。 39.086944度 141.036111度

赤堰２号橋 ｱｶｾﾞｷﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 赤堰後鞍骨線 1987 3.4 5.4 Ⅱ 側壁に幅0.5mmのひびわれが見られる。前回点検時から加速的に進行しており、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.085555度 141.060555度

森小２号橋 ﾓﾘｺﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 森小新田線 1993 2 6.5 Ⅱ 頂版及び側壁目地からの漏水が見られる。予防保全の観点からなるべく速やかな補修を行うことが望ましい。 39.086388度 141.063611度

森小３号橋 ﾓﾘｺｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 上恩俗中嶋線 1993 2 4.9 Ⅱ 頂版及び側壁目地からの漏水が見られる。予防保全の観点からなるべく速やかな補修を行うことが望ましい。 39.084722度 141.073055度

中油地３号橋 ﾅｶｱﾌﾞﾗﾁﾞｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 上油地中油地線 1987 3.9 7.3 Ⅱ 頂版に乾燥収縮が要因と推定される一方向のひび割れが見られる。遊離石灰を伴い進行性が高いと推定されるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.086111度 141.086111度

中油地２号橋 ﾅｶｱﾌﾞﾗﾁﾞﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 上中谷地下油地線 1980 3.8 7.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 39.085555度 141.093055度

稔橋 ﾐﾉﾘﾊﾞｼ 胆沢 南大谷地二ノ台線 1989 8.7 7 Ⅱ 竪壁に伸縮装置からの漏水が要因と推定される遊離石灰が見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.08361度 141.04750度

二の台橋 ﾆﾉﾀﾞｲﾊﾞｼ 胆沢 森小新田線 1971 7.4 7.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.080277度 141.056388度

下狼ヶ志田１号橋 ｼﾓｵｴﾅｼﾀﾞｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 赤堰後鞍骨線 1995 5.1 5 Ⅱ 頂版に疲労が原因と推定される2方向のひびわれが見られる。予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.083333度 141.071388度

狐森１号橋 ｷﾂﾈﾓﾘｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 長根竹地子線 1993 2 4.5 Ⅱ 頂版目地からの漏水が見られる。予防保全の観点からなるべく速やかな補修を行うことが望ましい。 39.083333度 141.075833度

八幡堂２号橋 ﾊﾁﾏﾝﾄﾞｳﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 八幡堂下鞍骨線 1994 2 4 Ⅱ 頂版、側壁に目地からの漏水が見られる。予防保全の観点からなるべく速やかな補修を行うことが望ましい。 39.080833度 141.081388度

八幡堂３号橋 ﾊﾁﾏﾝﾄﾞｳｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 小山田中外浦１号線 1994 2 5.5 Ⅱ 頂版、側壁に目地からの漏水、頂版側面に剥離等が見られる。予防保全の観点からなるべく速やかな補修を行うことが望ましい。 39.078888度 141.085000度

横道橋 ﾖｺﾐﾁﾊﾞｼ 胆沢 下大畑平前四ッ屋線 1973 8.5 8 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.079166度 141.104166度

上白鳥川１号橋 ｶﾐｼﾗﾄﾘｶﾜｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 屋敷藤坂線 1986 4 7.6 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.075833度 141.038333度

二ノ台１号橋 ﾆﾉﾀﾞｲｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 屋敷浪入線 不明 4.1 5 Ⅱ A2橋台竪壁に変形・欠損が見られる。 39.07638度 141.048888度

原川橋 ﾊﾗｶﾜﾊﾞｼ 胆沢 原川持堤下線 1996 5 2.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.078055度 141.063888度

中ノ森１号橋 ﾅｶﾉﾓﾘｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 東油地養ケ森線 1995 2.1 3.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.077777度 141.099444度

一ノ沢橋 ｲﾁﾉｻﾜﾊﾞｼ 胆沢 新田外浦線 1977 5.4 7 Ⅱ 橋台(胸壁)に凍害が要因と思われる剥離・鉄筋露出と欠損が見られる。損傷範囲が広いため、予防保全の観点から速やかに補修することが望ましい。 39.063611度 141.068888度

浪入橋 ﾅﾐｲﾘﾊﾞｼ 胆沢 大袋三ノ沢線 不明 9 3.8 Ⅱ
防護柵に凍害が要因と思われる鉄筋露出が見られる。損傷が進行すると防護柵(鋼材)の落下等に繋がる可能性が考えられるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ま
しい状態。

39.066388度 141.052500度

赤斎美橋 ｱｶｻｲﾐﾊｼ 胆沢 赤斉美５号線 不明 2.2 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.102777度 141.119722度

望み大橋 ﾉｿﾞﾐｵｵﾊｼ 胆沢 横岳前山市野々前線 1996 260 6.5 Ⅲ 上部構造は主桁に剥離、下部構造は橋脚にひびわれが見られる。主桁の剥離は、進行により構造安全性に影響するため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.121388度 140.933333度

奥州湖大橋 ｵｳｼｭｳｺｵｵﾊｼ 胆沢 谷子沢南前川山線 2011 424 6.5 Ⅱ
主桁側面に緩やかな斜めひびわれ及び箱桁内部後埋めコンクリート部に格子寸前のひびわれが認められる。また橋脚柱部後埋めコンクリート部の劣化が認められる。ひびわれ
幅が比較的広いため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.106970度 140.882500度

大平野橋 ｵｵﾀﾞｲﾗﾉﾊｼ 胆沢 谷子沢南前川山線 2011 40 7 Ⅰ 上部構造は主桁に防食機能の劣化、下部構造は橋台に遊離石灰を伴うひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いと見られ、経過観察でよい。 39.085555度 140.860555度

猿岩橋 ｻﾙｲﾜﾊｼ 胆沢 追分東前川山線 2011 287.4 4 Ⅱ
主桁側面に緩やかな斜めひびわれ及び箱桁内部頂版に0.15㎜～0.2㎜程度のひびわれが認められる。また外ケーブルの定着部カバーに表面的な腐食が認められる。内部ケーブ
ルが腐食する可能性があるため、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.101590度 140.881910度

鴫谷跨道橋 ｼｷﾞﾔｺﾄﾞｳｷｮｳ 江刺 北部開拓線 2008 38.7 4.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.305405度 141.262458度

西大畑橋 ﾆｼｵｵﾊﾞﾀｹﾊﾞｼ 水沢 西関田明神堂川原線 1977 26 13 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.16436度 141.13119度
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明正３号橋 ﾐｮｳｼｮｳｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 明正沼尻線 不明 2.9 5.8 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.13429度 141.18552度

下谷記１号橋 ｼﾓﾔｷﾞｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 水沢 下谷記1号線 不明 4.5 2 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.07350度 141.188082度

下谷記２号橋 ｼﾓﾔｷﾞﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 下谷記7号線 不明 2.8 2.2 Ⅱ 漏水による凍害によるものと推測される。前回点検から進展していないが、予防保全の観点から補修することが望ましい。 39.072949度 141.187685度

酒元橋 ｻｶﾓﾄﾊｼ 水沢 酒元線 不明 5.9 6 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.16657度 141.108549度

三本木２号橋 ｻﾝﾎﾞﾝｷﾞﾆｺﾞｳｷｮｳ 水沢 三本木大町線 2011 4.3 9.2 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.14390度 141.144093度

明正７号橋 ﾐｮｳｼｮｳﾅﾅｺﾞｳｷｮｳ 水沢 駅南下小谷木線 不明 5.8 10 Ⅱ 頂版に床版ひびわれ、袖擁壁に剥離・鉄筋露出が見られる。 39.13386度 141.18611度

古川橋 ﾌﾙｶﾜﾊｼ 江刺 下川原力石線 1995 15 17.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.17191度 141.16962度

稲荷橋 ｲﾅﾘﾊﾞｼ 江刺 藤里石原線 1975 2.6 8.4 Ⅰ 健全である。 39.171738度 141.241091度

馬馳前橋 ﾏﾊｾﾏｴﾊｼ 江刺 人首街道線 1972 3 5.3 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.22078度 141.290691度

江刺幹線用水路２号橋 ｴｻｼｶﾝｾﾝﾖｳｽｲﾛﾆｺﾞｳｷｮｳ 江刺 男石２号線 1978 2.1 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.198180度 141.173316度

栄町下水路３号橋 ｻｶｴﾏﾁｹﾞｽｲﾛｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 江刺 栄町反町線 不明 2.5 5.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.183542度 141.187060度

松ノ木田橋 ﾏﾂﾉｷﾀﾞﾊｼ 江刺 老耳第二線 1979 2.1 11.6 Ⅰ 舗装に路面の凹凸が見られる。維持工事で対応することが望ましい。 39.21879度 141.234149度

藤渡橋 ﾌｼﾞﾜﾀﾘﾊｼ 江刺 石刎四ッ西風線 不明 8.5 8.4 Ⅲ A1,A2橋台竪壁に変形・欠損が見られる。 39.28995度 141.266264度

机地４号橋 ﾂｸｴｼﾞﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 胆沢 二丁目片子沢線 不明 2 2.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障は生じていない。 39.147946度 141.102511度

机地３号橋 ﾂｸｴｼﾞｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 胆沢 堰田広表線 不明 2 2.5 Ⅰ 車両等の接触によるものと思われる防護柵の変形が見られるが、道路橋の機能に支障が生じていない。 39.147518度 141.100140度

札堂橋 ﾌﾀﾞﾄﾞｳﾊﾞｼ 胆沢 北町峠線 1975 37.1 11.5 Ⅱ
主桁側面に剥離・鉄筋露出、下部構造（橋台）に漏水・遊離石灰やひびわれ、支障部に腐食が確認された。道路橋に支障は生じていないが、ジョイント漏水を起因とする変状が多
く確認され、予防保全の観点から橋面補修のうえ、桁端部及び下部構造の表面処理を行うことが望ましい。

39.095972度 141.113950度

満倉４号橋 ﾐﾂｸﾗﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 水沢 西関田明神堂川原線 1982 12.5 11.8 Ⅰ
上部構造の主桁、床版に損傷は見られない。下部構造、上下部接続部は大きな損傷はなく、現行の耐震性能を満たしていると判断し、致命的な状態となる可能性は低いと思われ
る。

39.163836度 141.099675度

北丑沢橋 ｷﾀｳｼｻﾜﾊﾞｼ 水沢 不断町八反田線 1996 3.5 16 Ⅱ 頂版に活荷重が要因と推定されるひびわれが見られる。致命的な状態となる可能性は低いものの、何らかの変状が生じる可能性はある。 39.153997度 141.135831度

後大畑橋 ｳｼﾛｵｵﾊﾞﾀｹﾊﾞｼ 胆沢 北町峠線 1965 5.3 9.3 Ⅰ 上部構造、下部構造、上下部接続部は大きな損傷はなく、致命的な状態となる可能性は低いと推定される。 39.096224度 141.102554度

小松谷木橋 ｺﾏﾂﾔｷﾞﾊﾞｼ） 胆沢 馬留迎市野々線 2015 29 4 Ⅱ
経過年数5年のワーレントラス橋である。鋼床版に表面的な広がりのある腐食が認められる。渓流に設置されている為、河川からの水飛沫により腐食の進行性は高いと考えられ、
予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。

39.123280度 140.931960度

下田橋 ｼﾓﾀﾞﾊﾞｼ） 胆沢 下田市野々線 2003 15.3 3 Ⅱ
側壁背面盛土の沈下による路面の段差及び劣化が認められ、頂版上面の劣化が懸念される。また防護柵支柱基部の凍結膨張による支柱の変形(うき)が確認され、車両免脱防
止性能が低下しているため、道路利用者の安全性の観点から緊急に措置を講ずることが望ましい。

39.119390度 140.951510度

北赤堰２号橋 ｷﾀｱｶｾﾞｷﾆｺﾞｳﾊﾞｼ） 胆沢 岩洞沢北赤堰線 2015 2.2 4 Ⅰ 起・終点側舗装面に路面の凹凸が認められる。道路利用者の安全性の観点から維持工事にて対応することが望ましい。 39.093530度 141.052090度

赤倉沢橋 ｱｶｸﾗｻﾞﾜﾊﾞｼ） 胆沢 谷子沢南前川山線 不明 10 7.9 Ⅲ 上部構造は床版につらら状の遊離石灰の析出、下部構造は橋台に遊離石灰の析出が見られた。間詰床版のつらら状の遊離石灰は橋梁安全性の観点から補修が望ましい。 39.117500度 140.890000度

小寒沢橋 ｺｻﾑｻﾜﾊﾞｼ） 胆沢 谷子沢南前川山線 2011 4.8 8 Ⅱ
頂版及び側壁に幅0.15㎜～0.2㎜程度のひびわれが認められる。河川の影響により部材全体の湿りがあり、進行性は高いと考えられるため予防保全の観点から措置を講ずること
が望ましい。

39.092150度 140.863810度

南在４号橋 ﾐﾅﾐｻﾞｲﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ） 前沢 南在前野線 2008 5.7 6.9 Ⅱ 頂版支間部にひびわれが認められる。また舗装面の一部に最大50㎜程度の段差が認められることから、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい。 39.051830度 141.176480度

落合橋 ｵﾁｱｲﾊｼ 衣川 旧殿古戸線 1993 61 5 Ⅱ 上部構造は主桁に遊離石灰の析出、下部構造は橋脚にひびわれが見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いとみられることから経過観察とする。 39.036111度 141.060556度

鴻巣橋 ｺｳﾉｽﾊｼ 衣川 旧殿古戸線 1993 35.5 5 Ⅰ 上部構造は主桁に剥離、下部構造は翼壁に遊離石灰の析出が見られた。いずれも橋梁安全性への影響は低いとみられるため経過観察でよい。 39.034167度 141.056389度

さくら大橋 ｻｸﾗｵｵﾊｼ 水沢 大町川原田線 2016 394.7 14 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.14398度 141.144度

大野橋 ｵｵノﾊｼ 江刺 大野線 不明 7.8 5 Ⅰ 道路橋の機能に支障を生じていない。 39.18864度 141.35709度

八幡小橋 ﾊﾁﾏﾝｺﾊｼ 江刺 玉里広瀬線 不明 3.5 8.1 Ⅱ 剥離・鉄筋露出、漏水・遊離石灰については止水処理が未施工による凍害が原因と推測される。予防保全の観点から補修することが望ましい。 39.24996度 141.21315度

スマートインター東跨道橋ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾋｶﾞｼｺﾄﾞｳｷｮｳ 胆沢 附野下笹森線 2017 6.3 12.1 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.11568度 141.1248度

スマートインター東１ ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾋｶﾞｼｲﾁ 胆沢 附野下笹森線 2017 5 14.6 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.1143度 141.12194度

岩渡橋 ｲﾜﾀﾘﾊｼ 水沢 明正西田線 2018 30 12.5 Ⅰ 道路橋の機能に支障が生じていない。 39.13213度 141.18921度

二渡橋 ﾌﾀﾜﾀﾘﾊｼ 水沢 上谷起下谷起線 1969 7.5 12 Ⅰ
一部、漏水・遊離石灰が見られる。防水不良が原因と思われるが、進行は遅いと推定される。損傷が少なく、活荷重・地震・豪雨により何らかの変状が生じる可能性は低いと考え
られる。

39.07000度 141.18278度

女石橋 ｵﾝﾅｲｼﾊﾞｼ 衣川 馬懸女石線 2023 42 3.7 Ⅰ 措置の必要はない。 39.044166度 141.052222度
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